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　戦利品を買取商に売り払い、今日の儲もうけを山分けして、さあこれからどうしようかと話しあうでもなくだらだら話している最中だった。

　カンカンカンカンカンカンッ。

　オルタナの市場にけたたましい鐘の音が鳴り響きはじめた。

「あ、六時」ハルヒロは眉まゆをひそめた。「……じゃないよね？　さっき、七回鳴ったし。午後六時の鐘。だいたい、こんなめちゃくちゃな鳴らし方――」

「何だ何だ何だーっ!?」ランタが天パ頭をブルンブルン振ってあたりを見まわした。

「んぬー」ユメはお下げをくいっと引っぱり、目をぱちくりさせた。「何やろなあ」

「非常事態……っぽい？」シホルはユメに身体からだをすり寄せた。

　モグゾーは兜かぶとの後ろを撫なでながら、不安そうにきょろきょろしている。「……もー？」

「まさか……」メリイはちょっとだけ腰を落として両目をすぼめた。「敵襲？」

「え」ハルヒロは首をひねった。意味はわかるが、耳慣れない言葉だ。「敵襲って――」

　わあああぁっと喚声があがった。どこだろう。けっこう遠くだ。

　ランタが鼻の穴を広げて「おいおいおいおい！」とか「おーおーおー！」とか叫んでいる。なんでテンション上がってんだよ。馬ば鹿かじゃないのか。

「メリイ、敵って」とハルヒロが訊きくと、メリイは口早に「おそらく、オーク」とだけ答えた。

　オーク？

「逃げろ！」と誰だれかがわめいた。「オーク！」「オークだぞ！」「オークだ！」「オークがきた！」「侵入された……！」

「ほ？」ユメは顎あごに人差し指をあてた。「オークラくんは誰の親友なん？」

「違うだろっ！」ハルヒロは反射的にツッコミを入れた。そのときだった。

　市場を思い思いに行き交っていた人々が激流と化したのだ。あっという間だった。ハルヒロたちは人波にもまれた。もう押されるまま移動することしかできない。

「ちょっ――」ランタはあらがおうとしているが、無駄な抵抗だ。「何だよこれっ!?」

「うわぁわぁぁ」モグゾーは目を回している。身体がでかいぶん、かなり肘ひじで突かれたり蹴けられたりしていて大変そうだ。

「ぼ、帽子、が……っ」シホルの帽子が脱げた。ハルヒロはとっさに「おっ」と手をのばして、見事に帽子をキャッチした――ところまではよかったのだが、人々にぐいぐい押されまくって、仲間たちから引き離されてしまった。

「ハルくん！」ユメの声がする。「ハル……!?」あれはメリイの声だろうか。モグゾーの頭だけはかろうじて見える。でも、そっちのほうにはどうやっても行けない。

「み、みんな……！」ハルヒロは必死に手を振った。だめだ。もはやモグゾーさえどこにいるのかわからない。「みんな、気をつけて……！」

　気をつけなきゃいけないのは、むしろこっちか。へたに流れに逆らったら、突き倒される。蹴っ飛ばされる。踏みにじられて、死んでしまったりしかねない。それはいやだ。とりあえず、流されるまま進むしかない。

　敵襲、とメリイが言っていた。敵？　オークって……？

　オーク。

　なんとなく聞き覚えがあるような、ないような。とにかく、何か普通じゃないことが起こっているのだ。敵襲だから、ようするに敵が攻めてきた？　オークとかってやつに、オルタナが攻められてるってこと？　それで、誰も彼も逃げている？　だけど逃げるって、どこにだよ？

　ここ、街だし。みんなここに住んでるわけだし。オルタナは高くて厚い壁に囲まれている。ここより安全な場所なんてない――はずだ。と思う。たぶん。その安全なはずの場所が、敵に襲われている。それってもしかして、やばいんじゃないの……？

　露店がひっくり返され、品物が散乱して踏み荒らされている。もったいない。骨組みがへし折られて、ぶっ倒れている屋台もあった。店の人、ショックだろうな。いや、それどころじゃないって。

「ぎゃあああああああぁぁぁぁぁ……！」という悲鳴が進行方向から聞こえてきた。

「いる、敵が……！」「あっちはだめだ！」「逃げろ、逆方向に……！」

　途端に人の波が逆流しはじめた。でも、いきなりは無理だって。前のほうにいる人たちは方向転換しようとしているが、後ろのほうの人たちはそのまま進もうとしている。悪いことに、ハルヒロはちょうどその境目あたりにいて、身動きがとれない。「――てか、苦しいんだけど！　お、押すなって……！」

　このままでは圧死する。そんな死に方、冗談じゃない。ハルヒロはなんとか人を押しのけ、かいくぐって、その先に壊れていない、暗い色の幕が下ろされた屋台があったので、中に入りこんだ。

「うっ、くっさ……」

　変なにおいがする。においだけじゃない。陳列台や棚に並んでいる物がそもそも変だ。生き物の死し骸がい？　剥はく製せい？　あとは骨とか、歯とか、羽根とか。それらを組みあわせて作ったらしい、アクセサリー？　みたいな物とか。

「こっちへおいで」

　突然、声がして、ハルヒロは「ひっ」と跳びあがった。見ると、屋台の奥で黒っぽい服を着たしわくちゃの老婆が手招きしている。あからさまにあやしい。迷っていると、老婆に「早くおし！」と叱しかられたので、ハルヒロはおずおずと奥のほうに進んだ。

「……ええと、ここは、おばあさんの店……ですか？」

「おばあさんなんて、失礼な若造だね。レディーと呼んどくれ」

「レ、レディー」とハルヒロが言いなおしたら、老婆はニヤッと笑った。

「ゴー」

「……や、そっちのレディーじゃないよね？」

「切れがないツッコミだねえ」

　そもそもボケが微妙だったせいだろ何なんだよこのババアとハルヒロは思ったが、口には出さないでおいた。

　老婆は、やれやれ、と肩をすくめた。「あたしは、バーバ」

「まんまかよ」

「ふん。さっきよりはマシなツッコミだね」

「そりゃどうも……」

「精進しな。まあいい。あらためて――あたしはバーバ。まじない師だよ。見てのとおり、この店でまじないグッズを売ってる。おまえさんは義勇兵かい」

「そう、だけど」ハルヒロは鼻で息をしないように注意しながら、外のほうに目をやった。といっても、この屋台は幕で覆われているので、どうなっているのか見えない。でも、まだかなり騒がしいから、事件は継続中だろう。「……事件、なのかな。事件か」

「オークかい。まあ、たまぁーにはあることさね。ん？　てことはあんた、新兵ルーキーかい」

「まあ、長くはないっすけど。義勇兵歴」

「その感じだと、童貞だろ」

「どっ……!?」

「馬鹿だね。女とやったことがあるかどうかって話をしてるんじゃないよ。義勇兵はオークを殺して一人前。その経験がないやつは童貞扱いされるものなのさ。何だ、おまえさん、ダブル童貞かい」

「……もう、シングルでもダブルでもトリプルでも、何でもいいっす」

「覇気がない！」バーバはハルヒロに人差し指を突きつけた。「おまえさん、男だろ！　若いんだろ！　女とやりたい、オークを殺したい！　欲を出さないでどうするよ！」

「そういうの、なんかめんどくさいんで」

「あほうっ！」バーバは唾つばを飛ばしてさらに言いつのろうとしたみたいだが、バッ――と、幕がめくられた。

「あ……」ハルヒロはまばたきをした。

　誰か入ってきたのだ。誰か――いや、何か？

　人……じゃない。

　だって、肌が緑色だ。

　身体は大きい。背丈よりも、横幅が。厚みがすごい。

　鼻は潰つぶれていて、耳は小さく尖とがっていて、口が大きくて、猪いのししみたいな牙きばがある。

　髪の毛が真っ赤だ。

　鎧よろいを着ていて、重そうな片刃の剣を持っている。

　何だ、あいつ。

「――オークだ」とバーバが呻うめくように言って、何か棒みたいな物を手にとった。「店の中に入ってくるとは！　ぎ、義勇兵、やっつけな！　童貞卒業のチャンスだよ！」

「えっ、お、おれ!?」ハルヒロはダガーを抜こうとしたが、手につかない。「む、む、無理だって、一人じゃ！　と、盗賊だし、おれ！」

「あたしなんかババアだよ！　ほれ、気張りな、盗賊！」バーバはハルヒロの背中を、どんっ、と押した。ババアというわりには力が強い。ハルヒロは「わっ、わ、わっ」と転びそうになりながらオークに近づいてゆく羽目になった。オークはシュとかシャとかバッとかオッとかが多い謎なぞ言語で何か怒鳴って剣で突いてくる。

「いやいやいや……!?」ハルヒロはかわす。なんとかよけたら陳列台に倒れこんでしまって、バーバに「こら、なんてことするんだい！」と叱りつけられた。

「んなこと言われたって……！」ハルヒロは陳列台の上を転がって逃げる。

　オークは陳列台に上がって追いかけてきた。「オッシュバグダ……ッ！」

　だめだ。死ぬ。マジで殺される。ハルヒロは「ひいいいぃぃぃ！」と悲鳴をあげつつ、手当たり次第に物を投げた。ぶつけられても、オークはおかまいなしだ。やばいやばいやばい。しゃれになってない。ハルヒロは幕に突っこんで、屋台の外に出た。

「……れ？　こない？」

　と思ったら、屋台の中から「こ、こら義勇兵！」とバーバの声がした。「あんた、この哀れなババアを見捨てる気かい！　人でなしが……！」

「そうは言うけどさ……」

　遠くに別のオークの姿が見えた。敵襲というくらいだからあたりまえかもしれないが、オークは一人じゃない。何人もいる。まずい。

　これはまずい。大いにまずい。

　逃げよう。誰かがドッカーンとオークをやっつけてくれるまで、どこかに隠れていよう。バーバなんて知ったことじゃない。見知らぬ他人だし。助ける義理なんかない。助けられそうにないし。

「しょうがない……よね？」

　ハルヒロは一つ息をついた。

　そして、勢いよくバーバの屋台の幕をまくりあげた。

「――くっそ……！」

　なんでだよ。何をやってるんだ、自分。逃げるんじゃなかったのか。いや、そりゃ逃げたいのは山々だけどさ。いくら赤の他人でも、見捨てたりしたらさすがに寝覚めが悪い。だから、しょうがなかった。本当に気が進まないのだが、人としてこうするしか。

　オークが剣を振りおろし、バーバはそれを杖つえで受け止めて、「ふんっぬぬぬぬ……」と顔を真っ赤にしている。なんとか受け止めてはいるものの――ぎりぎりだよな。どう見ても。バーバはしゃがみこんでしまっている。これ以上ないくらい必死だ。ていうかよかったよね、杖が頑丈で。感心している場合じゃないか。ハルヒロはダガーを抜いた。オークの背中めがけて突撃する。「背面打突バツクスタブ……！」

　ガッッと刃先が滑った。鎧だ。弾はじかれた。オークが振り向く。「ガシュハッ！」

「義勇兵っ！」バーバは目を輝かせた。「恋に落ちそうだよ！」

「やめてくれる!?　マジで！」ハルヒロはオークに背を向けた。「こ、こっちこい！　いや、こなくてもいいけど……！」

　残念ながら、オークは標的をバーバからハルヒロに変更したみたいだ。あーやめればよかった。やっぱり逃げちゃえばよかった。後悔先に立たずだ。オークが「ハッシュハッシュハッシュッ！」とか言いながら追いかけてくる。ハルヒロは屋台から出て逃げる。走っていると、すぐに息があがった。オークはけっこう重装備なのに、速い。ハルヒロは軽装で全力疾走している。でも、ぜんぜん引き離せない。「怖ぇーよ、もう……！」

　弱音を吐きながらも、小道に入ったり屋台と屋台の間を強引に通り抜けたりして、ハルヒロはなんとかオークを撒まこうとした。

　オークは、しかし、鎧をガッシャガシャ鳴らして、どこまでもどこまでもついてくる。

　そろそろあきらめたくなってきた。あの、すいませーん。ゴールしちゃってもいいっすか。いいよね？

　向こうの角を曲がったら、ゴールということにしよう。そこまでは粘ろう。それ以上はたぶん、無理。気力と体力の限界。引退します。ごめんなさい。

　ハルヒロは半ば倒れこむようにして角を曲がった。

「しゃがめ……！」と低い、ハスキーな声が怒鳴った。

　とっさにそのとおりにすると、頭上を何かが通りすぎていった。

　何かというか、剣だ。

　角の向こうに誰だれかがいて、その誰かがハスキーな声の主で、そいつが剣を横よこ薙なぎに振るったのだ。

　剣はハルヒロに追いすがろうとしていたオークに命中した。

「オゴッ……！」

「……え」

　ハルヒロは振り向いた。

　オークは首を刎はね飛ばされていた。こっちに背を向けている銀髪の男がやったのだ。

　レンジ。

　ハルヒロと同じ日に義勇兵になった――はずなのだが、とてもそんなふうには見えない。かっこいい鎧を身につけているうえに、ファー付きの陣羽織なんか着ちゃっているし。持っている剣もごつくてすごそうだし。最初から違うやつだと思ってはいたが、それにしてもこの差は大きい。大きすぎる。だって、一撃だよ？

　たった一撃で、オークをしとめてしまうなんて。

「大丈夫か」とレンジに訊きかれて、ハルヒロはカクカクッとうなずいた。うっわ。かっこ悪っ。なっさけなっ。猛烈に恥ずかしい。慌てて立ちあがって、とりあえず礼くらいは言おうとしたら、声が飛んできた。「レンジ、まだいやがるぞ……！」

　見ると、立派な鎧を着た丸刈りの男が道の向こうを指さしている。ロンだ。ロンが指し示している方向から、オークが。しかも、一人じゃない。二人。いや、三人も。

「ジール・メア・グラム・フェル・カノン」黒縁眼め鏡がねをかけた魔法使いアダチが、杖の先でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えた。あれは何の魔法なのだろう。ハルヒロにはさっぱりわからない。とにかく青っぽい魔法生物エレメンタルが飛んでいって、一人のオークの脚に絡みついた。オークは脚をもつれさせて、転びはしなかったが、どうやら思うように歩けないみたいだ。

　ただ、仲間が一人遅れても、二人のオークはかまわず駆けてくる。

　――と、路地から長い脚がぬっと出てきて、一人のオークの膝ひざを踏みつけるように蹴けった。絶妙のタイミングだった。あれはかわせない。おそらく、盗賊のスキル、喧けん嘩か殺法の膝砕シヤターだ。オークが「ギャオッ」とつんのめる。誰の仕業なのか。あの派手な装い。露出度高っ。色っぽい。サッサか。

「よくやった……！」ロンが進みでて、オークと斬きり結ぶ。ロンも小柄ではないが、オークはけっこうすごい体格をしている。それでも、ロンが押しているように見える。「おらおらおらおらおらぁ……ッ！」

　でも、サッサに膝砕シヤターをお見舞いされたオークが、痛そうにしながらも体勢を立てなおして、仲間に加勢しようとしている。

　そうはさせまいと、そのオークの前に立ちふさがる――と言うには、彼女はちっちゃすぎる。たぶん、百五十センチないだろう。神官の服を着て、短い杖のような物を手に持っているが、子供が頑張ってそれっぽい恰かつ好こうをしているようにしか見えない。あのチビちゃん、いったい何をするつもりなのか。

「ぃぁ……っ」チビちゃんは杖を前に出した。

　オークが「フアッ！」と剣で杖を払う。

「なっ……」ハルヒロは声を失った。

　杖は弾かれずに弧を描いた。杖ごとチビちゃんがくるっと回る。その勢いのまま、チビちゃんはオークの下腹部を杖で一撃した。「――ゃぁ……っ！」

「ゴ、フッ……!?」オークは崩れ落ちこそしなかったものの、足が止まった。

　跳び下がったチビちゃんの頭を、レンジが大きな手で撫なでた。「上出来だ、チビ」

「ぁぅ……」チビちゃんの顔が真っ赤に染まる。

　次の瞬間にはもう、レンジのごつい剣がオークの肩口に食いこんでいた。オークは頑丈そうな鎧を着けているのに、レンジの手にかかれば関係ないのか。

　レンジは剣を引き抜きながら、オークの胸板を蹴っ飛ばした。

　ひっくり返りかけて、あわあわしているオークなんて、レンジにとっては物の数に入らないだろう。レンジはオークの喉のど元もとに剣を突き入れ、ねじ斬った。

「おおおおおおおおぉぉぉ……！」とロンが攻めに攻めて攻めまくり、とうとうオークに膝をつかせた。こうなってしまったら勝ちだ。ロンは矢継ぎ早に剣を振りおろし、オークの頭をかち割った。「どぅらぁっ！　おらぐぉらぁー……っ！」

　……すっげー力任せ。あと、声でかっ。

　その大声に気をとられている間に、レンジが残りの一人、アダチの魔法で足止めされているオークに肉薄していた。

　ハルヒロは見とれてしまった。

　あの体重移動。

　盗賊ギルドのバルバラ先生はまったく足音を立てないでするする歩いたり走ったりするが、あれに似ている。

　あの剣捌さばき。

　かなり重そうな剣なのに、レンジは自分の腕を振るように操る。

　レンジはまるで紙でも切るみたいにオークの首を断ち斬った。

　いや斬れないでしょ、骨とか硬いし、そんなふうには。

　――と思うのに、実際、スパッと斬れてしまっているのだから不思議だ。

「一丁上がりか」ロンが剣の平で自分の肩をぽんぽんと叩たたいた。

　ハルヒロはボーッとしていた。

　もしかしたら、かえってそのおかげで気づいたのかもしれない。どこか一点を注視するのではなくて、全体をなんとなく、見るともなく見るような感じになっていて――何かが動いた。

　建物の上だ。屋根の上。

　ハルヒロはとっさに叫んだ。「レンジ、上……！」

「ッ……！」レンジは即座に跳びすさった。

　一瞬でも遅れていたら、レンジはバッサリやられていただろう。

　そいつは建物から飛び降りてレンジに躍りかかったのだ。オーク。もちろん、オークだ。髪は白い。光沢があるから、銀色にも見える。奇くしくも、レンジも銀髪だ。銀髪はやばいの法則でもあるのか。あのオークも明らかにやばい。身体からだも大きいが、黒っぽい鎧よろいを身につけた上に、虎とら柄というかたぶん虎の毛皮のマントをつけていて、ド派手でやばい。顔にびっしりと施された入れ墨が凶暴そうでやばい。目つきがやばい。黄色い瞳ひとみが獰どう猛もうそうでやばい。それでいて表情は落ちつきはらっていて、けっこう頭がよさそうでやばい。

　そして、剣。そのオークが持っている片刃の剣が、紫色っぽくて長くて分厚くて鋭そうで、峰がギザギザになっていて、そうとうやばい。

　ついでに、そのオークがレンジに向きなおると、周りの建物の屋根の上に十人くらいのオークたちがぬっと姿を現して、本当にどうしようもなくやばい。

　オークたちが屋根から下りようとしたら、虎マントのボスっぽいオークが左手をあげて制した。それからやつは「オレ」と言った。――え？　オレ……？

「イシュ・ドグラン。オマエ、ナンダ」

　しゃべった。

　オークが、片言ではあるものの、人間の言葉を。

　レンジはちょっとだけ口くち許もとをゆるめた。どうやら笑ったらしい。よく笑えるものだ。この状況で笑うとか、おかしくない？　おかしいよね？

「レンジだ。俺とやろうってのか、イシュ・ドグラン」

「オンガシュラッドゥ！」と、イシュ・ドグランとかいうらしいオークのボスが声を張りあげると、他ほかのオークたちはそろって武器を下ろした。もしかして、一騎打ちをする宣言でもしたのか。

「おまえらも手を出すな」とレンジが仲間たちに向かって低く言った。

　やるのか。

　やっちゃうんですか。本当に？

　本気らしい。

　というかもう、二人は打ちあっている。

　いったいどっちが先手をとったのか。ハルヒロにはよくわからない。でも、二人の剣がガッツンガッツン衝突している。火花が散る。

　鍔迫り合いバインドになった。

　押しあう。

　だけじゃなくて、微妙に位置どりを変えながら、膝をぶつけあっている。もしハルヒロがあんなふうに膝蹴りされたら、一発で転んでしまうだろう。互いに相手の体勢を崩そうとしているのだ。だけど崩れない。

　パッと離れた。

　イシュ・ドグランがレンジの脚を狙ねらう。レンジは跳んでこれをかわし、イシュ・ドグランの頭に斬りつけた。

　イシュ・ドグランはこれを手甲で弾はじいて、すっと身を沈め――マントだ。虎皮のマントをレンジに投げつけた。ハルヒロは完全に意表を衝つかれたが、レンジは違った。慌てず騒がず左手でマントを鷲わしづかみにして、剣でイシュ・ドグランを突く。イシュ・ドグランはたぶん、いきなりのマント攻撃でレンジをびびらせて隙すきを作ろうとしたのだろう。その試みが失敗して、下がる。下がって、低く身構えた。

「イイゾ。ニンゲン。オマエ、イイ、センシダ」

「そうか」

　レンジは短く答えながらイシュ・ドグランに迫る。また打ちあいだ。今度は、でも、レンジが攻めている。ハルヒロは知らずに拳こぶしを握りしめていた。いける。倒せる。いけ。いっちゃえ。やれ！　倒せ……！

　いけそうだと思ったのに。

　そう見えたのだ。レンジは優勢だった。そのはずなのに、突然、イシュ・ドグランの剣がレンジの左腕を深く斬り裂いた。

　なんで……？

　わからない。ハルヒロにはさっぱり。

　レンジは距離をとって、左腕を振った。肘ひじのあたりにそうとうな傷を負っている。ものすごい血だ。レンジの仲間たちが声をあげたり息をのんだりして、オークたちは歓声をあげた。

　レンジは左腕をだらっと下げて、右手だけで剣を扱うつもりみたいだ。というか、あの怪け我がだとそうするしかないか。レンジの剣はでかいし、不利だ。

　それなのに、レンジは、ふう、と息をついて、笑った。

「やるな」

　さっきとは違う。

　口許をゆるめただけじゃない。顔全体を、にい……と笑わせた。

　ぞっとした。ハルヒロは正直、怖い、と思った。レンジが怖い。まあ、最初から怖かったけど。

　レンジがまた攻めに出る。イシュ・ドグランはレンジの剣をガッとそらした。イシュ・ドグランは両手持ちで、レンジは片手持ちだ。どうしてもレンジの斬ざん撃げきのほうが軽くなる。まともに打ちあったって勝てないだろ。

　実際、レンジは剣を吹っ飛ばされそうになって、なんとか持ちこたえはしたが、顔から胸までがガラ空きになった。やばいって。

「ぃっ……！」とチビちゃんが叫んだ。

　イシュ・ドグランが、レンジの顔面に裏拳をドゴッと叩きこんだのだ。素手じゃない。イシュ・ドグランの手甲はたぶん金属製で、拳まで覆っている。レンジの鼻が切れ、潰つぶれて、一瞬で血ち塗まみれになった。

　それでもレンジは笑っている。まだ攻める。

　攻めては撥はね返され、弾かれて、反撃を食らう。

　みるみるうちにレンジは傷だらけになった。レンジも鎧を着ているが、全身を隈くまなく防護するタイプの鎧じゃない。隙間がある。イシュ・ドグランの攻撃は的確にそこを衝く。また、イシュ・ドグランの凶暴な剣は、多少の装甲なら引き裂いてしまう。

「オッシュッ！　オッシュッ！　オッシュッ！」オークたちが足を踏み鳴らして大騒ぎしている。

　レンジは攻めつづけているが、見ているのがつらい。もう意地だけだろ。それか、守りに回ったら即やられるから、攻めるしかない、みたいな。

「ロン！」ハルヒロは我慢できなくなった。「いいのかよ、レンジのこと助けなくて！　アダチ！　チビちゃん！　サッサ！　レンジが死んじまうぞ！」

「そんなことしたら」サッサは顔色が悪い。脂汗までかきながらも、無理やりという感じでせせら笑ってみせた。「あとであたしたちがレンジに殺される」

「ぅぁー……っ！」チビちゃんがすごい形相で何か言った。まるで念を送るみたいに。

　それが合図だったわけじゃないとは思うけど。

　レンジが攻めて、イシュ・ドグランがレンジの剣をガッとそらした。少し前に似たような光景を見た。レンジは剣を吹っ飛ばされそうになって、どうにか持ちこたえる。でも、顔から胸までがガラ空きだ。やばい。さっきとまったく同じだ。やられる。

　イシュ・ドグランは、レンジの顔面を殴ろうとしたのか。

　させなかった。

　両手持ち。レンジはとっさに剣を両手持ちして振りあげた。イシュ・ドグランはのけぞってそれをかわした――けど、そんな馬ば鹿かな。左手は使えなくなっていたはずじゃ。でも、げんにレンジはしっかりと剣を両手で握っている。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォ……ッ！」

　レンジが血に餓うえた野獣みたいに咆吼した。

　それでイシュ・ドグランが怯ひるんだとは思えないが、一瞬動きが止まったように見えた。

　レンジが斜めに振りおろした剣が、イシュ・ドグランの左肩にめりこんだ。

　次の瞬間、レンジは剣を手放した。

　イシュ・ドグランを押し倒して、殴る。

　息もつかせず殴る。

　規則的に殴る。むしろ丹念に殴る。
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　イシュ・ドグランはもう動かない。

　あたりは静まりかえっていて、レンジがイシュ・ドグランを殴りつける鈍い音だけが響いている。

　レンジの身体だけが躍動している。

　最後にレンジは、両手を組みあわせて高々と振りかぶった。

　それをイシュ・ドグランの顔だったものに叩たたきつけた。

　そして、深いため息をつき、首を左右に曲げた。

「悪くなかった。イシュ・ドグラン。おまえの名前は覚えておいてやる」

　ロンが、ふん、と鼻を鳴らした。「ボロボロじゃねえか」

　アダチは眼鏡を光らせて、建物の上にいるオークたちを睨にらんでいる。

　サッサは今にも倒れそうだ。チビちゃんがレンジめがけて駆けてゆく。

　レンジはチビちゃんを追い払ってイシュ・ドグランの剣を拾いあげ、その切っ先をオークたちのほうに向けた。「おまえたちはどうする。やるなら、いっぺんにかかってこい。相手してやる」

　いや――それはさすがにちょっと、ハッタリきかせすぎじゃない……？

　ハルヒロとしてはそう思えてしょうがなかった。生きた心地がしなかったが、こういうときはあれくらい大きく出たほうがいいものなのか。

　一人のオークが腕を振った。何人かのオークが抗議するみたいに唸うなるような声を出したが、腕を振ったオークに目を向けられると黙った。

　オークたちが一斉に退きはじめた。

「た……」ハルヒロはあやうくへたりこんでしまうところだった。「助かっ……た？」

　ぜんぶ目の前で起こったことだ。でも、まだ信じられない。ハルヒロはレンジを見つめた。何度も見なおした。レンジってほんとにすごいんだ。強いんだ。我が身に引き比べて羨うらやんだり卑屈になったりするのも馬鹿馬鹿しい。……レンジ、やばい。

　やばすぎる。

「あ」ハルヒロは自分の手に目を落とした。それから、あちこち見まわした。ない。

　シホルの帽子。魔法使いの帽子がない。いつまで持っていたっけ。それどころじゃなかったので、覚えていない。とにかく、なくしてしまったようだ。

「何やってんだよ、おれ……」
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「――って感じでさ！」

　こうやって、シェリーの酒場の隅っこで仲間たちに話して聞かせているだけで興奮が止まらない。

　というか、いつの間にかランタやモグゾー、ユメ、シホル、メリイだけじゃない、近くで飲んでいた連中もハルヒロの話に耳を傾けていて、少し恥ずかしくなった。

　ハルヒロは軽く咳せき払ばらいをした。「……とにかく、すごかったよ。レンジたち。ていうか、レンジがひたすらすごかったんだけど。イシュ・ドグランっていうオークも、かなり強かったと思うんだけどさ。まあ、途中までは、レンジがやられちゃうんじゃないかっていう展開だったし。あーでも、そうじゃないんだよなあ。なんていうか、そう見せかけて、みたいな？　騙だましてたっていえばそうなのかな。おれもてっきり、もうレンジ、左手使えないと思ってたし。イシュ・ドグランもすっかり信じこんでたっぽいし」

「うおーっ！」ランタが天パ頭をぐしゃぐしゃに引っかきまわした。「つまり、自分のピンチを奥の手に変えて、それをふたたび到来した大ピンチのときまで温存してたってことかよ！　何なんだよそのクソ度胸、ありえねーだろ！　フザケンナッ、フザケンナッ、フザケンナッ！　オレもそれやりてえ！　ぜってーやる、百パーやってやるからな！」

　ユメは冷めた目でランタを見た。「勝手にやって、失敗したらいいのとちがう？」

「失敗なんかするかーっ！　成功するに決まってんだろ！　確実に大成功だっつーの！」

　結局、魔法使いの帽子を新調する羽目になったシホルも呆あきれ顔だ。「……その根拠がどこにあるのかなぁ……って」

「あん？　根拠？　それは、あれだ。えーと……」ランタは考えこんで――どうやら何も思いつかなかったようだ。「バーカ、なくたっていいんだよ、根拠なんてな！　それよっか自信のほうが大事なんだよ！　オレにはやれるっつー自信、これがねーとな！」

　メリイが陶製のジョッキを持ちあげて口をつけ、そっと息をついた。「自信はたしかに大事だと思うけど」

「だろぉ!?　さっすがメリイだな！　わかってんだよ、おまえらなんかよりキャリアを積んでっから！　おまえらとは違うんだよ！　雑魚どもとはな！」

　メリイは静かな、それでいて重みのある眼まな差ざしをランタにそそいだ。「過信は身を滅ぼす原因になりかねない」

「うっ……」

　これにはランタも抗弁できなかったみたいだ。それはそうだろう。メリイの言葉には真実味がある。何しろメリイの最初の小団パーテイは、義勇兵生活が順調に進みすぎたせいで、悪く言えば調子に乗って壊滅の憂き目に遭った。メリイは仲間を三人も亡くしたのだ。

「で、でも……」モグゾーがもそもそと言った。お気に入りの兜かぶとはさすがに卓の上に置いてある。「す、すごいよね。本当に。レンジくんたち。ぼくらと、同期なのに。ずいぶん離されちゃったよね……」

　ハルヒロが〝レンジ伝説〟を語り終えたあともなんとなく卓のそばにいた酔客たちが、へらへら薄笑いを浮かべたり、ハルヒロたちの肩を叩いて「せいぜいがんばれよ、ゴブリンスレイヤー」と声をかけたりして、遠ざかっていった。

　ランタが舌打ちをした。「……クッソ、あいつら。虚こ仮けにしやがって！」

「まあなあ」ユメは頬ほお杖づえをついた。「ユメたちはユメたちのピースでやってけばいいやんとかユメは思うけどなあ」

「ピースじゃなくてペースね」ハルヒロは軽くツッコミを入れてからうなずいた。「うん。おれもユメに賛成かな。ていうかさ、あれ、直に見ちゃうとね……ああ、これはモノが違うなって思わざるをえないっていうか。あんなの、真ま似ねしようとしてできるもんじゃないし、はっきり言って、参考にも何にもならなかったしさ……」

「……むちゃを、して……」シホルは何かを我慢するように下を向いて顔をしかめた。

　思いだしているのかもしれない。

　ハルヒロたちが失った大事な仲間のことを。

「……とりかえしがつかないことになったら、元も子もない、し……」

「志が低い！」ランタはユメとハルヒロとシホルを順々に指さした。「おまえら、どこまでチンケなんだよ!?　だいたいだな、リターンにはリスクがツキモノなんだからな！　ノーリスクはノーリターンでノータリン！　ローリスクはローリターンで、ハイなリターンが欲しけりゃハイリスク覚悟でいかなきゃしょうがねーんだよ！」

　ハルヒロはむっとした。「リスクを最小限に抑えて、最大限のリターンを狙ねらうやり方だってあっていいだろ。実際、それでおれたちはそこそこやれてるんだし」

「そこそこ、な」ランタは、ハッ、と鼻で笑った。「言っとくけどな。そのそこは底辺のそこだからな？　わかってんのかよ、そのへん。認識してんのか？　おまえ、ちょっと周り見てみろ」

「え。周りって……」

　ハルヒロはシェリーの酒場を見まわした。

　そういえば、というか何というか。この酒場に集う義勇兵たちの中で、ハルヒロたちは明らかにダントツでみすぼらしい。

　しょうがないことではあるんだけど。装備の大半は中古だし。ちゃんと部屋に鍵かぎをかけられるような宿を借りているわけじゃないから、金目の物は持ち歩かないといけない。おかげでこうして酒場にくるときも、ダムローに行くときと同じ恰かつ好こうだ。はっきり言って、薄汚い。

「おまえらな、考えたことあんのかよ？」ランタは人差し指で卓をこつこつ叩いた。「オレたちは新参で、レンジは端はなっから格が違うから、しょうがねーってか？　だけどな。状況っつーのは変わるんだぞ？」

　モグゾーが首を縮めて上目遣いでランタを見た。「……状況――って？」

「オレが聞いたとこじゃあ、新入りがきたらしい。俺たちの前はたった三人で、こいつらはなんと、まだ団章さえ買ってねえ、どこで何やってるのかもよくわからねー変わり種らしいけどな。オレたちのときは十二人か。今回はそれよりも多いみたいで、まだギルドで初心者講習受けてるか、そろそろ終わるかってとこだとか。そのうちそいつらもパーティ組んで、ひょっとしたらダムローにくるかもな」

「べつにいいやんか」ユメは口を尖とがらせた。「いっぱい人がきたらきたで。ユメたちだけしかいなかったら、いざってとき心細かったりもするしなあ。あと、協力して数の多いゴブちん相手にしたりとかも、できるのとちがう？」

　それはそれで、一つの考え方ではある……けど――ハルヒロはユメほど肯定的には新入りの存在を受け止めることができないでいた。

　メリイはともかく、ハルヒロたちは義勇兵歴が一番浅いのだ。だから弱小パーティでもしかたない。

　ランタの言うとおりだ。そういう意識が、少なくともハルヒロにはあった。

　でも、間もなくそうじゃなくなる。

　後輩ができてしまう。

　のんびりやっていたら、その後輩に追い抜かされるかもしれない。

　それって、情けなくないか……？

「焦らないほうがいいと思う」と、メリイがまるでハルヒロの気持ちを見すかしたようなことを言った。

　――そう……だよな。

　焦ってもしょうがない。どうせ、自分にできることしかできないんだから。一段飛ばし、二段飛ばしで階段をひょいひょい上ってゆける者はそうすればいいが、自分にはできそうにない。やってみて、転んで怪け我がをしたくらいですめばいいが、命を落としてしまうかもしれないわけだし。

　一段、一段、確実に。

　でも――と、ハルヒロは疑問に思った。

　おれたち、一段一段、ちゃんと上ってるのか？

　上ってなんかいなくて、同じ場所で足踏みしてるだけなんじゃないのか……？

「たとえば、だけど」ハルヒロは誰だれの目も見ることができなくて、結局、卓に視線を落とした。「……これはあくまでたとえば、なんだけど。おれたちだって、ずっとゴブリン狩りしてるってわけにもいかないだろうし、試しにどこか別の場所に行ってみる……っていうのは、悪くないような気もするんだよね。まあ、いきなり完全に狩り場を移さなくてもさ。同じ場所ばっかりっていうのも、マンネリっていうか。ルーチンワークみたいな感じになって、そのせいで変なミスとかしちゃうかもしれないし。刺激は必要かな、とか。ほんとにたとえば、なんだけど」

「ハルヒロォ」ランタが満面に笑みをたたえた。「おまえもたまぁーにはいいこと言うな。たまぁーにはだけどな！　オレはもちろん、その案に賛成だぜ！」

「そしたら、ユメは反対」

「じゃあ、あたしも……」

　ユメとシホルが即座に反対に回るあたり、ランタの人徳のなさが炸さく裂れつしまくっている。

「むー……」モグゾーは難しい顔をして考えこんでいるみたいだ。

　メリイはどうなのか。表情や仕し種ぐさからは何も読みとれなくて、よくわからない。

「ていうか、案とかじゃないし……」ハルヒロは後ろ頭を掻かいた。「たとえばって言っただろ。そういう考え方もあるかなあ、みたいな。でも、ダムローの旧市街はほとんど隅から隅まで歩いたし、この先どうすんのっていう問題はあると思うんだよね」

「この先かあ」ユメはお下げをつかんで首を左右に曲げた。「今日よかったら、それでいいとユメは思うけどなあ。毎日おんなじことするのって、そんなにだめなん？　このごろあぶない目にも遭わないようになってきたし、貯金もちょっとずつできてるしなあ。ユメはとくに、不満とかはないけどなあ」

「向上心っつーモンがねーのかよ」ランタが舌打ちをして、「もはや人間じゃねーな。豚だな、豚！」

「こぶたさんはかわいいやんかあ！　でもな、こぶたさん、おっきくなったらぶたさんになってな、ぶたさんはこぶたさんほどかわいくないからなあ、それやったらこぶたさんはこぶたさんのままでいてくれてもいいなあとユメは思うねん」

「ハア？　おまえ、何言ってんだ？　なんでここで子豚が颯さつ爽そうと登場するんだよ。わけわかんねーんだよ」

「それはランタがバカだからわからないだけやろ。ユメのせいじゃないもん」

「何でも人のせいにするんじゃねえ！　あと、オレはバカじゃねえ！　どっちかっつーとバカはおまえだ！」

「ばーかばーかばーかばーか」

「てめえ！」

「や、やめようよ、二人とも……」

　モグゾーが止めに入ったが、だいぶ控えめな止め方なので効果は薄そうだ。

　ハルヒロは木製のマグに口をつけてレモネードをすすった。

　自分は焦っているのか。否定はできない。そりゃあね。チーム・レンジは格が違うから、追いつきたいとは思わない。というか、思えない。あんなふうになりたいなんて望まないが、今の自分たちのままでいいのかっていうと――うーん。それもどうなんだろ。もし後輩に追い越されたら、やっぱり平気ではいられないだろうし。多少は悔しかったりするだろうし。けっこう、悔しいかもしれないし。

　でも、ユメの言うこともわかる。

　自分たちの目標は何か。現実的には、とりあえず生きることだろう。生活すること。できるだけいい暮らしをすることだ。

　義勇兵団の団章を手に入れてから、宿舎を無料で利用できるようになった。宿舎はまあボロいが、雨風をしのげる場所で寝起きするだけなら金がかからないのは大きい。食事も店を選べば安くすませられるし、切りつめようと思えばどこまでも切りつめられる。だけどそれじゃ息苦しいし。いい宿屋に泊まりたい。十日とか一ヶ月単位で鍵付きの部屋を借りられる貸し宿に住めたら、どんなにいいか。そうしたら安心して荷物を置ける。身の回りの物だって増やせる。

　今のままダムロー通いをつづけて金を貯ためていけば、そうした目標はたぶん、いつか達成できるだろう。

　無理をすることはない。背伸びして、何かあったらどうする。

　死ぬかもしれないんだ。

　いや。

　かもしれない、じゃない。

　実際、死ぬんだ。

　――マナト。

　もう誰も死なせたくない。マナトのときの二の舞はごめんだ。慎重にならないと。

　そうはいっても、だからって、このままで本当にいいのか？

　考えてみたら、団章を買って以来、新しい技能スキルや魔法を習うでもいい武器や防具を買うでもなく、ただ漫然とダムローに通っている。

　マナトの仇かたきを、あの鎧よろいゴブリンとホブゴブリンを討ち果たす。そうしてから団章を買って、マナトの墓前に捧ささげる。

　はっきりした目的があるうちは張りあいがあった。緊張感があって、ランタが言うような向上心もあった。もっと強くならないと、うまく戦えるようにならないと、仇討ちなんかできっこないと思っていたからだ。そんな日々が終わった。

　任務ミツシヨンコ完了ンプリート。

　――みたいな感じで、みんなどこか気が抜けていなかっただろうか。そんなことはないと言いきれるのか。

　現状維持で、べつにいいのかもしれない。ただ、現状維持なら簡単にできる、楽なものだという考えでいたら、そのうち足をすくわれたりしないか？

「……あの、そろそろ帰る？」

　シホルがおずおずと言いだして、とくに異論も出なかったから、なんとなくそういう流れになった。

　メリイとはシェリーの酒場を出たところで別れた。

　あとの五人で宿舎へと向かう途中、ハルヒロはふと足を止めた。「――あ。みんな先に帰ってて。おれ、ちょっと……」

「ちょっと？」ユメが目をぱちぱちさせた。「ちょっとって？　どうかしたん？」

「えっと……その、トイレ！　トイレに行きたくてさ。宿舎までもちそうにないから。それで……」

　ランタが鼻で笑った。「何だよ、立ちションかよ。だったらそのへんでパパッとすましてくりゃいいだろ。待っててやるからよ」

　なんでこんなときにかぎって、ありもしない親切心を発揮するのか。無自覚なのだろうが、本当にランタのウザさは手に負えない。

「しねーよ、立ちションなんかっ。どっかの店かなんかでトイレ借りるし！」

「ケッ。上品ぶりやがって」

　むかつくランタと罪のない他ほかの三人を先に行かせて、ハルヒロは引き返した。

　シェリーの酒場に入って捜すと、メリイはカウンターの端のほうに一人で座っていた。じつは、別れて少ししてから振り返ったら、酒場に入ってゆくメリイの姿がちらっと見えたような気がしたのだ。

　ハルヒロはメリイに近づいていって、隣の席を示した。「メリイ。いい？　ここ。座っても」

　メリイはいくらか驚いたようだが、うなずいた。「それは……いいけど。帰ったんじゃなかったの」

「メリイこそ」ハルヒロはメリイの隣に座って、かすかに笑ってみせた。「何？　飲んでるの、酒？」

　メリイは恥ずかしそうにうつむいて、陶製のコップを手て許もとに引きよせた。「ミードを、あと一杯だけ飲もうと思って」

「ミードって、蜂はち蜜みつの酒だっけ。おれもそれ、飲もうかな」

　ハルヒロは給仕女に金を払ってミードを注文すると、途端にしゃべれなくなった。

　目当てはメリイだったんだけど。メリイはいたわけだけど。話したいことっていうか、相談したいことはあって。メリイに相談するつもりできたんだけど。みんなの前だと、言いづらいことだし。みんながいなくても、それなりに言いづらい。

　給仕女がミードを持ってきた。蜂蜜の色じゃない。何か加えてあるのか、赤みがかっている。ハルヒロは一口飲んでみた。甘くて、ほんのり酸味がある。

「ラズベリーのシロップが加えてあるんだって」とメリイが教えてくれた。

「あ、そうなんだ。そんな感じの味だもんな。うまいね」

「どうしたの」

「うん……」

　結局、自分から切りだすことができなかった。だめだな、とハルヒロは思う。これじゃだめだよな、おれ。

「メリイは今まで、いろんなパーティに参加したことがあるだろ。それで、訊ききたいことがあってさ。あ……」

　メリイが微妙な顔をした――ように見えたのだ。

　失敗まずった。

　メリイは過去と決別したわけじゃないだろうし、いつも前向きで笑顔を絶やさなかったという昔の面影はないが、それでもハルヒロたちのパーティの一員としてがんばっている。以前のことはもう思いだしたくない。そう考えていたとしてもおかしくはない。

　ふれるべきじゃなかったか。

　メリイは、でも、軽く首を振ってみせた。「気にしないで。大丈夫だから」

「……そう？　無理とかされると、なんていうか、あれだから……しないでほしいんだけど。――って、持ちだしたおれが言うのもなんだけど」

「訊きたいことって？」

　メリイの表情が少し硬い。そんなふうに見えるだけか。ハルヒロの考えすぎだろうか。だけどここでやめたら、それはそれで変な雰囲気になりそうだし。

「おれたちのパーティって、どうなのかなって思ってさ。実力的に？　や、もっと言うと、ようするにおれのことなんだけど」

「ハルが何？」

「えーと、自分で言うのもなんだけどさ、おれってほら、リーダーみたいな？」

「みたい？　リーダーじゃないの？」

「……リーダー、なのかな。おれ、リーダーっぽくやれてる？」

　メリイは目を伏せて、少し考えてから口を開いた。「わたしが見た範囲では、リーダーには大きく分けて二つのタイプがいると思う」

「その二つって？」

「独裁者タイプと、議長タイプ。名前は適当だから、あまり気にしないで」

「うん。独裁者タイプ……ていうのは、我が強くて、ぐいぐいみんなを引っぱってく、みたいな？」

「そう。このタイプは、キャラクターが強烈だったり、有無を言わさず他の人を従わせる実力があったりすることが多い。パーティは基本的にこの人の意のままに動く。逆らったら制裁されたり、仲間外れにされたりするから、不満がある人はそのパーティにはいられなくなる」

　レンジはそのタイプのリーダーだな、とハルヒロは思った。まあ、レンジには誰だれも逆らわないだろうけど。

「議長タイプっていうのは、そうじゃなくて……何だろ、調整型？」

「ええ。人に好かれたり弁が立ったりして、意見をとりまとめるのが上手な人。このタイプの場合は、必ずしもその人が強くなくてもいい。お飾りみたいに見えることもある。なんでその人がリーダーなのか、一見、不思議だったり。ただ、パーティの中で対立が起こっても、その人のおかげで丸く収まったりする」

「なるほどね。独裁者か、議長か。うーん。おれは……」

　独裁者タイプでは絶対にない。じゃあ、議長タイプ？　でも、とりたてて人好きがするというわけでもなく、そんなに口達者なほうでもない。個性的とは言えないだろうし、とくに意志が強いわけでも、他人を服従させる力があるわけでもない、ないない尽くしだから、目指すなら議長タイプ、といったところか。

　マナトはどうだったのだろう。

　どう考えても実力はパーティ内随一だった。だからといって、強引に仲間をリードしていたわけでもない。みんなマナトの言うことだけは聞いたし、自然と導かれていた。

「……独裁者と議長の間っていうのも、あったりするのかな？」

「大きく分けてと言ったでしょう。はっきり分かれているわけじゃない。典型的な独裁者タイプのリーダーもいれば、独裁者タイプと議長タイプの両方の要素を持っているリーダーもいる。状況次第で使い分けたり」

「ようするに、人それぞれ、千差万別ってことか」

「そうね。あまり参考にならない話で、ごめんなさい」

「いや、そんなことないよ。タイプでいったら、おれは議長タイプってことだよね。どっちかって言えば」

「――と、わたしは思うけど」

「んー……」ハルヒロは天井を仰いだ。「議長としては、さ。もっとこう、主張とかがあればね。ああしたい、こうしたい、とか。ああしたほうがいいんじゃないか、とか。おれらの中でそのへん明確なのって、ランタだけだったりするじゃん。あとは、おれもふくめて受け身っていうかさ。流されやすいタイプなんだよな」

「迷っているの？」

「迷ってなくもない、かなあ。あー。ほら、こんなふうに曖あい昧まいだし」

　メリイはかすかに口くち許もとをゆるめた。

　しっかし――と、あらためてハルヒロは感心してしまった。

　美人だよな、メリイって。

　ハルヒロは今、そんなメリイと二人きりでいるのだ。

　意識してしまうと妙な気分になるというか、居心地が悪い。果たして、自分はここにいていいのか。ふさわしくないのではないかと思えてしょうがない。

「……お呼びじゃないって感じ？」

「何か言った？」

「え？　なんか聞こえた？　気のせいじゃない……？」

　ハルヒロは作り笑いをした。うっかり心の声をもらしてしまったらしい。締まらないな、おれ、と思う。もっとしっかりしないとだめだ。パーティのリーダーとして、しゃんとしないといけない。

　そうしたいわけじゃないけど。

　リーダーとか、やりたくてやってるわけじゃないし。ただ、やるしかないからやってるだけで。

「さっきのことだけど」

　メリイはきっと、気を遣ってくれている。ハルヒロが気を遣わせているのだ。

「あ、うん」ハルヒロは表情を引き締めた。「何？　さっきって？」

「狩り場を変えてみたらどうかっていう」

「ああ。ユメとシホルが反対に回って、そこから話が進まなかったけど……ランタのせいだよな。くそ」

「焦っているわけじゃないなら、わたしはそれも一つの手だと思う」

　まあ、焦りは正直、あるんだけど。

　素直に言ってしまいたかったが、ハルヒロはこらえた。あまりメリイに恰かつ好こう悪いところを見せたくない。もう手遅れかもしれないけど。

「そっか。もし違うところに行くとしたら、どこがいいのかな」

　まるで用意していたかのようだった。

「サイリン鉱山」と、メリイは即座に、短く答えた。

　無表情で。

　ハルヒロは、でもそこって――と言いそうになって、言葉をのみこんだ。

　そこって、メリイの仲間が死んだ場所じゃないか。死の斑まだら、デッドスポットとかいうやばいコボルドと戦って、三人も。

　たしか、戦士のミチキと、盗賊のオグ、魔法使いのムツミだったか。三人はその後どうなったのだろう。遺体を回収するなんてとても不可能だったはずだ。

　火葬できなかったら、三人は不死の王ノーライフキングの呪のろいで……。

　ふれないほうがいいのか。それとも、あえて踏みこむべきなのか。ハルヒロには判断がつかなかった。

　結局、サイリン鉱山やそこにいるコボルドについてメリイからいろいろ聞いて、その夜は酒場をあとにした。

　宿舎への帰り道では後悔ばかりが浮かんできて、口の中が苦くなった。

　――おれって、へたれだよなあ……。

　いずれにしても、今すぐ結論を出さないといけない、という問題でもない。少し頭を冷やして熟考したっていいのだ。

　そのつもりだったのだが、そうもいかなくなってしまった。

　翌日、ダムロー旧市街――。
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「……おいおいおいおいおいぃぃー。何じゃ、こりゃあ……」

　バケツ型の兜かぶとオームを被かぶったランタが、崩れかけの壁にぴったり背をつけてぼやいた。

　ランタだけじゃなくてハルヒロ以下、パーティの全員が似たり寄ったりの体勢で身を隠している。

「ど、どういうこと……？」ハルヒロは隣にいるメリイを見た。

　メリイはかすかに首を振った。「わたしにもわからない」

「ゴブちん、いっぱいやなあ……」とユメが呟つぶやいた。

「う、うん……」モグゾーは大きな身体からだをすくめてちょっとだけ震えている。

　シホルは目をつぶって杖つえにしがみつき、祈りでも捧ささげているかのようだ。「……無理。無理。絶対、無理だと思う……」

　たしかにシホルの言うとおりだ。これは無理だと判断せざるをえない。

　いつもはゴブリンの姿もまばらなダムロー旧市街だが、今日はなぜかそうじゃない。入ってすぐ、というか、足を踏み入れる前から異変は明らかだった。

　多数のゴブリンがうろついている。

　しかも、集団だ。

　ゴブリンたちは徒党を組んでいる。

　まるで旧市街の見回りでもしているかのようだ。

「……見回り」と言って、ハルヒロはぐっと奥歯を噛かみしめた。――もしかして。

　本当にそうなんじゃないのか。

　あのゴブリンたち、いつも相手にしているゴブリンとは風体が違う。装備の質がいい。それに、旧市街のゴブリンはこっちに気づくまでだいたいだらけているものだが、あいつらはきびきびしている。

　たぶん、新市街のゴブリンたちだ。

　新市街から旧市街に都落ちしてくるゴブリンもけっこういるのだが、その手のゴブリンはなんというか、たいていやさぐれている。ホブゴブリンを従えたあの鎧よろいゴブリンもそうだった。

　あいつらは、でも、やけに生きがいい。何か目的を持って行動している。それか、命令を受けて従っているか。そんなふうに見える。

「フッ」ランタが変に恰好をつけて笑った。まったく恰好よくないけど。「どうやら、オレらは派手にやりすぎちまったみたいだな……？」

　誰一人としてツッコまなかった。

　もちろん、ハルヒロも。

　そんな無駄なことをする元気はなかった。危険すぎて、これでは旧市街に入りこめない。せっかくきたのに、何もできずにすごすごと帰るしかないなんて。

　――いや。

　自分たちで決めたわけじゃなくて、どうもそうするしかなさそうだからそうしようか、みたいな、なんだか緊迫感に欠ける流れだが、むしろこれはいいきっかけだと考えるべきなのかもしれない。

「あのさ、サイリン鉱山に行ってみない？　ついでっていうのとは違うけど、方向も一緒っていうか、このままダムローを迂う回かいして北西に進めばいいみたいだし」

　ランタは大喜びで、ユメもシホルもモグゾーもメリイも反対しなかった。

　そんなわけで、ダムローからさらに北西に四キロ。あくまで直線距離で四キロくらいということのようだし、初めての道なので、結局、二時間近くかかった。

　サイリン鉱山。

　見た目はただの山だ。

　何でもこの山は、その昔、人間族のアラバキア王国が辺境で勢力を振るっていたころに鉱山として開発されていたのだという。のちに不死の王ノーライフキング率いる諸王連合によってアラバキア王国が駆逐されてから、ボッシュとかいうコボルドの一派が鉱山を占領。以来、鉱山内に住みついている。

　麓ふもとまで行くと、遠くに鉱山の入口を見つけることができた。木材で補強されている四角いトンネルといった佇たたずまいだ。

　小さな川があったので、その川に沿って山を登ってゆこうとしたら、熊くまがいた。野生の動物だし、臆おく病びようなほど警戒心が強いはずだから、まず襲ってはこないだろう。でも、確証はないから避けることにした。

　上り勾こう配ばいの森の中に獣道のような道があった。その道を進んでいると、犬みたいな頭をした毛むくじゃらの人型生物と出くわした。

　ぼろぼろになった鎖帷子くさりかたびらの残ざん骸がいみたいなものを身につけて、錆さびついた剣を持っている。数は二匹だ。

　出会い頭というか、やつらは木陰から何げないふうに出てきて、こっちもまったくこの遭遇を予期していなかったから、二秒か三秒くらいの間、お見合いをするような恰好になった。

「コボルド……！」とメリイが叫んだ。

　ハルヒロは思わず「うおっ」と声をあげて跳び下がった。

「モグゾー、やるぞ……！」ランタが右側のコボルドに斬きりかかる。

「う、うもーっ！」モグゾーはちょっと遅れて、左側のコボルドに詰めよった。

　ハルヒロは胸をどんどん叩たたいた。――おつつけ。

　違う。そうじゃなくて、落ちつけ。やばい。ぜんぜん落ちついていない。「――シホルとメリイはとりあえず下がって！　ユメ、ランタとモグゾーを援護しよう……！」

「ふわぁっ」ユメの返事は意味不明だったが、それでもハルヒロと一緒に前に出た。

「てい、てい、てい……っ！」ランタはコボルドと激しく斬り結んでいる。

　モグゾーは「もー！　ぬぉーっ！」とバスタードソードをぶんぶん振りまわしているが、かすりもしない。

「ユメはモグゾーを……！」

「わかったっ！」

　ハルヒロはランタとやりあっているコボルドの背後を狙ねらう。まず一匹、さっさと片づけて、残りの一匹をみんなで袋ふくろ叩だたきにする作戦だ。――ところが。

「あ、あれ……？」

　何だろう。ひょっとして、コボルドって強い？　めちゃくちゃ素早いのか？

　なかなか背後をとれない。動きが読めないのだ。目が追いつかない。

「……っそ！　ハルヒロ、何やってんだ……！」

　ランタもコボルドと剣を合わせてはいるものの、攻めている感じではない。どちらかというと、押されている。ほとんどコボルドの攻撃を剣で防御しているだけで、ろくに反撃できていない。

　モグゾーとユメは？

　だめだ。確認する余裕がない。

　まずは目の前のコボルドをどうにかしないと。

「あんまり動きまわるなよ、ランタ！」

「うっせえ！　こっちにも事情ってもんが……！」

「だけどそんなに動かれたらさ！」

「知るかよ！　おお……っ！」

　コボルドが深く踏みこんで、ランタと鍔迫り合いバインドをする形になった。よし。動きが止まる。今だ。

「背面打突バツクスタブ……！」

　――と、コボルドの背中にダガーを突き刺そうとしたのだが、かわされた。そのかわし方が、また。コボルドは横にひょんっと跳んで、尻尾しつぽでピシッとハルヒロのダガーを払ってみせたのだ。なんていうか、トリッキー……？

「ったくおまえは使えねーな、ハルヒロォ！」

　ランタはコボルドを追う。コボルドは左右にひょんひょんステップを踏むようなうざい動作でランタを迎え撃つ。

　あの動きだ。あれが厄介なのだ。

　それに、やつの後ろにいると、尻尾が目に入る。尻尾は絶えず動いていて、これがどうしても気になってしまったりするし。

「……やりづらっ」

　たぶん、相手が強いとか弱いとか、そういう問題じゃない。

　ハルヒロたちは、この相手を知らない。相手がどうやって攻めてくるのか。どんなふうに守るのか。こういうときにはどう反応するのか。こっちがこう出たとき相手はどう対処しようとするのか。あまりにも知らなすぎる。

「ゴブリンなら……！」

　相変わらずコボルドの背中に狙いを定めようとしながら、そうだ、とハルヒロは気づいた。自分の頭の中には、常にゴブリンがいる。コボルドの背中を見ているようで、ゴブリンの背中を見ているのだ。ゴブリンの身体つき。ゴブリンの癖。ゴブリンの思考。それらが染みついていて、ぬぐいさることができない。

　――おれら、ゴブリン慣れしすぎてるんじゃ……？

「強打スマツシユ……！」不意にメリイが飛びだしてきた。

　メリイはモグゾー、ユメと戦っていたコボルドの肩口に錫しやく杖じようを叩きこんだ。

　コボルドは、ぎゃんっ、と悲鳴をあげてすごい勢いでいったん逃走し、遠くでがぉんがぉん吠ほえた。

「このコボルドはレッサーコボルド。決して手強い相手じゃないはず！」メリイが錫杖の柄つか頭がしらで地面を突くと、シャン、といい音がした。「冷静に戦えば、あなたたちなら必ず勝てる……！」

　おー。

　メリイ、かっこいい。

「……って、感心してる場合じゃないか！」

　ハルヒロはランタと目配せをした。ランタなんかと気持ちが通じあうなんてかなりいやだが、一応仲間だし、こんなときお互いが考えていることくらいはなんとなくわかる。

　よく見るんだ。

　観察しろ。

　相手はゴブリンじゃない。コボルドだ。未知の敵だ。でも、ただ未知なだけで、考えてみればこっちがめちゃくちゃ押しこまれているわけじゃない。メリイの言葉どおり、そんなに強い相手じゃないということだ。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　シホルが影鳴りシヤドービートの魔法をヴヲォンッと発動させた。モグゾー、ユメのところに駆け戻ってこようとしていたコボルドに、黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが命中する。コボルドは全身を震わせて膝ひざをついた。
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「モグゾー、今やあ！」

　ユメが号令をかけて、モグゾーが「ずもー！」とコボルドに突っこんでゆく。そっちは二人に任せておけばいい。ハルヒロはこっちだ。

「うらぁ！　おらぁ！　てやあっ！」

　ランタはうるさいが、さっきまでと違ってやたらとロングソードを繰りだしているわけじゃない。コボルドの動きをしっかり見ている。コボルドが右に行けば右に、左に行けば左に。先手をとることはできていないが、コボルドに振りまわされてはいない。守るだけじゃなくて、たまに攻撃もしている。

　そのおかげで、コボルドは余裕がない。

　これならとれる。

　背後。

　尻尾に惑わされるな。尻尾は所しよ詮せん、尻尾でしかない。

　ゴブリンはまだ人間に近いが、コボルドの身のこなしはもっと野性的で獣寄りだ。

　コボルドは脚が強いらしい。バネがあって、跳躍力がある。だから、ゴブリンよりワンテンポ速く感じるのだ。でも、動作の起こりというか、反応速度、反射神経みたいなものは、おそらく大差ない。身体からだの柔軟性はゴブリンのほうが勝っていそうだ。よく見ると、前傾しているコボルドの上半身はあまり動かない。剣の振り方がゴブリンとは違う。ゴブリンは身体全体を使って剣を振るが、コボルドは腕だけだ。腕をしならせるようにして振る。肩が硬いのかもしれない。背丈はたぶん百五十センチくらい。ゴブリンより少し大きいが、剣の威力自体はゴブリンのほうが上だろう。ただし、身体を大きく使うゴブリンに対して、コボルドの攻撃はコンパクトだ。そのぶん速い。ゴブリン感覚で打ちあうと、後手後手に回ってしまうことになる。

　違いはずいぶんあるにしても、それは必ずしも優劣じゃない。

　ハルヒロたちはゴブリン相手なら五匹まで同時にやれる。今の敵はコボルド二匹だ。

　勝てる。

　というか、勝てないわけがない。

　これは過信じゃなくて、経験と観察から導きだした答えだ。

　すごいもんだな、とハルヒロは思う。冷静になって、やれると信じられるようになったら、視野まで広がった。さっきまではせいぜい眼前のコボルドとランタくらいしか見えなかったのに、今は仲間たちの動向がだいたいつかめる。

「どぅもーっ……！」

　モグゾーが渾こん身しんの力をこめて斜めに振りおろした憤怒の一撃レイジブローでコボルドを斬り倒した。もう一匹のコボルドがそっちを見て動揺するだろう。そのとおりになった。

　この瞬間、やつはまったく後ろを警戒していない。

　ハルヒロは息を詰めてコボルドの背中に体当たりした。もちろん、体当たりするだけじゃない。背面打突バツクスタブ。ダガーを突き刺した。鎖帷子くさりかたびらの破れ目に、深々と。

　コボルドが、ふぎょん、みたいな鳴き声をもらした。

　ハルヒロはすぐさま飛び離れる。

「おっしゃァ……ッ！」ランタが踏みこんでロングソードを突きだした。「憤慨突アンガー！」

　いった。

　ランタのロングソードはコボルドの喉のど元もとに命中した。

　コボルドは声も出せずに崩れ落ちる。

　ハルヒロは息を吐いた。「……勝った」

「オレのおかげだな！」ランタはロングソードを振りあげて勝ち誇っている。

「ぜんぜんちがうやんかあ」ユメは呆あきれ顔だ。「どう考えてもメリイちゃんのおかげやろ。さっきのなあ、すっごいかっこよかったもん。冷静に戦えば、あなたたちなら必ず勝てる、ってなあ。あれでびりびりっときて、ぴりっとしたもんなあ」

「や、やめて……」メリイはうつむいている。顔がちょっと赤い。「……でしゃばってごめんなさい。わたしが言うようなことじゃないのに」

「そ、そんなことはっ！」シホルがめずらしく大きな声を出した。「そんなことは……ないと思う。謝ることは、ないんじゃないかと……」

「う、うん」モグゾーがもっそりうなずいた。「あれで、勇気が出たし」

「おまえらは雑魚だな！」ランタはどうしてそんなに偉そうにできるのか。ハルヒロはその理由が知りたい。アホだからか。「他人になんか言われねえとピリッとしねえ、勇気も出せねえなんてな！　クソだな、クソ！」

　ハルヒロはあえてランタを無視してコボルドの屍しかばねの前で膝をついた。「えーと、武器とか防具とかは売り物にならなそうだけど――なんかつけてるな。鼻飾りっていうか。動物の牙きばか何かっぽいけど」

　メリイが神官らしく死を悼むためだろう、六芒を示す仕し種ぐさをしてから、ハルヒロの隣にしゃがんだ。「それはお守りタリスマン。どのコボルドも絶対に一つ、タリスマンを持っている」

「へえ。でも、これはあんまり値打ちはなさそうかな」

「鉱山の一層に棲すんでいるコボルドは、コボルドの中でもあぶれ者みたいで、身なりもひどいし、体格も貧弱。それで、義勇兵の間では下級のレツサーコボルドって呼ばれているの」

「レッサーじゃないコボルドは、もっといいタリスマンを持ってるってこと？」

「ええ。きれいな石とか、金属とか。レッサーコボルドでも、たまに人間の銅貨とか銀貨をタリスマンにしていることもあるけど」

「そっか。じゃあ、レッサーの場合は、銀貨なんかだったら当たりって感じかな」

　メリイがずいぶんしゃべってくれる。それだけでも、なんだかやたらと嬉うれしい。

「まあ、とりあえずいただいとこーぜ」ランタがコボルドの屍から鼻飾りをビチッとむしりとった。「――ん？　何だよ？」

「……いや」

　戦利品を回収するのにも、もうちょっとやりようってものがあると思うんだけど。殺しておいて、なんだけどさ。でも――、

　そうなんだよな。おれたちって、コボルドにとってみれば、侵略者みたいなものなんだよな。

　ハルヒロたちがやっていることはようするに殺さつ戮りくなわけで、たとえ良心の呵か責しやくを感じてもそれは変わらない。死体から丁寧に鼻飾りを切りとっても、乱暴にむしりとっても、結局のところは一緒だ。結局というか、まったく一緒なのだ。

　ランタを見ていると、虚飾を剥はいだ自分の姿を思い知らされるようで、たまらないのかもしれない。

　ランタはためらいなくそれをやるが、ハルヒロは繕おうとしている。ハルヒロの考えは偽善にすぎないのかもしれない。

　だからって――ハルヒロはもう一匹のコボルドから、動物の角か何かを磨いて作ったらしい耳飾りをそっと、できるだけ屍を傷つけないように取り外した。自分のやり方を変えようとは思わない。相手が敵でも、獲物でも、最低限の敬意は払うべきだ。

　ハルヒロは立ちあがった。

「行こう。サイリン鉱山へ」
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　鉱山というからには、山の中にトンネルみたいな坑道が掘られているのだろう。坑道の中は当然、真っ暗だろう。そう思っていたのだが、予想を裏切られた。

　花だ。

　坑道のあちこちに花が咲いている。

　ただの花じゃない。金緑色エメラルドに発光する花だ。メリイによると、ヒカリバナ、と呼ばれているらしい。そのまんまだ。

　じっくり観察すると、花というよりもコケの集合体みたいな植物のようなのだが、とにかくヒカリバナのおかげで坑道内は暗くない。明るいというほどではないにしても、まあだいたい見える。

「だけどよ、これって――」と、ランタがヒカリバナを摘んで、何を思ったのか、口に入れた。すぐに、ベェァッ、と吐きだした。「まずっ。クソまずっ。苦っ。ゲロ苦っ。食えたもんじゃねえっ。おえぇっ。ぐへえぇっ。ぺっ、ぺっ、ぺっ」

　ハルヒロはため息をついた。「……何やってんだよ」

「ああ？」ランタは口の周りをぬぐいながら、「何って、食ってみたんだろ」

「なんで食うんだよ……」

「わかんねーのかよ。どうも雰囲気がイマイチだから、このオレがなごませてやろうと思ってやったんだろ」

「そんなのでなごむわけないし、雰囲気はべつに普通だし、もし悪いとしたらランタのせいだろ」

「ハア？　たわけたことぬかしてんじゃねーぞ。なんでオレのせいなんだよ。何でもかんでも人のせいにするんじゃねえっつーの」

「やめたほうがいいよ、ハルくん」ユメがハルヒロの袖そでをくいっと引っぱった。「ランタには話が通じないんやからなあ。まともに相手するだけ時間の無駄やしなあ」

　ハルヒロはうなずいた。「うん。だね」

「――って、待てぇい、おい！」

「静かにしたほうがいい」メリイが静かにランタを睨にらみつけた。「ここはもう、一応、敵地だから」

　ランタは眉まゆをハの字にして口をひん曲げた。ひどい表情だ。「へいへいへいへい。静かにすりゃーいいんだろ。静かに。おまえらも黙っとけよ。一言もしゃべんじゃねえぞ。わかってんだろうな、ああ？」

「……子供みたい」シホルがぼそっと呟つぶやいた。

　ランタはこめかみのあたりをピクピクさせて、「何だとォ、こら……？」

「いいかげんにしろよ！」ハルヒロはつい声を荒らげてしまった。「遊びにきてるんじゃないんだから。何かまずいことになったら、誰だれかが死ぬかもしれないんだからさ」

　ランタは気まずそうに横を向いた。「……わかってるよ。んなことは。言われるまでもねえっつーの」

「ほんとにわかってるのかよ……」

　本当に頭にくる。腹が立ってしょうがない。

　いいのかな、とハルヒロは思った。

　このままランタを仲間にしておいて、いいのか？

　パーティのためを考えたら、いっそのこと、追いだしてしまったほうがいいんじゃないのか。戦力としては計算できないわけじゃない。役に立っていないわけじゃないけど。でも、事あるごとに和を乱す。みんなをいらつかせる。ストレス要因になっている。プラスよりもマイナスのほうが大きいんじゃ？　害悪なんじゃないのか。

　今、考えることじゃないか。

　だったら、いつ判断すればいいんだって話だけど。

　しばらく坑道を進むと、行く手にレッサーコボルド三匹が固まっていた。相手は怯おびえているみたいだったが、逃げようとしないので戦った。モグゾーが一匹、ランタが一匹片づけると、残りの一匹がいきなり逃走した。

　その走り方が独特で、コボルドはふだん直立二足歩行しているのだが、武器を持っていないほうの手をついて駆けるのだ。これがけっこう速くて、追いつくのに苦労したし、ひやひやした。追いかけている間に、別のコボルドが襲いかかってきたらやばい。さいわいそういう事態には陥らずにすんだものの、逃げ足の速さには留意しておかないといけないだろう。

　戸惑うことも多いが、ゴブリンに慣れたようにコボルドにも慣れればいい。

　経験値を積むことだ。

「サイリン鉱山は十層以上に亘わたっていて――」メリイの声は坑道に反響して、胸に染み入るように聞こえた。「一層はとっくに鉱脈が枯渇しているみたい。つまり、ここにはヒカリバナの他ほかには何もないから、コボルドの中でも立場が弱いレッサーコボルドたちが住みついている。奥に縦坑があったらしいけど、落盤で埋まっていて、二層に下りるには井戸を使うしかない」

「井戸……？」

　シホルが訊きくと、メリイは「ええ」とうなずいてみせた。

「井戸。義勇兵がそう呼んでいるだけだけど。ようは、縦穴。三層より下からはゴンドラが設置されている縦坑があるけど、わたしたちは基本的に井戸で上り下りする」

　モグゾーが、ふうむ、と鼻息を吐いて、「警備が厳重だから、かな……？」

「そうね。コボルドは、レッサーコボルドと、普通のコボルド、それから、大型のエルダーコボルドの三種類がいて、ゴンドラを自由に使えるのは、このエルダーだけみたい。普通のコボルドは、エルダーに命令されるか許されるかしたときだけしか、ゴンドラには乗れない」

「なんか、えるだあはずいぶんえらそうやなあ」ユメのことだから、エルダー以外のコボルドにちょっぴり同情したりしていそうだ。

　メリイはかすかに表情をゆるめた。「エルダーが支配階級で、普通のコボルドは労働者、レッサーコボルドは一人前と見なされていない。二層は、下層労働者コボルド――ローワーカーたちの居住スペースだから、そこからが本番だと思って」

「この先ってことか」ハルヒロは唇を舐なめて湿らせた。

　足を止めたハルヒロたちのすぐ前に、縦穴が口を開けている。

　これが、井戸。

　直径三メートルくらいはあるだろうか。ややいびつだが、ほぼ丸い穴で、縄なわ梯ばし子ごが四箇所に据えつけられている。

　行こうか、行くまいか。

　迷って唾つばをのみこんでいるうちに、ランタが梯子を下りはじめた。

「――って、早くね……？」

「あ？」ランタは目をすがめて、「つか、まごまごしてんじゃねえよ。ここまできて、行かねーなんて選択肢があるか？　ねーだろ？　あるわけねーじゃねえか。さっさとこいよ、タコスケども。置いてくぞ、あん？」

「むしろ、おまえをここに置いていきたいくらいだけどな……」

「んなことしたら、ぶっ殺すからな。マジで殺すからな」

　しょうがない。ハルヒロたちも縄梯子を下りた。

　二層は一層とはだいぶ趣が違っていて、もともとは坑道だったのだろうが、壁に無数の穴が穿うがたれていて、その先が住居というかねぐらになっているようだ。ようだ、というか、間違いなくなっている。

　その証拠に、穴の中をのぞきこんでみると、コボルドたちが鼾いびきをかいて寝ていた。これにはちょっとびびった。

「……お、起きたらやばくない？　この穴の中だけでも、けっこうな数のコボルドがいるっぽいんだけど……」

　――と、遠くから犬の吠ほえ声みたいな声が聞こえてきた。コボルド同士が争っている。そんなふうに聞こえる。喧けん嘩かでもしているのか。

　吠え声はすぐに収まったが、また違う方向から別の吠え声が。

「わりかし、騒がしいなあ」ユメはそんなに怯えてはいないようだ。

「……ひっ……」シホルはそのユメにしがみついて、ぶるぶる震えている。「……引き返したほうが、よくない……？」

「大丈夫」と、メリイが落ちつきはらって言った。「こんな具合にいつもやかましいから、眠っているローワーカーたちはめったなことじゃ目を覚まさない。多少騒ぎを起こしても、集まってきたりすることだってまずないし」

　モグゾーが「ほっ……」と息をついた。

「この二層までは、だけど」メリイはほんのちょっとだけ笑った。「三層以下には、エルダーがいるから。エルダーには注意しないと。あとは――死の斑まだら。デッドスポット」

　ハルヒロだけじゃない。その名を耳にした途端、ランタさえも表情を硬くした。

　黒白斑の被毛。身体からだはエルダーよりもさらに大きいらしい。きわめて凶暴なコボルド離れしたコボルドで、少数の手下を引き連れて鉱山中を巡っている。

　斑だから、スポット。

　多数の義勇兵を手にかけていることから、デッドスポット。

　その犠牲者の中には、メリイのかつての仲間もふくまれている。

　メリイにとってデッドスポットは、仲間の仇かたき、ということになるはずだ。

　誰かが討てば、必ず話題になる。

　なっていないので、やつはまだ生きているのだ。

「一層に現れることもある、とされているけど」

　メリイの声音は変わらない。変わらないなんて、おかしい。無理をして平静を装っているんじゃないのか。ハルヒロにはそう思えてしかたない。

「信頼できるような目撃例はないみたいだから、まず考えなくてもいいと思う。でも、二層から下は別。デッドスポットのことは頭に入れておかないといけない。もし近づいてきたら、すぐに逃げないと――」

「これ」ランタがニヤッとして首を掻かき切る仕し種ぐさをしてみせた。「っつーわけだな？」

「もおっ！」ユメがランタの肩を叩たたいた。

「いてっ。な、何だよ？」

「なんでそんなに無神経なんっ!?」

「ハアァ？　オレのどこが無神経なんだよ。オレほど繊細な人間もめずらしいだろ」

「冗談は一休みしてからゆったらっ」

「……ユメ。それ言うなら、冗談も休み休み言え、ね」ハルヒロはついツッコんでしまい、話の腰を折ってしまったような気がして少し後悔した。

　咳せき払ばらいをして、メリイの様子をうかがう。

　メリイはやっぱり平然としているが、本当に平気かどうかはわからない。我慢して自分の中に溜ためこんでしまうタイプのように思えるので、心配だ。

「とにかく、ランタはちょっと黙ってろよ。しゃべるなら、もっとましなこと言え」

「じゃあ、そのもっとましなことってヤツを提案してやろうじゃねーか」ランタは顎あごをしゃくってコボルドのローワーカーたちが眠っている穴を示してみせた。「あいつら、ちょっとやそっとじゃ起きねえんだろ。だったら、寝込みを襲ってぶっ殺しちまえば、楽に戦利品ゲットできるんじゃねーの。パパッとやっちまおうぜ」

　ハルヒロは一瞬、言葉を失った。

「……悪魔か、おまえは」

「チッチッチッ」ランタは人差し指を左右に振りながら舌を鳴らして、「悪魔じゃねえ。オレは暗黒騎士。ドレェーッドナァーイト。わかる？　オレは暗黒神スカルヘルにお仕えしてんの。死の前にはぜぇーんぶ平等っつーのがオレらの思想なわけ。オレらが重んじる悪徳ヴアイスっつーのはだな、ようするにおまえらが常識とかモラルとかって呼んでるきれいごとに対するアンチテーゼなんだよ。アンチテーゼ。重要なことだから三回言うぞ、アンチテーゼ。だいたいだな、いずれ誰しも等しく死に抱かれるっつーのに、そんなくっだらねーモンに縛られてんのはアホらしくてたまらねーだろ。オレらが従うべきものがあるとしたら、欲望とかな。本能だとか、衝動だとか、そういうモンだ。その果てには平等な死があるわけよ。わかる？」

「ぜんぜんわかんねーし、わかりたくもない」

「ハルヒロォ。おまえもうちょっとトレーニングしたほうがいいぞ？　頭のな。そんなに理解力低かったらリーダーなんか務まんねーだろ？　言っとくけど、オレは親切心から忠告してやってんだからな？」

　……うわー。

　どうしよう。どうするよ？　どうすればいい？

　めっちゃ殴りたい。

　ランタは暗黒騎士に毒されてこうなっているのか。少なくとも、それだけじゃないよな。だって、ランタはもともと戦士になるはずだったのに、勝手に暗黒騎士になった。戦士はパーティに必要不可欠で、自分から戦士になると立候補したのだ。それなのに、かっこいいからとかそんな理由で、しかもハルヒロたちに何の相談もなく暗黒騎士になってしまった。もともとランタは自分勝手でめちゃくちゃなやつなのだ。性格だ。性質なのだ。

　きっとランタは直らない。変わらない。

　ずっとこのままだ。

　こんなやつと、この先もやっていけるのか？

　はっきり言って、自信がない。

　というか、そんなことに自信を持たなきゃだめなのか。ランタなんかのために。

　今、ここで、結論を出すようなことじゃないんだろうけど。

　おまえもういいわ、じゃーな、なんて別れ方をここでしてしまったら、なんというか、ランタと同じレベルだ。

「提案は却下。多数決とるまでもないだろ」

　ハルヒロが言うと、みんなうなずいた。

　ランタ以外は。

「ケッ。そうだろうと思ったけどな」

「だったら言うなって……」

「オレはあえて、おまえらが考えそうもねーようなこと言ってやってんだよ。わかんねーかなあ。オレの親心」

「どんな親だよ」

　つきあいきれない。というか、つきあっちゃいけないんだ。

　ハルヒロたちは二層を進んだ。二層には三層へ下りられる井戸が五つもあるらしい。とりあえず、そのうちの一つを目指して歩いていると――仕事帰り、なのか。ツルハシやシャベルを担いでいるコボルドのローワーカーたちとばったり出あった。

　数は、四匹。

「四――多い……！」ハルヒロはとっさに一匹のローワーカーに突きかかった。するとそのローワーカーは、シャベルを振りあげてハルヒロのダガーを防いだ。すぐに攻めてくる。シャベル。シャベル。シャベル。シャベルの連続攻撃だ。ハルヒロは蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。相手が繰りだす武器を狙いすまして叩く盗賊の喧嘩殺法スキルで応じる。ダガーが傷むから、あんまり多用したくないんだけど。そうも言っていられない。みんなは？　モグゾー、ランタ、ユメが一匹ずつ受け持っているみたいだ。

　何秒間かの、膠こう着ちやく。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　ヴヲォンッ。シホルが影鳴りシヤドービートの魔法をモグゾーとやりあっていたローワーカーにぶちあてた。ローワーカーが身体を震わせて、一瞬、無防備になる。モグゾーはその好機を見逃さなかった。

「どぅもー……っ！」

　出た。通称・どうも斬。憤怒の一撃レイジブロー。ハルヒロはほとんど自分の成長が実感できていないが、モグゾーのどうも斬は間違いなく正確性も斬れ味も上がっていると思う。ズバッと決まって、ローワーカーが倒れた。

　モグゾーはすかさずユメのヘルプに入ろうとしている。よし。

　いける――と思ったら、ハルヒロの背中に、どんっ、と何かがぶつかった。

「おゎっ!?　ハルヒロ、てめえ……！」

「ランタかよっ、ちゃんと周り見て――」

「そんなのお互い様だろうが！」

「悪かったよ！」

「わかりゃいいんだ！」

　いちいちむかつく。こっちは謝ってるのに。何なんだよ。

「どぅもーっ！」

　モグゾーがまた、どうも斬で一匹斬り倒した。

　それでモグゾーとユメがフリーになると、ランタが叫んだ。「――オレはいい！　一人でやれる！　せいぜいハルヒロのヴァカを助けてやれ……！」

「ヴァカって何だ、ヴァカって……！」

　いいかげんにしろよほんとにもう我慢の限界だ信じらんねーよ最悪だろ最悪。頭に血が上って沸騰しそうだが、抑えないと。モグゾーが、ユメがくる。ローワーカーがそっちを向いた。背中だ。とれる。今だ。

「背面打突バツクスタブ……！」

　手て応ごたえはよくない。骨だ。ダガーの刃先が骨にあたった。ハルヒロは舌打ちをして飛びのく。ローワーカーはそれでも背中の傷が気になるみたいで、振り返るのか振り返らないのか、みたいな曖あい昧まいな体勢になった。そこにモグゾーが襲いかかった。

「どぅもー……っ！」

　三発目だ。またまたどうも斬。炸さく裂れつした。ローワーカーの右肩がドガンッと破裂したようにさえ見えた。

「モグゾー、すごいっ！」とユメが快かい哉さいを叫んだが、本当にすごい。

　力持ちではあっても、機敏ではない。鈍くさいと思う人もいるだろうが、モグゾーは実直でひたむきだ。バスタードソードや鎧よろいで敵の攻撃を受け止めつつ、隙すきをうかがう。もしくは鍔迫り合いバインドに持ちこみ、巻撃ウインドか力押しで相手を怯ひるませ、体勢を崩す。そうしてどうも斬でとどめを刺す。パターンは少ないが、それを飽きずに繰りかえすことで磨きをかけているのだ。モグゾーはパーティの中で一番実力をのばしている。

「排出系イグゾーストォォ……ッ！」と、ランタが飛びだすような勢いでまっすぐ後退した。

　吸いこまれるようにしてローワーカーが前に出る。

　そこにランタがロングソードを突きだした。「――忌避突アヴオイド……！」

　ローワーカーが「ひぉんっ！」と身をよじってロングソードをよけたので、ランタはさらに下がる。「排出系イグゾーストォ……ッ！」

　ローワーカーはまた吸いこまれるようにして前に――出ない。そりゃ出るわけないよな。いくらなんでも。

「クソッタレェッ！　だったら……！」ランタは跳ねるように踏みこんでロングソードを斜めに振りおろした。「――憎悪斬ヘイトレツドォォォ……ッ！」

「うぉんっ！」ローワーカーはツルハシでガンッとロングソードを弾はじいた。

　ランタは二歩、三歩下がって、ふゅう、と息を吐く。「なかなかやるじゃねえか。犬っころの分際で。認めてやってもいいぜ。おまえはオレの好敵手ライバルだ……！」

　ローワーカーは牙きばを剥むきだした。「ぐるるるるる……！」

「へえ……」シホルが白けたように呟つぶやいた。「ライバル、なんだ……」

「気分だろうが！」ランタが怒鳴った。

　どんな気分だよ――とハルヒロは思わないでもなかったが、口には出さなかった。なんだかもう、言及するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「だが！　次で決める……ッ！」ランタはローワーカーに飛びかかる。「憤慨突アンガー……！」

「ひゅんがっ」ローワーカーはかわして、ランタに打ちかかった。

　ランタは逃げる。排出系イグゾーストだ。

　忌避突アヴオイド。空振り。

　憎悪斬ヘイトレツド。排出系イグゾースト。

　憤慨突アンガー。排出系イグゾースト。

　憤慨突アンガーして、排出系イグゾースト。

　憎悪斬ヘイトレツドのあと、排出系イグゾースト。

　憤慨突アンガー。排出系イグゾースト。

　憎悪斬ヘイトレツド。排出系イグゾースト。

　憎悪斬ヘイトレツド。排出系イグゾースト。

　憤慨突アンガー。排出系イグゾースト。

　排出系イグゾースト。

　排出系イグゾースト。排出系イグゾースト。

　排出系イグゾースト、排出系イグゾースト、排出系イグゾースト。

「……ぜえっ、ぜえっ、ぜえっ、ぜえっ」

　ランタは肩で息をしている。当然だ。あれだけ動きの大きなスキルを連発して、疲れないはずがない。

「手を貸したほうが……」

　メリイがハルヒロを見てそう言うと、ランタは血走った目をグワッと見開いた。

「余計なことするんじゃねえ！　こいつはオレのライバル！　オレの獲物だ！　オレがしとめる！　このオレが！　やるっつったらやるんだよ！　おまえらはのんびり茶ァーでもすすって休んでろ！」

　なんでそこまでむきにならないといけないのか。ハルヒロにはさっぱりわからない。たぶん、五百年考えつづけてもわからないだろう。

「とりあえず、茶なんか持ってきてねーよ……」

「比ひ喩ゆだろうがっ！　憎悪斬ヘイトレツドォォォォォォォォォ……ッ！」

「ぎゃんっ」

　やっとかすった。

　ローワーカーの腰が引ける。

　ランタは矢継ぎ早にロングソードを振りまわした。

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラァ……ッ！」

「ぎゃっ、はぎゃ、ふぎゃっ、がっ、ごっ、がぎゃっ」

　滅多斬りというか、滅多打ちだ。ローワーカーも疲労困こん憊ぱいしていたのだろう。よけられない。最後に頭を一撃されて、ふぎっ、と倒れこんだ。

「死ね……！」ランタは倒れたローワーカーの胸にロングソードを突き刺して、ぐいっとねじって引き抜いた。「ふいぃー……」

　一仕事やりきりました、みたいな表情でランタは汗をぬぐっているが、正直、引く。いろいろな意味でドン引きせずにいられない。

　ハルヒロは軽く頭を振った。――なんかなー。

　どうすっかな、マジで。

　今はどうしようもないわけだけど。

「……じゃ、戦利品回収して、先、行こうか」

「それだけかよ！　なんかねーのかよ！　お疲れとかスペシャルだなランタとかグレイトだなランタとかファンタスティックだなランタ様とか！」

「うん。ない」

「ずこーっ」

　一人でずっこけているランタをしりめに、ローワーカーたちからタリスマンを頂ちよう戴だいした。レッサーコボルドと違って、ローワーカーたちは宝石のような石を嵌はめこんだ耳飾りや鼻飾りをつけていた。これならそれなりの値がつきそうだ。

　ランタの無駄な頑張りは完全に余計だったが、ローワーカー四匹をそんなに苦もなく捌さばくことができたのは収穫だった。ハルヒロたちは井戸を目指して進んだ。

　三層へと下りられる井戸までは、何だかんだで三十分くらいかかった。

　まさにその井戸を上がってきたローワーカー三匹を倒して、さて、どうしようかという話になった。

「どうするって、下りるに決まってんだろ？」

　ランタがそう主張すると、またたく間に他五人の意見が一致した。

「今日のところは戻ろう。帰り道だってあるし、まだ慣れてないはずなのに慣れてるみたいに錯覚しちゃいそうな気もするし。一回リセットしてさ、頭の中、整理してから、明日また出なおそう」

　当然、ランタだけは猛反対したが、ハルヒロはかまわなかった。

　――ていうか、最大の問題は、おまえをどうするかってことなんだよ。
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　日が沈む前にオルタナに戻って、レッサーコボルド五匹、ローワーカー七匹分の戦利品を市場近くの買取商で換金すると――七シルバーとちょっとにしかならなかった。

「わあ……」ユメは銀貨七枚と数枚の銅貨を見てなんだか悲しそうな顔をした。「これまたびっみょーやなあ……」

「微妙っつーかな……」ランタは頬ほおを引きつらせている。「ショボイぞ、これ。はっきり言って。マジで……マジで……」

　モグゾーは、はは、と笑って、「も、もう少し期待してた、ね……」

「うん……」シホルはうなだれた。「……ゴブリンよりは稼げるのかな、と……」

「ま、まあ――」ハルヒロは仲間たちに声をかけようとした。でも、いい具合の言葉が思いつかない。

「今日はただのコボルドだったから」と、すかさずメリイが落ちつきはらった声音でフォローしてくれた。「エルダーを相手にすれば、もっとお金になると思う」

　ハルヒロは慌ててうなずき、「そ、そうだよ。うん。そんな、あれだったしさ。苦労とかもしなかったし？　最初はみんなぎこちなかったけど、怪け我がらしい怪我もしなくてけっこう余裕だったろ。あの程度だったんだから、稼ぎもこの程度ってことじゃない？」

「だといいけどな」ランタは、ヘッ、と鼻を鳴らした。「もし明日もこんな感じだったら、ハルヒロおまえ、きっちり責任とれよ」

「何だよ、責任って」

「オレにおまえの分け前よこすくらいのことはして、誠意を見せろっつってんだよ」

「なんでおれがそんなことしなきゃならないんだよ……」

「ああ？　だって、サイリン行こうとか言いだしたのはおまえじゃねーか」

「ランタだって賛成しただろ」

「オレはあくまで賛意を示しただけであって、言い出しっぺじゃねえ。こういうのは、言い出しっぺ野郎が一番重い責任を負うってことに一億年前から決まってんだよ」

「もう好きに言ってろよ……」

「ハァ？　とっくに好きに言いまくってんだろうが」

　まったくそのとおりだ。

　ハルヒロは言い返せなくて、へこんでしまった。何も落ちこむことはないと思うのだが、自分でもどうにもならない。疲れているのか。だとしたら、ランタのせいだ。

　みんなで安くてそれなりにうまい立ち食いの露店で晩飯を食っている間も、ランタと口をきくたびに変に消耗した。こっちが話したくないときにかぎって、いちいち絡んでくる。ランタはそういうやつだ。いい。こうなったら、徹底的に無視してやる。

「おいハルヒロ」

「…………」

「やいハルヒロ」

「………………」

「ほーいハルヒロ」

「……………………」

「ほほほーい」

「…………………………」

「コノヤロッ！」ランタは食べかけの串くし焼やきを持ったまま奇妙な踊りを開始した。「ほほほーい、ほーいほーい、ほほほーい、ほほほーい！　ほほほーい、ほーいほーい、ほほほーい、ほほほーい！　ほほほーい、ほーいほーい、ほほほーい、ほほほーい！」

　まずい。ランタは左右の足を交互に上げて、腰を振っているのだが、なぜか上半身はほとんど動かない。きもくて、きもすぎて、かえって可お笑かしい。

　ハルヒロはそっぽを向いた。たぶんみんな、ランタのほうを見ないようにしているだろう。でも、く、く、く……と笑いをこらえているような声が聞こえる。一人じゃない。何人か笑いそうになっている。

「ぷぅっ」とユメが噴きだした。

「うほっ！」ランタは大喜びだ。「ほほほーいっ！」

「ぷっ」次はシホルが耐えきれなくなった。

　ランタが躍動する。「ほほほほーい、ほーいほーい！　ほほほほほほーいっ！」

「ぶはっ」モグゾーも陥落した。

　あとはハルヒロとメリイだけだ。ハルヒロはメリイのほうを見た。メリイは下を向いて肩を震わせている。ランタはそのそばに近づいて、激しすぎるほほほーい踊りで猛烈に攻勢をかけた。メリイ。だめだ。きっと限界だ。メリイはとうとう立ち食い用のカウンターに突っ伏した。もう無理やり、意地でも笑うものかという体勢だ。

「ほほほーい、ほーいほーい！　ほほほほーいっ！　ほほほーい、ほーいほーい！　ほほほほーいっ！　ほほほーい、ほーいほーい！　ほほほほーいっ！」

「……っ……っ…………っ…………！」

　我慢しろ、メリイ。どうか乗り越えてくれ。

　――って、なんでこんな戦い繰りひろげなきゃならないんだよ。

　急に笑いの衝動が遠のいて消えた。ハルヒロはすっとランタの背後に回りこんで、膝ひざの裏側に爪つま先さきを差しこむように突っこんだ。

「うひっ!?」

　突然、膝かっくんを食らったランタは、振り返るなりハルヒロに詰めよってきた。

「何しやがるてめえ！　ハルヒロ！　もうちょっとってとこだったのに……！」

「唾つば飛ばすなよ。汚ねーな」

「ぺっぺっぺっぺっ」

「おわっ、ちょっ！　やめっ！」

「だーれがやめてやるかボケッ！　ぺっぺっぺっぺっぺぇーっ！」

　ランタの唾攻撃は、ハルヒロだけじゃなくて他ほかの仲間たちや食べ物にまで被害を与えた。大惨事だ。しかも、みんな不愉快で頭にきているのに、ランタはご満悦といった体ていだから始末に負えないなんてものじゃない。おかげで、かぎりなく最悪に近い雰囲気で宿舎に帰る羽目になった。

「――よっし！」

　こんな中でそういうことを考えられるランタの神経は、本当にどうかしている。

「女どもが先に風ふ呂ろることになってっからな。今日こそはのぞくぞ！」

　ハルヒロは自分のベッドに寝転んで、息巻いているランタに背を向けた。もう返事もしたくない。

「んお？　何だよ、ハルヒロ。おまえは不参加か。まーた見つかったらどうするとか考えてもしょうがねーこと考えてんだろ。アホめ。モグゾー、おまえはくるよな？」

「……え。い、行かないよ……？」

「なんでだよ。こいよ。おまえがきてくんねーと、台がなくて困るだろ」

「ぼくは、台じゃないんだけど……」

「台になれんだろ！　おまえだったら、優秀な台に！」

「なりたくないよ……」

「この際、おまえの意思は関係ねえ！　オレを信じて、ここはオレの都合に合わせろ！　悪いようにはしねーから！　な!?」

「い、行かない」

　モグゾーにしてはかなりはっきり拒否したので、ランタも鼻白んだようだ。

「……そうかよ！　わかったよ。だったらオレ一人で、この任務を物の見事に達成してやる。あとで後悔しても遅えからな。知らねーぞ。いいんだな？」

「い、いいよ」

「本っっっっっ当にっ！　いいんだな!?」

「い、いいってば」

「オレはよくねーんだよ！　モグゾーッ！　おまえが台になってくんねーと作戦は失敗どころか始まりもしねーっつってんだろ！　こい！　おら！　おまえがなんと言おうと、オレはおまえを連れてくからな！……って、重いな、おまえ！　こんだけ引っぱってんのにびくともしねーって、どんだけ重いんだよ。デブか！」

「……たしかに、ぼくは太ってるけど……」

「太ってないよ」と、ハルヒロは思わず口を挟んでしまった。「モグゾーは太ってない。腹とか出てないだろ。がっちりしてるだけだよ」

「ハハーン」ランタはハルヒロのベッドをバシンッと叩たたいた。「やっとやる気になったのかよ、ハルヒロ。どうしようもねーやつだな。じゃあ行くぞ、ほら、さっさと起きろ！」

　なんで今のハルヒロの言動をそんなふうに解釈できるのか。ハルヒロにはさっぱり理解できない。

　いっそ誰だれか処分してくれないかな、ランタのこと。

　――わりと、冗談抜きで。

　その後、女子のあとに沐もく浴よくして、明かりを消した真っ暗な部屋で寝床についてから、ハルヒロはずっと考えていた。

　ありていに言えば、切るべきか、切らざるべきか。

　感情的には、顔も見たくない、とまで思うときもある。いなくなってくれたらせいせいするだろう。ハルヒロだけじゃない。モグゾーやメリイはよくわからないが、ユメやシホルはけっこう辛しん辣らつなことも言う。たぶん、二人ともそんなにいやだとか嫌いだとか口に出すタイプじゃない。それなのに、ランタのことだけはあからさまに嫌っている。よっぽどランタがひどいということだ。

　でも、それだけで判断するわけにはいかない。これでも、リーダー……だし？

　実際的な面を考慮しないと。

　つまり、戦力としてどうなのか。もしランタがいなくなったら、パーティの戦い方はどうなるのか。

　現状、ランタはモグゾーに次ぐ、二枚目の盾役タンクとして機能している。

　革鎧の下に鎖帷子くさりかたびらをつけているし、バケツヘルムを被かぶっているので、まあ順当だろう。ただ、暗黒騎士は本来、敵と正面切って打ちあったりはしないようだ。鍔迫り合いバインドになるような局面を極力避けて、距離をとる。そして間合いの外から攻撃したり、敵から離れながら攻めたり。やや変則的なスキルで敵を翻ほん弄ろうする。本質的には盾役タンクじゃない。暗黒騎士は攻撃役アタツカーだ。ランタの性格からいっても、そっちのほうが向いているのかもしれない。でも、軽装のユメに二枚目の盾役タンクをやらせるわけにはいかないし、ハルヒロも無理だ。神官のメリイと魔法使いのシホルは論外。結局、消去法でランタしかいない。

　ランタがいなくなったら、パーティは二枚目の盾役タンクを失う。

　代役がいないので、これは痛い。

　だったら、誰か別の義勇兵を見つけるとか。引く手あまたの回復役ヒーラーである神官でなければ、探せばいないことはない――ような気もする。顔の広いキッカワあたりに頼めば、たぶん適当に見つくろってくれるだろう。

　そもそも、メリイだってキッカワ経由でパーティに加わったんだし。最初はぎくしゃくしていたものの、メリイは徐々に馴な染じみつつある。度を過ぎて外向的で、誰とでもすぐ仲よくなってしまうキッカワの人を見る目は、意外と悪くないのかもしれない。少なくともランタよりましな戦士なんて、ごまんといそうだし。

　――あり……かもな。

　この方法は一考に値しそうだ。

　モグゾーの、くがー、くがー、という鼾いびきが聞こえる。

　ランタはどうしているのか。いつもだったら、一番早く寝てしまう。だけど耳を澄ましても、ランタの特徴的な寝息が聞こえない。

「ランタ」

　呼んでみたら、返事があった。

「……ああ」

「あのさ」

「何だよ」

「ちょっと、話があるんだけど」

「ふうん」

「ここじゃなんだから……モグゾーを起こしたくないし。外、出ない？」

「いいけど」

　二人で宿舎の外に出た。ハルヒロはなぜ自分がそんなことをしたのかといぶかった。話なんてあるのか？　話したいことはない。ただ、話さなきゃいけないことはあるように思う。どうするにしても、水面下で準備を進めてある日突然、おまえもう用済みだから、みたいな感じで放りだすのはひどい。そんなやり方はあんまりだ。

　いくら相手がランタでも。

　それとも、自分が卑ひ怯きよう者ものになりたくないだけか。もちろん、なりたくないよ。そりゃあさ。なんでランタを切るために、ひそかに企たくらむみたいな、手を汚すような真ま似ねをしなきゃならないんだよ。冗談じゃない。

「おまえさ」

　ハルヒロが宿舎の外壁に背中をつけてしゃがむと、ランタも隣で同じ姿勢になった。

「ん」

「なんていうか……どう思ってるんだよ。パーティのこと」

「パーティはパーティだろ。それ以上でもそれ以下でもねーよ」

「何なんだよ、それ以上でもそれ以下でもないって」

「なんか文句でもあんのか？　オレは自分の役割をきっちり果たしてるつもりだけどな」

「どこが……」

「やってるだろうが。今日だって、オレ一人でも一匹くらいならやれるって証明してみせただろ」

「あんなの、みんなで囲んじゃえば一瞬で終わったんだよ」

「いつもそうできるって保証があんのか？　ねーだろ？　オレが確実に一匹は引き受けられるってことになれば、なんつーの、幅？　戦術の？　みたいなのができるだろ」

「……だからって」ハルヒロは掌でぐっと額を押さえた。

　こいつはこいつで、考えてないわけじゃないのか。

　でも、さ。そうはいっても。

「わかんねーだろ。そういうの。言ってくれなきゃ」

「いちいち、オレはこれこれこういう意図でこうしますっておうかがい立ててから、行動しろってのかよ」

「そこまでしろとは言わないけどさ。口に出さなきゃ伝わらないこともあるって話をしてるんだよ。ただでさえ、おまえは……誤解されやすいっていうか、そういうところがあるんだから」

「どうせ、誤解だとは思ってねーんだろ」ランタは小石をつまみあげて投げた。「オレが何を考えてようが、おまえらは勝手に、おまえらの中のオレ像にもとづいて判断するんだからな」

「……仮にそうだとしても、そのおれたちの中のおまえ像って、おまえの言動をもとにしてできてるわけだろ」

「オレのせいだっつーのかよ」

「じゃあ、誰のせいなんだよ。おれか？　ユメか？　シホルなのか？　モグゾー？　それともメリイ？」

　頭に血が上ってきた。

　冷静にならないと、とハルヒロは思う。喧けん嘩かはしたくない。

　ハルヒロはため息をついた。「――集団行動、してるんだからさ。協調性っていうか。必要だろ、そういうの」

「オレには欠けてるってか？」

「あると思ってる？」

「思ってねーよ」

「ないんだ……」

「誰にでも、得手不得手っつーのがあるだろうが。たとえばオレに欠点があるとして、おまえらはどうなんだよ。何もねーのか？　オレだけ悪人で、おまえらは聖人君子かよ」

「……そんなことはないけど」

「オレの欠点は何だ？　自分勝手で？」

「うるさくて？」

「黙れ、カス」

「口が悪い。あと、すぐ人のせいにする」

「オレだけが悪いなんてこと、あるわけねーんだよ。連帯責任だろ、連帯責任。パーティっつーのは、ようするにそういうもんだろうが」

「そうやって、屁へ理り屈くつばっかりこねる」

「屁理屈じゃなくて、立派な理屈だっつーの」

「あげてったら、きりがないんだけど」

「だったらおまえはどうなんだよ、ハルヒロ、あァ？　おまえの欠点は」

「おれは……」ハルヒロは口をつぐんだ。――欠点。

　自分自身の、欠点。

　思いあたるところがないわけじゃない。ある。むしろ、長所のほうが思いつかないくらいだ。

「……なんでそんなこと、おまえの前で言わなきゃならないんだよ」

「オレのことは毎度毎度あげつらってるくせに、テメーのことになったらダンマリか。そうだろうな。それがおまえらのやり口だよな」

「やり口って」

「違うのかよ。おまえらはオレが叩きやすいもんだからみんなして叩きまくって、それで何だ？　一体感みてーなの高めて？　団結してんだよな」

「べつに、おれらは」

「否定できんのか？　できねーだろ？」

「……みんなで示しあわせて、おまえを叩いてるわけじゃないし」

「示しあわせるまでもねーんだろ。言わずもがなってやつか？　ようするに、オレはおまえらのスケープゴートってやつだよな」

「被害妄想だって」

「マジでそう思ってんのか？」ランタは皮肉っぽく顔をゆがめた。「まあ、いいよな、おまえらは。オレのおかげで、お互いの欠点には目をつぶりあってられるんだからよ。でも、オレがそのことで文句の一つでもつけたか？　たまたまハルヒロ、おまえが持ちだしやがったから言ったけどな。そうじゃなきゃ、オレから話すつもりなんてなかったんだ。オレは仲よしこよしには興味ねーからな。そんなごっこ遊びなんかやってられっかよ。だから、おまえらがオレのこと嫌いだっつーなら、好きに嫌ってりゃいい。憎まれ役でも何でもやってやるよ。オレは平気だし、パーティだからな。役割は果たしてやる。それが団体行動っつーもんだろ」

　何か言おうとするのだが、言葉が出てこない。見つからない。

　ハルヒロはランタに、自分たちのパーティから出ていってくれ、と言い渡そうとしていた。それがパーティのためだ。ためらわずに言える自信は正直、なかったけどさ。言えなかったとしたら、せめて話しあおう。よくないところを改めさせないと、これ以上、一緒にやっていけない。そう思っていたはずだ。

　ハルヒロの考えは一方的だったのだろうか。ランタが言うように、ハルヒロたちはランタをスケープゴートにしているのか。

　そんなことはない、と思う。

　責められてもしかたないところが、ランタにはある。ランタがみんなに咎とがめられているのは自業自得だ。

　――おれたちは間違ってない。悪いのは、ランタだ。

　それならいっそのこと、やっぱりランタを切ってしまったほうがいいんじゃないのか。きっと、すっきりする。みんなにはあとで説明すればいい。仲間たちはハルヒロの決断を支持してくれるだろう。

　絶対に後悔しない、とは言いきれないけど。

　それにおそらく、そのとき一番後悔する羽目になるのはハルヒロだ。

　自分で考えて、自分で判断して、自分でランタを切り捨てたハルヒロが、結局のところはもっとも重い荷物を背負うことになる。

　――なんで、おれが。

　おれだけが、こんなこと。

「寝るわ、オレ」

　ランタが立ちあがって、宿舎に入っていった。

　ハルヒロはその場から動けなかった。

　胃が重たくて、痛い。もういやだな、と思う。こんなの、いやだ。考えたくない。向いてないよ、おれには。無理だ。リーダーなんて。責任とか、とれない。助けろよ、マナト。わかってるけど。もうこんなこと、マナトに頼んだってしょうがないって。

「……すげー、孤独じゃんか」

　やるもんじゃないな、リーダーなんて。

　器じゃない。







[image: ]







[image: ]

　でも、人間って不思議なものだ。

　あんなに悩みまくって、もう何もかもめんどくさい、明日なんかこなければいい、とまで思っていたくらいなのに、寝て起きたら少しすっきりしていた。ランタの様子もふだんと変わらないみたいだし、とりあえずは今までどおりだ。やることは決まっている。今日もサイリン鉱山に行くのだ。行くからにはしっかり稼ぐしかない。

　というわけでハルヒロたちはサイリン鉱山に突入し、レッサーコボルドやローワーカーを危なげなく片づけながら、順調に二層まで進んだ。

　昨日は二層で引き返したから、今日の目標は三層到達だ。

　いくらなんでもまだコボルドに慣れてはいないと思うが、昨日と比べて明らかに敵の動きが見えるし、予測もできる。

　けっこういけるんじゃない……？

　そんな安易な楽観は、えてしてたやすく地に落ちるものだ。

　井戸が見えてきた。

　そのすぐそばにコボルドがいる。いや。

「あれが――コボルド……？」

　遠くに敵らしい姿を発見したので、みんなを待たせて一人で偵察に出たハルヒロは、我が目を疑った。

　でかい。

　もしかして、あれがエルダー？　だけど――普通のコボルドは百五十センチくらいで、エルダーは百七十くらいだって。そんなのできくか、あれ？　もっとない？　一際でかいやつが、それより小さいコボルドを三匹引き連れているのだが、でかいやつは小さいほうよりも一回りか、二回りも大きい。小さいほうだって、普通のコボルドよりはでかそうな気がするんだけど。防御力が高そうな鎧よろいを着て兜かぶとを被かぶり、剣と円い盾を持っているし。それよりも二回りでかいとなると、二メートルとか？

　――ていうか、あいつ。

「白と黒……」

　黒い被毛に白いものが交じっていて、斑まだらになっている。

　心臓の鼓動がめちゃくちゃ速くなった。やばい。こっちには気づいてないっぽいけど。気づかれてたらしゃれにならない。怖い。怖すぎる。何だよ、あいつが持ってる剣。長さはたぶん、一・二メートルくらいだろうけど。分厚い。巨大な出刃包丁みたいな。あんなもので斬きりつけられたら、ズパッと真っ二つにされてしまいそうだ。あのクソ重そうな武器を、やつは軽々と持ち歩いている。なんて怪力だ。

　メリイがいたパーティはあんなやつと戦ったのか。

　正気の沙さ汰たじゃない、とハルヒロは思わずにいられなかった。死ぬって。

　そりゃ死ぬよ。

　ハルヒロたちにとっては強敵だった鎧ゴブリンやホブゴブリンの比じゃない。というか、まったく別物だ。あからさまに強そうで、やばい。

　ハルヒロはみんなのところに引き返した。自分で自分の顔を見ることはできないが、たぶん今、顔色がすごいことになっている。

「……死の斑。デッドスポットだった」

「えっ……」シホルは絶句した。

「もっ」モグゾーも。ていうか、もって何だよ。もって。

　ひょっとすると、メリイはある程度、予期していたのかもしれない。眉み間けんに皺しわを寄せて、そっとうなずいただけだった。

「レッドスポイトなあ」とユメが呟つぶやいた。

「デッドスポット、ね……」義務のように訂正したら、気持ちがちょっと落ちついた。ハルヒロはちらっとランタのほうに目をやった。

「やるっきゃねーな」ランタは、ふふふ、と笑った。不敵な笑みを浮かべているつもりなのかもしれないが、アホヅラにしか見えない。まあ、そうくると思ったけど。

「わかった。じゃあランタ、一人でやってこいよ。せいぜいがんばれ」

「……そうきたか。血も涙もねーな、おまえ」

「なんとでも言えばいいし。で？　どうする？　やる？　やらない？　どっち？　早く決めろよ」

「しょうがねえ」ランタは親指で顎あごの先をビッとこすった。「今度にしてやる。まあ、デッドスポットの命日がちょっとのびたってだけの話だけどな」

「はいはいよかったな」

「それはデッドスポットに言ってやれ。命拾いしたのはやつだからな」

「自分で言ってこいよ。おれはそんなに暇じゃないから」

　もはやハルヒロ以外はランタに絡もうとしない。昨日まではよくランタをなじっていたユメも、本格的にいやになったのか。気がつくとハルヒロとランタばかりしゃべっていて、これだとまるで仲がいいみたいだ。

　かなりいやだな、と思いながら、別の井戸へと向かった。二層には三層への井戸が五つもあるから、たいした手間じゃない。

　今度の井戸の周りには人影――じゃない、コボルドの影はなかった。井戸をのぞきこんでみたが、下にも何かがいたりすることはなさそうだ。といっても、上から見える範囲はかぎられている。

「おれが先に下りてみるからさ。問題なかったら呼ぶんで、きて」

「問題があったら、どうするん？」とユメが目をぱちぱちさせながら尋ねた。

「うん……そのときは呼ぶから、助けにきて」

　ユメはふにゃっと笑った。「いいよ」

　なんか、癒いやされた。

　ハルヒロはユメに笑い返した。「じゃ、行ってきます」

　井戸には縄なわ梯ばし子ごがかけてある。縄はかなり古そうだが、体重をかけてもちぎれたりすることはなさそうだ。

　これでも盗賊の端くれなので、ハルヒロはするすると縄梯子を下りていった。

　三層に下りたって振り向くと、コボルドたちがいた。

「あ、どうも」

「ぐるるるるるるる……」

「――って、挨あい拶さつしてる場合じゃないし！」

　ハルヒロは飛びのいた。一匹のコボルドが躍りかかってきたからだ。このコボルド、大きい。デッドスポットほどじゃないけど。エルダーか。これがエルダー。鎖帷子くさりかたびらと片刃の剣で武装している。エルダーが一匹に、普通のコボルドが二匹。その二匹もエルダーと似たような恰かつ好こうをしている。

「し、下！　いる！　敵！　やばっ！　きて！　助け……っ！」

　片言になってしまった。

　ハルヒロはエルダー＆コボルドたちから逃げまわる。でも、井戸の下から離れちゃいけない。仲間が下りてくるまで、このあたりにいないと。だけど三匹だ。一匹ならまだしも、三匹相手の追いかけっこはそうとう厳しい。逃げた先にコボルド。方向転換した先にコボルド。横っ跳びするとコボルド。コボルドコボルドコボルド。コボルド祭だ。

「く……っ！」

　ハルヒロはエルダーの剣をかいくぐろうとしたのだが、左頬ほおのところをザックリ斬られた。痛みはよくわからない。ただ、やられた、という事実がハルヒロを動転させた。敵の位置とか、仲間はきてくれているのかとか、ぜんぜんわからない。とにかくコボルドが目に入ったら逃げる。それしかできない。井戸の下から離れないなんて無理だ。そんなゆとりはない。あるわけない。

「シャーオラァーッ！」

　ランタの声を聞いてこんなに頼もしく感じたことが、かつてあっただろうか。ないと思う。というか絶対、ない。

　ランタは真っ先に下りてきて、よせばいいのにエルダーに斬りかかったみたいだ。ランタのことだから深い考えはないだろう。たぶん、下りたら一番近くにいたとか、一番でかくて目についたとか。助太刀一番乗りも、仲間のピンチを救いたくてとか、そういう動機からいち早く行動したわけではおそらくない。基本的に浅はかだから、そのぶん瞬発力があるのだ。短所と表裏一体の長所――なのかな……？

「ぬもーっ！」モグゾーが。

「ハルくん……！」ユメが。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」シホルが。

「ハル！」メリイが。

　ぞくぞくと下りてきて、間もなくハルヒロは冷静さをとりもどすことができた。最初はランタがエルダーを引きつけていたが、モグゾーと交代している。ランタとユメがそれぞれ一匹ずつコボルドＡ、コボルドＢを受け持つ形だ。

「ハル、怪け我がは……!?」

　メリイに訊きかれて、ハルヒロは左頬を軽くさわってみた。ぞっとするような痛みが走ったが、さわらなければどうってことはない。

「大丈夫！　あとでいい！」

　ハルヒロはユメのサポートに入った。コボルドＢの背後を狙ねらう。

　同時に、周りの状況も把握しないと。

　――能力も資格もあるとは思えないけど、おれ、一応、リーダーだし。

　ランタはまあ、それなりにうまくやっている。排出系イグゾーストで急速後退して忌避突アヴオイドのチャンスをうかがいつつ、距離をとったら間合いの外から憎悪斬ヘイトレツドか憤慨突アンガーで攻撃。動きすぎのような気もするが、暗黒騎士の戦い方は案外、ああいうものなのかもしれない。ランタがやっていると、ちょこまかしてむかつく、みたいにどうしても感じてしまうのだが。

　モグゾーとエルダーは互角か。モグゾーはまだ致命打を与えられていないようだし、エルダーの剣はときおりモグゾーにあたっているが――いや、違う。あれはきっと、あてさせているのだ。

　モグゾーは板金の鎧を着ているから、軽く斬られたくらいではダメージを受けない。鎧に傷がつく程度ですむ。強い斬ざん撃げきはよけるかバスタードソードで受け、弱い斬撃は鎧で止める。モグゾーはそうやって使い分けている。

「ホブゴブほどじゃ、ない……！」と、いきなりモグゾーが叫んで、ぐっと踏みこんだ。

　モグゾーのバスタードソードとエルダーの剣がぶつかりあう。鍔迫り合いバインドになる。

「ふも……っ！」

　すかさず相手の剣を巻きこむようにしてバスタードソードを返し、エルダーの顔面めがけて巻撃ウインド。

　エルダーは左頬をハルヒロみたいに斬られ、慌てて跳びさがった。モグゾーはさらに追撃する。「――つもぉーっ！」

　ハルヒロは背筋が震えた。すげーよ、モグゾーの安定感。それに――やっぱり、ランタがきっちり一匹引き受けてくれると、助かる。戦いぶりも昨日よりは余裕があるように見えるし。経験、なのかな。ランタは昨日無理をしたおかげで、何かコツとか呼吸みたいなものをつかんだのかもしれない。何だって、やってみないとわからなかったりするし。

　何事も慎重に、いかにもできそうなことしか手をつけない、手を出さない。そうやって安全策を選んでばかりだと、進歩できないか、できたとしてもその速度はゆっくりだろう。たとえばハルヒロがパーティの舵かじ取りをして、みんながそれに従うだけだったら、おそらく少しずつ、少しずつしか進めない。

　――ランタは、おれたちに必要なのか……？

　そんなふうには思えないけど。

　ていうか、思いたくないのか？

　でも、マナトはたぶん、ランタの必要性を認めていた。だからといって、マナトがランタのことをすごく好きだったわけじゃないだろう。好きとか嫌いとかじゃない、別のところで判断していた？　ランタも、マナトにはそんなに楯たて突ついたりしていなかったような。マナトが死んだときも、ランタなりにだいぶショックを受けていたみたいだし。

　何が違うんだ？

　――おれと、マナトと、何が……？

　そりゃもちろん、いろいろ違うけど。とくに能力面で、違いすぎるけど。

　マナトはランタとうまくやれて、ハルヒロはうまくやれない。何が違うのか。それもまた能力、資質の違いだと片づけてしまってもいいのか。

　不意に、線が見えた。

　ぼんやりと、本当に微かに、仄ほのかに光る、線。

　それはハルヒロのダガーとコボルドの背中の一点とを繋つないでいる。まっすぐじゃない。曲線でもない。曲がりくねっている。

　どうしてか、わかる。

　それをなぞればいいんだ、と。

　いつもこれが見えればいいのに。でも、そうはいかない。百回に一回も見えない。いや、確率的にはもっと低いか。

　ハルヒロは敵に出くわすと、まず背後をとろうとする。まず、というか、ずっと背後をとるべく動きつづける。そして一秒ごとに――もっとかもしれない、絶えずその瞬間を狙っている。回数にしたら、今まで数千回か、それ以上か。

　自分にはそれしかないから、という思いがハルヒロにはある。真正面から敵と戦うなんてとうてい無理だから。最初に穴鼠や泥ゴブリンと戦って身に染みた。たとえどんな敵だろうと、正々堂々、ガチンコで力比べをして、勝てるような力は自分にはない。

　だから、ずるいかもしれないが、一番無防備な背中を刺す。

　我ながらちょっと情けない。でも、とことんまで情けないとは思わない。

　だって、命のやりとりなんだ。お互い真剣なんだ。これ以上ないくらいの真剣勝負なんだ。簡単なわけがないから、どんな手だって使う――っていうのは、マナトの受け売りなんだけど。

　この線が見えたときは、呼吸を乱さない。変に息を止めたり吸ったり吐いたりすると、せっかく浮きあがってくれた線が瞬時に消えてしまう。膝ひざを曲げて重心を落としたりしてもだめだ。手首や肘ひじ、肩に力が入ってもだめ。

　この機会を逃すな、なんて思っている暇もない。即座に反応しないといけない。

　というよりも、線が見えたときにはもう身体からだが動いている。そんな感覚だ。そうじゃないと、絶対に成功しない。

　今回はうまくいった。

　ハルヒロの身体は滑らかに動いて、ハルヒロのダガーはコボルドの背中にすっと入りこんだ。あの線をなぞるというか、気がついたらなぞっている、といったほうが正確かもしれない。

　コボルドは「……っ……」と息を吐きだして、崩れ落ちた。

「ふわぁ？」ユメは目をぱちくりさせて、呆ぼう然ぜんとしているみたいだ。

「ユメ、次！」

　ハルヒロが声をかけると、ユメはかくかくかくっとうなずいた。

「う、うんっ！　ユメびっくりしてて、ごめんなあ！」

「――オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」と、シホルが影鳴りシヤドービートの魔法を発動させた。

　ヴヲォンッ。黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが飛んでゆく。エルダーは気づいて、よけようとしたが右肩をかすめた。エルダーは鎖帷子を着こんでいるし、ダメージはないだろう。でも、影鳴りシヤドービートは熱でも衝撃でも電撃でもない、振動させる。エルダーの右肩がブォウンッと震えた。一瞬だが、エルダーの動きが止まった。

「どぅもーっ……！」

　そこにモグゾーのどうも斬が襲いかかった。エルダーはそれでも剣で防いだが、体勢が万全じゃない。エルダーの剣はモグゾーのバスタードソードに押されて、横に流れた。

「ふんぬぁっ！」

　モグゾーは返す刀でエルダーの横っ面にバスタードソードをめりこませた。エルダーは反撃しようとしたが、その前にモグゾーに蹴け倒たおされて――尻しり餅もちをついたエルダーの脳天に、モグゾーがバスタードソードをぶちこんだ。

「――っし！」ハルヒロは小さくガッツポーズをした。残るはコボルド一匹。

　ランタはまだ排出系イグゾーストで下がって、コボルドを誘いだそうとしているのか。でも、さすがに見抜かれている。コボルドは前に出ない。するとランタが飛びこんで憎悪斬ヘイトレツドを放とうとする。が、これもコボルドは見越していたようで、さっと右に移動した。ランタは側面に回りこまれたことになる。コボルドは、がうっ、と剣を振りおろした。

「つぉ……っ!?」

　地面に身を投げだし、ランタはかろうじてコボルドの攻撃をよけたが、危ない。

「ランタ……ッ！」ハルヒロは駆けだそうとした。

「くるな！」ランタは片かた膝ひざ立ちの姿勢でコボルドの剣を弾はじきながら怒鳴った。「オレはまだまだやれるんだからよ！　こいつはオレがしとめる！　オレの手でぶっ殺して、悪徳ヴアイスを稼がねーとな！」

「……戦術に幅を持たせるためじゃなかったのかよ」

「一挙両得！　排出系イグゾーストォォ……ッ！」ランタは半分しゃがんだ体勢からビョーンと後ろに跳んだ。「――オオッ!?　新しいぞ、この排出系イグゾースト！　ひょっとして、オレ独自のオリジナル・スキルを発明しちまったか!?」

「いっつものと、そんなに変わらないやろ」とユメが冷たく言い捨てた。

「……うん」シホルが同意した。

「そうね」メリイも。

「はは……」モグゾーの笑い声も乾いている。

「こォーのッ、ウジムシどもめェーッ！」

　ランタは毒づきながらコボルドに打ちかかった。

　放っとこう、とハルヒロは思った。

　まあ、死にそうになるまでは、とりあえず。







[image: ]

　エルダーのタリスマンはいい。

　その耳飾りや鼻飾り、まあ首飾りの場合もたまにあるが、いずれにしてもそれらには、ほぼ確実に五シルバー以上の値打ちがある何らかの宝石が嵌はめこまれている。一個の宝石が四十シルバーで売れたこともあった。

　サイリン鉱山の二層はローワーカーたちの棲すみ家かだが、三層はローワーカーよりも階層が上の労働者、コボルドワーカーたちの居住区だ。

　三層にいるエルダーはワーカーの監督者らしくて、親方フオアマンと呼ばれている。フォアマンはたいてい二匹か三匹の子分フオロワを引き連れていて、こいつらは体格こそワーカーと変わらないものの、ちゃんと武装している。

　ハルヒロたちの標的は、このフォアマンとフォロワたちだ。

　強さはフォアマン次第。フォアマン単体の戦闘能力もそうだが、指揮者として優秀かどうかでずいぶん手て応ごたえが違う。

　フォアマン自体がばんばん前に出てくる場合は、意外と楽だ。

　でも、フォアマンが後ろに引っこんで、フォロワたちをけしかけてくるときはけっこう苦労する。

　人間でも同じだが、基本的にはとにかく目の前の敵をどうにかしようとするものだ。それが習性だとか、そんな難しいことじゃない。前に敵がいるのに別の敵を探していたりしたら、どうなるか。まあ、普通にやられる。だから、そうするしかない。実際的な理由から、自分の前にいる敵を倒すことを優先せざるをえないのだ。

　もっとも、その優先順位が変わることもある。

　たとえば、味方が危機に瀕ひんしていれば、目の前の敵に隙すきを見せる危険を冒してでも救いにいく、という選択だってありえるだろう。

　それから、そうしろ、と強制された場合。

　ハルヒロは仲間にそんな無茶な指示は出さないが、フォアマンは違う。フォロワがモグゾーやランタと相対あいたいしていても、無視してシホルやメリイを狙ねらえ、と身振りと吠ほえ声で命じたりするのだ。すると、フォロワは勇敢なのか柔順なのか、あるいは犬に似ているだけあって上下関係が厳しいのか、捨て身でフォアマンの命令に従おうとする。もしモグゾーやランタが突破されてしまったら、こっちはピンチだ。とくに、魔法使いのシホルは接近戦ができないから、みんなで庇かばわないといけない。そういう展開になると、隊形が崩れてぐだぐだになってしまう。

　ただ、フォアマンさえ除いてしまえば、フォロワは敵じゃない。ハルヒロとしては、フォアマンをできるだけ早く倒すか無力化することを考えて戦術を組み立てればいいのだ。

　今のところ、フォアマンは常に一匹で、フォロワは二匹か三匹。標的の構成に変化がない点も有利に働いている。

　この狩りは地味にうまい。

　四層、五層と先を見越せるのもいい感じだ。適切なタイミングでステップアップすることが自然と視野に入ってくるので、モチベーションが上がる。

　サイリン鉱山三層に十日通って、金もちょっと貯たまったから、それぞれ新しいスキルや魔法でも覚えようということになった。それこそ戦術の幅を広げたいし、できることが増えると成長をはっきり実感できる。

　ハルヒロは盗賊ギルドのバルバラ先生に銀貨四十枚、四十シルバー払って、奇襲戦法の蜘蛛殺しスパイダーを習うことにした。

「じゃあ、さっそくやろうかね、年寄り猫オールドキヤツト」

　スキルの訓練は、オルタナ西町にある盗賊ギルド内の一室、〝毒殺の間〟で行われた。物騒にも程があるなんとも恐ろしげな名前だが、盗賊ギルドの部屋はだいたいそんなものだったりする。

　ちなみに、毒殺の間はそこそこ広いが、窓は一つもない。天井に上げ下ろしできる燭しよく台だいが吊つるしてあって、明かりはそれだけだ。お世辞にも明るいとは言えない。昼間でも蝋ろう燭そくに火を灯ともさないと真っ暗になる。薄気味悪い部屋だ。

　バルバラ先生は相変わらずとても露出度の高い服を着ているが、今日は顔の下半分を黒いスカーフで覆っている。長い髪が片方の目を隠しているし、なんだか怖い。

「……はい。よろしくお願いします」

「ずいぶん硬くなってるじゃないか。硬くするのは股こ間かんだけにしときなよ」

「いや、そこはしてないっす――」

　よ？

　と言おうとしたときにはもう、バルバラ先生に背後をとられていた。振り向こうとしたら、羽交い締めにされた。羽交い締めっていうか。

　バルバラ先生はハルヒロの両腕をがっちりと固めるだけじゃない。右脚にもしっかり片脚を絡からめていた。

　動けない。

　しかも、バルバラ先生のナイフがハルヒロの首筋に突きつけられている。

「蜘蛛殺しスパイダーってのは……こうやって瞬時に後ろから組みついて、致命傷を与えるスキルさ。本当だったら、あんたの首をずばっとやってる。ナイフがなければ、頸けい椎ついを外したっていいしね。殺したくない、ただ無力化させたいときは――」と、バルバラ先生はナイフの切っ先を移動させて、ハルヒロの股間のところで止めた。「ここを切っちゃってもいい。男には効くよ、この手は」

「……で、しょうね。あ、あの……そろそろ離れてもらえないかなあ、なんて……」

「ん？　ああ、そういえばあんた、女を知らないんだったね。慣れてないんだ？　こぉんなことされたら……ふぅっ」

「ひぁっ!?」ハルヒロはのけぞろうとしたのだが、バルバラ先生に押さえられていてできなかった。「――み、耳はやめてくださいってば！」

「ちょっと息を吹きかけただけじゃないか」

「なんかそこ、弱いっていうか……」

「しょうがないねえ。じゃあ――」

「え」

　何が起こったのか。ハルヒロの身体からだが宙を舞って、一回転する。「――ごほっ」と背中を打って、息が詰まった。

　バルバラ先生はハルヒロを見おろして、「ああやって組みつく形まで持っていくと、じつにいろんなことができるんだよ。あんたにはまず、徹底的にあたしの蜘蛛殺しスパイダーを受けてもらう。血ち反へ吐どを吐くまでね」

「……死なないですかね」

「死んだら何もわからなくなるんだから、そのときの心配なんて意味がないだろう？　まあ、不死の王ノーライフキングの呪のろいでゾンビにならないように、火葬だけはしてやるよ。安心しな」

　――マジで殺されちゃったらどうしよう。

　他ほかの助言者メンターはどうなのか知らないが、バルバラ先生は最初からこんな調子だ。でも一応、息の根までは止められていないし、今まで教えてもらったスキルは身になっている。信用して任せていい……と思う。

　――いいのかな。ほんとに。

　三時間ほどバルバラ先生の多種多様な蜘蛛殺しスパイダーを受けまくったら、ハルヒロはとうとう起きあがれなくなった。

「何だい。だらしないねえ、年寄り猫オールドキヤツト」

「……すみません」

「立てないんじゃしかたない。休憩にしようか」

　バルバラ先生はそう言うと、ハルヒロの腹の上に座った。

「ぐふっ」

「我慢しな。休んでる間も鍛えるんだよ。腹筋、腹筋。それとも、拷問に耐える訓練でもするかい？」

「死にますって、マジで」

「加減してやってるじゃないか。あたしの訓練で死んじまったのなんて、今まで何人かしかいないんだから」

「何人かいるんですか……」

「冗談だよ。大事な金かね蔓づるを殺してどうするのさ。さあて。重くなるよ」

「うげっ……」

　バルバラ先生が片脚を上げたので、そのぶん重みが増した。これはもう、かなり腹に力を入れないと耐えられない。

「さらに、倍」

「おぅ……っ」

　今度は両脚を上げた。バルバラ先生の全体重がハルヒロの腹にかかっている。いったいどこが休憩なのか。休むどころの騒ぎじゃない。

「それじゃ、世間話でもしようかね」

「で、できない……っす……」

「するんだよ、馬ば鹿か」

　無理難題だが、いつものことだ。そして、バルバラ先生の要求に応こたえないと、もっとひどいことになる。

「え、えっと……せ、世間話……」

「小話でもいいよ」

「な、ないっすよ、そ、そういうネタ、とかっ」

「つまんない男だねえ。だから女とやれないんだよ」

「ひ、否定は、できない……ですけどっ」

「あんたのパーティには女もいるんだろ。何人？」

「さ、三人」

「一人くらいモノにしな。まあ、全員食っちまうのが王道だけどね」

「いや、そういうのは、ちょっとっ」

「パーティの中でそんなことがあると、めんどくさいかい？」

「わ、わかんないです、けどっ。経験、ないんで……」

「多少めんどくさいことも、あったほうがいいのさ。思いだすねえ。あたしもあんたくらいのときは、パーティのリーダーとこっそりできてみたり、魔法使いの男と二ふた股またかけてみたり、他のパーティのリーダーにコクられたんで遊んでやったらバレてパーティ崩壊したり、いろいろあったもんだ」

「……それ、崩壊したっていうか、先生が崩壊させたんじゃ」

「青春って感じがするだろ？」

「単なる痴情のもつれのような気も……」

「言うじゃないか」

「ぐへぇっ」

　バルバラ先生が両脚を上げたまま尻しりをぐりぐり動かすもので、苦しくてたまらない。かといって、身をよじって振り落としでもしたら何をされるかわからないので、こらえるしかないのだ。――しっかし、すごいよな、先生のバランス感覚。

「今しかないんだからね。あんた、十六だったっけ。十六歳のあんたの周りに、男たちがいて、女たちがいる。それって、本当に今だけなんだよ。過ぎてしまったら絶対にとりもどせない。あんたに気になる女がいるとして、今どうにかしないと、誰だれかにかっさらわれるかもしれないだろ。かもしれないっていうか、あんたがやりたいと思うような女は、他の男だってやりたいと思うんだから、かっさらわれるんだよ。別の男と乳繰りあってるところを見せつけられてから後悔したって、遅いんだからね」

「い、いないっすからっ。気になる女の子なんてっ」

「本当にいないのかい？」

「……え？」

「年寄り猫オールドキヤツト。あんたけっこう、事なかれ主義みたいなところがあるからね。パーティに波風立てたくなかったりして、無意識にセーブしてるんじゃないの」

「そ、そんなことは……」

「あたしの経験上、男なんてものは身近にいる女に惚ほれるもんだよ。たぶん、男って生き物がそうできてるのさ。もっとも、女にだってそういうところはあるけどね」

　身近にいる、女。

　ユメ。

　シホル。

　それから、メリイ。

　――嫌いじゃないけど、さ。

　ユメは、ほにゃっとしたところがかわいいとか、たまに思ったりはするけど。

　抱きあったりも、したけど。

　でも、あれは事情が事情だし。あの感触は残ってるっていうか、覚えてるけど。そういう気持ちがあるかっていうと、そんなことはないような。……たぶん。

　シホルは……じつはかなり胸が大きいらしい、なんてことがまず頭に浮かんでしまう自分は、けっこう鬼畜なんじゃないかとハルヒロは疑った。わりと、最低じゃない？

　だいたい、シホルはあれだし。マナトのことが……好きだった、みたいだし。みたいというか、まず間違いない。そういうシホルに対して、どうこうとか――ない、よな。とても考えられない。

　じゃあ、メリイは？

　メリイは。

　別の意味で、ない――かな、と思う。
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　だって、メリイはあまりにも美人すぎる。スタイルもいい。平凡な上にも平凡なハルヒロにしてみれば、ちょっと、というか、そうとう近寄りがたい。仲間だし、ある程度は距離を縮めないといけないんだけど。

　だけどメリイは以前、パーティの中で誰がタイプか、みたいな質問に、モグゾー、と答えた。メリイ自身はべつに面食いではないのだろう。ただ、モグゾーがいいということは、ハルヒロはノーチャンスなのか。チャンスもクソもないけど。メリイにそんな感情を抱いたことはないし。ない――よね？

　もっと笑ってくれればな、とは思う。

　できることなら、メリイをもっと笑わせたい。

　美人なだけあって、メリイが満面に笑みをたたえたりしたら、さぞかしすばらしいだろう。感動してしまうかもしれない。

　でも、好きとか、そういうのとは違う――よ……？

「……あの、先生」

「何だい、年寄り猫オールドキヤツト」

「相談っていうか、訊ききたいことが」

「当然、女絡みだろうね？」

「そうじゃなくて……」

「ははあ。話をそらすわけだ。甲か斐い性しようなしめ」

「余裕、ないんですって。そういうこと考えるような余裕なんて。それどころじゃないんです。ほんとに……」

　ハルヒロは、たまに見える例の線のことをバルバラ先生に話した。

　バルバラ先生は、スカーフで顔の下半分を隠しているから、表情が読みとりづらい。でもなんとなく、真剣に耳を傾けてくれたような気がする。浮かしていた足を、途中で床につけてくれたし。

「――なるほど。それは悪くない兆候だね」

「兆候……？」

「ただし、勘違いしちゃいけないよ。それは特別なことじゃないんだ」

「や、勘違いも何も、おれ、まったく意味がわかってないっていうか……」

「鈍いねえ。所しよ詮せん、あんたは年寄り猫オールドキヤツトだよ」

「……鈍いっすかね。鋭くはないと思いますけど」

「鈍い。そのわりに、勘は悪くないらしいね。あんたが見た線ってのは、経験を積めば誰でも一度や二度は見る――というか、感じとる、といったほうが正しいかね」

「おれは、だけど、一度や二度じゃないっすよ。いつもってほどじゃないし、一日一回までもいかないっすけど」

「そういう場合もある。まあ、個人差は激しいね」

「先生は……？」

　バルバラ先生は肩をすくめて、「見えたり見えなかったりだね。集中できてれば見えるってものでもないし」

「見えたときは、めっちゃうまくいくんですよね。背面打突バツクスタブが」

「でも、それに頼るわけにはいかないだろ？」

「……はい。確実性がなさすぎて。まぐれみたいなものだから」

「そういうこと。技術を高めることだよ。あとは体力」

「ぎゅえ……っ」

　バルバラ先生がまた両脚を上げた。スカーフのせいで見えないが、たぶんバルバラ先生はニタアと笑っている。

「余裕がないなんて言ってるうちはまだまだ。オークを五、六人しとめたあとに、女と一戦二戦、平気で交えられるくらいの体力はつけな。そうすりゃ自然と女が欲しくなって、色恋にも精を出すようになるよ。あんたが本物の年寄り猫オールドキヤツトじゃなきゃね」

「……おれは年寄り猫オールドキヤツトでいいっす」

「しょっぱいことぬかすんじゃないよ！」

「いづぁっ!?」

「おっと……ごめん、力の加減を間違ったよ」

「……うう……」

　ハルヒロはもう少しで悶もん絶ぜつするところだった。バルバラ先生に股こ間かんを一撃されたのだ。ここで訓練を受けていたら、そのうち不能になるんじゃないだろうか。
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　無事に――でもないが――蜘蛛殺しスパイダーを習得して、またみんなでサイリン鉱山に通う日々が始まった。

　ランタは暗黒恐怖ドレツドテラーという暗黒魔法を覚えたようだ。これは暗黒神スカルヘルの脅威で相手を恐怖させ、正常な判断力を奪うという魔法らしい。使いようによっては役に立ちそうだ。ランタが賢く使いさえすれば。

　モグゾーは一本突きフアストスラストと裏一本突きバツクスラストをあわせて習ってきた。一本突きフアストスラストのほうは片腕で放つ突きで、かなり射程が長いとか。裏一本突きバツクスラストは下がりながら突きを出す。ランタがよく、排出系イグゾーストで敵を誘いだして忌避突アヴオイドを見舞おうとするが、たぶんあれの地味バージョンみたいなスキルだろう。

　シホルは影縛りシヤドーボンドの魔法を選んだ。これは影のエレメンタルを地面に固着させて、そこを踏むと足がくっついたようになって動けなくなる。一度に一つしか出せない魔法だし、力が強い者だと無理やり抜けだせてしまったりもするようだが、最長で二十五秒くらい持続するという。睡魔の幻影スリーピーシヤドーみたいに、対象が昂こう揚ようしていると効かない、もしくは効きづらいといった制約もないらしい。性格的に攻撃アタツクよりも補佐アシストが向いているシホルには、うってつけの魔法だ。

　ユメは星ほし貫ぬきというスキルを身につけた。これはようするにナイフ投げなのだが、そうとういろいろな種類の刃物を何千回と投げて、かなりコツをつかんだらしい。ユメは星貫用に小振りの投げナイフも調達してきた。というか本人曰いわく、「どんなんがいいかわからないからなあ、ユメ、お師匠にどんなんいいかなあって訊いたらな、市場に連れてってくれてなあ、お師匠がこれとこれとこれって選んでくれて、一個だけやぞってゆうてな、お師匠一個だけ買ってくれて、ユメ、すっごい嬉うれしくてなあ、でも、ユメもちゃんと自分でも買ったよ」とのこと。どうやらユメは、狩かりゆ人うどギルドのお師匠にだいぶかわいがられているらしい。なんかわかる。

　それから、メリイも咎光ブレイムという光魔法を覚えた。これは光明神ルミアリスの光で懲らしめる攻撃魔法だ。射程は短めだし、ダメージも大きくないが、食らうと身体からだが痺しびれて、短時間、動きが鈍るのだとか。たぶん、前に出ることなくモグゾーたち前衛組をサポートしたいときに使うつもりなのだろう。

　これら新しいスキルのおかげで、パーティの戦力は確実に底上げされた。

　とくに、シホルの影縛りシヤドーボンドの威力は絶大といってもいいほどだった。

「――すげーよ、シホル！　エルダーでも動き止められるんだ……！」

　ハルヒロは歓声をあげた。

　サイリン鉱山三層。

　後方でフォロワたちに指示を出すタイプの厄介なフォアマンが、シホルの影縛りシヤドーボンドで一歩も動けなくなっている。その場から動けないだけなので、フォロワたちに指図することはできるはずだが、パニックに陥っているようだ。

「今のうちに、フォロワたちを……！」

　ハルヒロに言われるまでもない、とでも言わんばかりに、ランタがフォロワＡに左手を差しむけた。

「来たれ暗黒！　スカルヘルよ！　まつろわぬ者に無辺の戦せん慄りつを！　暗黒恐怖ドレツドテラー……ッ！」

　何かこう、紫色の靄もやのようなものがフォロワＡを包んだ。その靄を鼻や口から吸いこんだフォロワＡは、ぎゃっ、と叫んで――猛然とランタに躍りかかった。

「――うおおッ!?」

　ランタはとっさにロングソードでフォロワＡの剣を受け止めたが、相手は止まらない。ガツガツガンガン剣を繰りだす。常軌を逸した猛攻だ。ランタは「うお!?　だっ!?　なッ、何だこれェッ!?」と叫びながら、かろうじてしのいでいる。「話が違うだろ……!?」

「……正常な判断力は奪ってるっぽいけどな」

　やっぱりランタはランタだ。変に期待したら馬ば鹿かを見る。

　フォロワはぜんぶで三匹。あと二匹。フォロワＢはモグゾー、フォロワＣはユメが引き受けている――が、メリイがさっそくやってくれた。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……咎光ブレイム！」

　モグゾーが受け持っているフォロワＢが光を浴びて、全身を引きつらせた。

「どぅもーっ！」

　モグゾーは必殺のどうも斬でフォロワＢを斬きり倒して、すぐさまユメを助けにかかった。無理に新しいスキルを使ったりしないあたりは、堅実なモグゾーらしい。

「……しょうがないか」

　ハルヒロはランタのヘルプに入ることにした。背後をとろうとして、お、と思った。ランタの暗黒恐怖ドレツドテラーはたぶん、フォロワＡを怯おびえさせるのではなくて、死にものぐるいの反撃に駆りたてた。ランタ的には大失敗だろうが、ハルヒロにとってはそうでもなさそうだ。フォロワＡはランタをぶち殺すことしか頭になくて、ハルヒロなんか眼中にない。これならあっさり背後をとれる。背面打突バツクスタブ？　いや――、

「せっかくだから、蜘蛛殺しスパイダー……！」

　ハルヒロはフォロワＡに組みついた。とりあえず瞬時に両腕を固める方法は身体に染みついている。まだ脚のほうはうまくいかないが、腕の自由を奪うだけでも蜘蛛殺しスパイダーの成功率はかなり高まる。ハルヒロはダガーをフォロワＡの顎あご下にぶっ刺して、そのまま掻かき斬った。すぐさま離れる。フォロワＡはまだ絶命していないので、いつまでもくっついていたら思いもよらない逆襲に遭う可能性があるからだが、それだけじゃない。

「ヅァラァァ……ッ！」

　ランタが斬りかかってきたのだ。ランタは死にかけているフォロワＡに渾こん身しんの一撃を浴びせると、さらに心臓を一突きしてとどめを刺した。

「ふわはははっ！　悪徳ヴアイス悪徳ヴアイスゥゥ……ッ！」

「――あっぶねって！　おれに当たったらどうするんだよ!?」

「おまえが死ねば、そのぶん悪徳ヴアイスが一つ増える！　メデタイッ！」

　なんてやつだ。知ってるけど。こういうやつなんだと思えば腹も立たない。いや、立つけど。立ちまくるけど。あきらめはつく――かな……？

「とう！　やあ……！」

　ユメが刈り払い、斜め十字の息もつかせぬ連続技コンボでフォロワＣを追いこむと、すかさずモグゾーが「どぅもー……っ！」と憤怒の一撃レイジブローでけりをつけた。

「一気にフォアマンを……！」

　こんなふうにわかりきったことを声に出して言うとき、ハルヒロは照れくささを感じてしまう。ただ、掛け声をかけることでパーティの意識が統一されて、勢いがつく、という面はある。恥ずかしがっている場合じゃない。

　ハルヒロたちはようやく動けるようになったフォアマンをタコ殴りにした。もちろんフォアマンだって必死だから、激しく抵抗する。そういう相手にどう対処すればいいのか。ハルヒロたちも経験から学んでいる。四方から囲み、闇やみ雲くもにみんなで一斉攻撃するのではなくて、相手が攻めてきたら防ぐ。防御している者以外が攻撃する。相手が力つきるまで、コツコツそれを繰りかえすのだ。

　結局、誰だれも負傷することなくフォアマンを倒すことができた。

　ランタの働きはいつもどおり微妙だったが、まあ完勝といってもいいだろう。

「三層はもういいんじゃねーの？」と、そのランタが言いだした。「この程度の相手じゃあ、歯応えなさすぎだろ。そろそろネクストステージにグレードアップしようぜ」

「またおまえはそうやって……」

　気が進まなかったが、さらにフォアマン一匹とフォロワ二匹をしとめて四層へ繋つながる井戸にたどりつくと、下りてみるのも手かな、という考えがハルヒロの頭をよぎらないでもなかった。

　今日はなんか調子がいいし。この流れを大事にしたい的な。

　その反面、調子がよすぎて怖いような気もする。こういうときって、だいたい足をすくわれたりしない？

「うーん……」

　井戸の前で、だいぶ考えこんでしまった。

　たぶん、五分くらいは。

「いつまで迷ってんだよ！」

　今回ばかりはランタにそう言われてもしょうがない。我ながら、ちょっと迷いすぎだ。こんなリーダーをみんなはどう思っているのか。モグゾーとシホルは気づかわしげだ。ユメはぽけーっとしている。メリイは思案顔。キレているのはランタだけだが、やっぱりよくない。決めるときは決めないと。よし。

　決めた。

「……明日にしよう」

「ハアァッ!?」

　ランタが即座に食ってかかってきた。予想はしていたが――うっせーよ、もう。

「いいだろ。何が悪いんだよ。各自、心の準備とかして、明日挑戦するってことで――」

「心の準備なんてなあ、こちとらとっくにできてんだよ！」

「おまえ一人だけできてたって意味ないだろ！」

「オレだけできてるっつーか、ただ単におまえの準備ができてねーだけだろうが！　この臆病チキン野郎が！」

　あー。

　やばいやばい。

　爆発してしまいそうだ。

　ハルヒロは目をつぶって深呼吸をした。感情的になって罵ののしりあってもいいことはない。我慢だ、我慢。でも、なんでランタなんかのために、こんなに我慢しなきゃならないんだ。ランタのせいで。ランタめ。

　目を開けて、ランタとは視線を合わせない。まともに顔を見てしまったら、きっと腹が立ってしょうがなくなる。

「明日は四層に下りる。今日は三層まで。ランタはおれの意見に反対なんだよな。他ほかのみんなは？」

　ランタ以外はそれでいいという答えだった。ランタは食い下がってくるだろう――と思ったら意外とそうでもなくて、肩すかしを食わされた。よくわかんねーやつだな。何なんだよ、いったい。

　それから三層を回ってフォアマンを二匹、フォロワを四匹、無傷で倒した。無事オルタナに帰りつくことができたし、稼ぎもわりとよかった。

　仲間と夕食をとって、シェリーの酒場で一杯やった。飲んでいたらキッカワがやってきて、お互いの話でちょっと盛りあがった。ランタはキッカワとは馬が合うみたいで、肩を組んだりしてちょっとどころかだいぶ騒いでいた。

　相性なのかな、とハルヒロは思った。考えてみれば、ハルヒロが一番、ランタと言い争いをしている。相性がよくないのかもしれない。

　みんなで酒場をあとにして、いくらか歩いてから、適当な理由をつけてハルヒロだけ引き返した。

　酒場の一階、カウンターの端のほうにメリイがいた。ハルヒロが近づいてゆくと、メリイは気づいて顔をこっちに向けた。

　いやがられたらどうしよう、とハルヒロは一瞬、怖くなった。ランタが言うように、自分は臆病チキンなのかもしれない、とも思った。まあ、間違いなく勇敢ではないけど。

　さいわいなことに杞き憂ゆうだった。メリイはほんのちょっとだけだが、笑ってくれた。

「どうしたの」

「えーと……どうってこともないんだけど。いい？　隣」

「どうぞ」

　ハルヒロはメリイの隣に座った。メリイはまた蜂はち蜜みつの酒、ミードを飲んでいたので、ハルヒロも同じものを注文した。このごろ、けっこう好きな物を食べたり飲んだりしている。ボロすぎる義勇兵宿舎から卒業することを考えてもいいかもしれない。

「メリイって、どこに住んでるの？　あ……」ハルヒロは自分で訊きいておいて、慌てふためいた。「いや、なんていうか、メリイが住んでる場所を知りたいとかそういうことじゃなくて、おれらもいいかげん宿舎暮らしやめてもいいかな、とか……で、どういうとこに住むのがあれなのかな、とか、何だろ、参考に、みたいな……」

「わたしは花園通りにある普通の貸し宿だけど」メリイはけろっとしている。「女の人ばかり泊まっている宿があって。ずっとそこで部屋を借りているの」

「あ。そうなんだ」

　変に意識した自分が馬鹿みたいで、穴があったら入りたい。入らないけど。額に汗がにじんでいる。ハルヒロは額に掌を押しつけて、さりげなく汗をぬぐった。

「へえ。いいね、それ。やっぱり、隣の部屋が男だったりすると、いやだろうし」

「宿舎を出るなら、ユメとシホルに紹介してあげようかな」

「うん。二人とも喜ぶんじゃない？　まあ、まだ出るって決まったわけじゃないんだけどね。ていうか、そういう話もしてないんだけど……慣れちゃったし、あれはあれで平気っちゃあ平気なんだけどね。べつに。いろいろ不便だけどさ」

「宿舎か」メリイは目を伏せてミードを一口飲んだ。「懐かしい」

　メリイがあのオンボロ宿舎に泊まっていたころは、きっと最初の仲間たちと一緒だったはずだ。

　今はもういない仲間たちと。

「……人が増えたんだよね、宿舎」ハルヒロは、ははは、と笑った。自分でもなんで笑ったのかわからない。無意味な笑いだ。「ほら、新しく見習い義勇兵になったって人たちがさ。部屋は離れてるし、まだ何人かに挨あい拶さつくらいしかしてないんだけど」

「どういう人たち？」

「レンジみたいなのはいないっぽいかな。でも……おれらほど頼りない感じでもなくて」

「そんなに自分を卑下することはないと思うけど」

「卑下してるように見える？」

「少し」

「だよなあ……」ハルヒロは頭を抱えたくなったが、髪の毛を引っかきまわすだけにとどめておいた。「よくないよな。もっと堂々としてられればいいんだけど。なんかおれ、そういうキャラでもないし」

「自信満々の、ハル」メリイは目め許もとをゆるめた。「たしかに、らしくない」

「でしょ？　いや、ここで、でしょっていうのもどうかと思うんだけど」

「真剣に考えすぎなんじゃない？」

「え？　おれが？　そう？　真剣に？　そうかな」

「ランタとも、まともにやりあってるでしょ。だから喧けん嘩かになる」

「あー。それはそうかも。うまく流せばいいんだよな……」

「うまくやろうとするから、難しくなるんじゃない？　適当でいいと思うけど。いざというときは、どうせ真剣にならざるをえないんだし」

「適当かあ……」

　そもそも、自分が真ま面じ目めな人間だとは、ハルヒロにはとても思えない。でも、パーティのリーダーをやることについては、ああでもないこうでもないと頭を悩ませている。自分なりに真剣に考えていることは事実だ。

　たぶん、向いていないからだろう。

　向いていたら、素質があれば、きっとこんなに悩まない。

　最後に思うことはいつも同じだ。

　正直、代われるものなら、誰かに代わってほしい。

　こうやって話していると、メリイのほうが圧倒的に適性がありそうだし、代わってくれないかな。

　言えないけど。そんな情けないことは、さすがに。

「おれ、さ。メリイに訊いておきたいことがあったんだ」

「何？」

「サイリン鉱山のこと」

「ああ……」メリイはそう言ったきり、口をつぐんだ。

　これからハルヒロたちは、四層、五層と下りてゆくことになるだろう。

　かつてのメリイたちのように。

　そうすれば、いつか必ずそこを訪れることになる。

　仲間たちを亡くした現場に、メリイはふたたび足を踏み入れないといけない。

　ハルヒロは経験があるからわかる。

　それは、つらい。

　とても苦しい。

　鎧よろいゴブとホブゴブリンを偵察しに行くたびに、ハルヒロは胸がむかついた。悲しみや怒りよりも、ひたすらやりきれなかった。

　マナトがまさに息をひきとったその場所には、じつはあれ以来、ハルヒロたちはほとんど近づいていない。そんな場所が存在すること自体、忘れてしまいたいほどだ。

「メリイは、いやじゃないのかなって。サイリン鉱山に行くの。無理、してない？　べつにそんなふうに見えるわけじゃないんだけど、でも……」

「気持ちよくは、ない」メリイは噛かみしめるように答えた。「あそこでは、いい気分にはなれない。今も、たぶんこれから先も、ずっと」

「……だよね」

「だけど、乗り越えないといけないから」メリイは頭を振って、「――違う、乗り越えたいの。そうしないと、前に進めない気がして。だけど、わたし一人じゃ、きっと乗り越えられない。誰かの力を借りないといけないなら……あなたたちがいい。あなたたちは、わたしを仲間だって言ってくれたから」

　なぜかハルヒロは目頭が熱くなった。なぜか、じゃない。嬉うれしかったのだ。

　メリイはハルヒロたちのことを頼ってくれている。

　仲間だと認めてくれている。

　信じてくれている。

　そして、そのことをこうやって話してくれた。

　何よりも、ハルヒロにはそれが嬉しくてたまらなかった。

「――迷惑かもしれないけど」

　そう付け足したメリイがいじらしくて、抱きしめたい――なんて、だいそれたことは思わなかった。無理だし。そんなことはメリイだって望んでいないだろう。

　でも、かわいい、と感じた。

　守ってあげなきゃ的な？

　まあ、実際、守れるのかっていうと、微妙だけど。

「迷惑なんかじゃないって」

　ハルヒロは笑みを浮かべてみせた。頼り甲が斐いがありそうに見えるといいのだが、たぶん柄じゃない。せめて、ちょっとでもメリイが安心してくれるといい。

「迷惑なわけないよ。力なんて、いくらでも貸すし。できないことはできないけど、できることなら――って、こういうこと言うから、恰かつ好こうつかないんだよな、おれ」

「ハルは、それでいいんじゃない？」

「いいのかなあ」

　それからメリイは、小声で恥ずかしそうに「ありがと」と言った。

　やばいな、これ。

　メリイのことが好きになってしまいそうな気がしたのだ。

　ならないけど。

　――だって、おれなんかじゃ、釣りあわないって。
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　やっぱり自分には向いてはいないと思う。性格的にも、能力的にも。そのへんを改善してどうにかするのは、ちょっと難しいだろう。

　それでも昨夜メリイと話して、ハルヒロは決意を新たにした。

　リーダー、がんばってみよう。優秀なリーダーにはなれないかもしれないが、それなりくらいは目指してみよう。

　そんなわけで、昨日、宣言したとおりやってきたサイリン鉱山四層――。

「みてみて。なあなあ。みてみてみて」ユメが柵さくから身を乗りだして、その向こうを指さした。「あの生き物、けっこうかわいいやんなあ」

　すぐさまランタが「どこがだよ！」と反論した。今回ばかりはハルヒロも同意見だ。

　柵の向こうでよたよたしている生き物たちは、ぱっと見、豚に似ている。でも、なんとなく鼠ねずみのようにも見える。鼠を豚サイズまで巨大化させて毛をむしったらこうなるかな、という感じだ。

　コボルドがどう呼んでいるのかは不明だが、義勇兵たちはその生き物を、豚鼠、と称しているらしい。

　まさしく、豚鼠だ。

　柵で囲いがたくさん作ってあって、その中で豚鼠たちが飼われている。いや、豚鼠だけじゃない。

「ユメはかわいいと思うけどなあ。あ、でも、あっちのもかわいいなあ」ユメは別の囲いに駆けよった。「……うわあ。よく見たら、こっちはそうでもないかもなあ」

「……その、生き物は……」シホルは囲いに近寄らないようにして身をすくめている。それでも生き物に目をやっているのは、怖い物見たさというやつか。「……明らかに、きもい……と思う。それも、かなり……」

「う、うん……」モグゾーがうなずいた。

「……なんか、さ」ハルヒロは豚鼠じゃないほうの生き物を一いち瞥べつした。直視する気になれない姿形だ。「やばいよね。なんていうか、やばい。見ちゃいけないようなものを見たような気分にさせられるっていうか」

「ああ……」メリイは微かに顔を引きつらせている。「わかる、かも。なんとなく」

　豚鼠じゃないほうには、手も足もない。尻尾しつぽもない。細長くはなくて、太長い。豚の四肢と尻尾をもいで引きのばしたような姿をしていて、わりと怖い。

　その名も、豚蚯蚓みみず、というらしい。

　もちろん義勇兵が勝手につけた名前みたいだが。

「ふーむ」ランタが剣をのばして豚蚯蚓を突こうとした。

「おい」ハルヒロはすかさず止めた。「やめろって、ランタ」

「あぁん？　うっせーな。ちょっとやってみようとしただけだろ。マジでやるわけねーだろうが」

「やってみようとしたと、マジでやるわけないが、なんで繋つながるんだよ」

　言ってから、ハルヒロは後悔した。ランタなんて適当に流せばいいのに、ついまともに反応してしまった。

「オレの中では繋がってんだよ」

「あ、そう」

「繋がりまくってんだよ。わかるか？」

「わかるわかる」

「じゃあ、どういうことか言ってみろよ」

「おまえの中では繋がってるんだろ」

「そのまんまじゃねーか！」

　言いつのるランタを無視して、ハルヒロはもう一度、豚蚯蚓の群れをちらっと見た。やつらが身体からだをくねらせて這はっている様子は、悪い夢に出てきそうだ。

「あれがコボルドの食い物か……」

　サイリン鉱山四層は、農場、と呼ばれている。

　このへんは農場というより牧場だが、闇やみ茸きのこや鬼おに羊し歯だ、それから鉱山内のあちこちに自生して光源になってもいるヒカリバナといった、太陽の光がなくても育つ奇怪な植物も栽培されている。

　コボルドも生き物だ。食べないと死ぬ。一層のレッサーコボルド以外はめったに外には出ないようだから、鉱山の中で自給自足しないといけない。

　鉱脈が枯渇していて、だだっ広いこの四層は、連中の食糧基地なのだ。

「隠れて」と、不意にメリイが手を下に押っつけるような仕し種ぐさをした。

　ハルヒロとシホル、モグゾーとランタはただちに体勢を低くしたが、ユメだけは立ったままでいる。

「ほ？　なしたん？」

「――じゃないだろっ」ハルヒロは慌ててユメの腕をつかみ、強引にしゃがませた。しゃがませるだけのつもりだったのだが、ユメは「ふにゃっ」と尻しり餅もちをついた。

「いったぁ……」

「ご、ごめん。や、でも、ていうか――」ハルヒロは「しーっ」と唇に立てた人差し指をあててみせた。口だけ動かして、静かに、と言ったら、ユメも理解したようで、こくこくと首を縦に振った。

　ハルヒロたちは柵にしがみつくようにして、三分間くらいはじっとしていただろうか。

　ランタが、ひょっ、と柵の上から顔を出した。「――ん。いねえ。と思う」

「思うって……」ハルヒロもそっと柵から頭を半分ほど突きだして、あたりを見まわしてみた。遠くにエルダーが一匹いる。が、こっちに背を向けている。遠ざかってゆこうとしているようだ。「……いるし。もうちょっと隠れてよう」

　ところが一分後、また様子を確認してみたら、別のエルダーがこっちのほうに近づいてこようとしていた。

「やばっ」

「おいおいおい」ランタがため息をついた。「いつまで隠れてりゃいいんだよ。いっそのこと、やっちまったほうがいいんじゃねーのか」

「んー……」

　ハルヒロはメリイに視線を向けた。メリイは首を振った。

「やめたほうがいいと思う。四層から下は、三層までとは違うから。一瞬で片づけないと、火がついたみたいな騒ぎになる」

　ランタは、へっ、と鼻を鳴らした。「だったら、一瞬で片づけりゃいいだろうが」

　ハルヒロはうんざりして、「簡単に言うなよ……」

「できる、かも」と、シホルが言いだした。「……あたしの、魔法で」

「あ」ハルヒロは目を見開いた。「そっか。睡魔の幻影スリーピーシヤドー」

「うん。でも……失敗したら、危ないし……やめておいたほうがいい、かも……」

「おまえなあ」ランタは人をむかつかせてやまない呆あきれ顔になった。「失敗したときのことなんか考えてたら、水も飲めねーぞ。どんな水にだって、毒が混じってるかもしれねーんだからな。わかるか、オレの言ってること。わかんだろ。な？」

　たとえ話をするなら、もうちょっとましなたとえを考えろと言いたいところだが、ハルヒロは流すことにした。このパーティのリーダーとしては、何はともあれスルーのスキルを磨きあげるべきだ。

「シホル。自信がないならやらなくていいけど、べつにないわけじゃないなら、やってみない？　せっかく思いついたんだしさ」

　消極的なシホルが自分から何かを申し出るなんてめずらしい。背中を押してあげたい。

　シホルはしばらくうつむいていたが、やがて顔を上げた。「……やってみて、いい？」

　誰だれも反対しなかった。

　エルダーを睡魔の幻影スリーピーシヤドーの射程、十二メートル以内まで引きつけてから、シホルが柵から顔と杖つえを出して呪じゆ文もんを唱えた。

「オーム・レル・エクト・クロム・ダーシュ」

　杖の先から放たれた影のエレメンタルは、影鳴りシヤドービートのときほど速くない。でも、静かだ。音もなく飛んでいって、エルダーをとらえた。顔面だ。影のエレメンタルがエルダーの鼻や耳、口からその体内に入りこむ。エルダーはすぐにふらつきだして、間もなくばったりと倒れた。
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「よし！」

　ハルヒロが号令をかけると、みんな一斉に駆けだした。

　眠っているエルダーに襲いかかって、卑劣だよなあ、なんて思ったりしている場合じゃない、急いで、一気にとどめを刺す。

　手を下したのはランタだった。こういうときはやけに素早い。

「グハハッ！　悪徳ヴアイス、労せずゲェーツッ！　いよしてめえら！　身ぐるみ剥はいじまえ！」

「なんでおまえが命令してんだよ」

　ハルヒロは思わず言い返してしまった。いけないいけない。スルースルー。

　四層のエルダーは三層のエルダーとは違い、鉄の板を張りつけた鎧よろいを着て、鉄製の鞭むちを持ち、輪にした鉄線を腰にくくりつけていた。お守りタリスマンはわずかに青みがかった銀色に光る耳飾りで、けっこうモノがよさそうだ。

「楽勝やったなあ。えるだあ、ちょびっとかわいそうやったけど。やるなあ、シホル。魔法でぴゅぴゅーってやってなあ」

「う、うん。シホルさんの、おかげだね」

　ユメとモグゾーに褒められて、シホルは「……そ、そんな……」と恐縮している。

「いや、でも――」ハルヒロはシホルに向かって親指を立ててみせた。「バッチリだよ。ほんとに。相手が一匹で、こっちが気づかれてなきゃ、この方法で確実にいけるってことがわかったわけだし」

「しとめたのはオレだけどな？」

　はい、スルー。

「このエルダー」メリイはエルダーの死体を見おろして、六芒を示す仕種をした。「ここに放置しておくのはよくない」

「あー」ハルヒロは柵を見た。「とりあえず突っこんじゃおうか。柵の中に」

　引ん剥かれたエルダーの死体を、モグゾーとハルヒロの二人がかりで豚鼠たちの囲いに放りこんだ。ランタも手伝えよと思ったが、めんどくさいので言わないでおいた。

　程なく恐ろしいことが起こった。

「うお……」

　豚鼠たちがブヒブヒ鳴きながらエルダーの死体にたかって――まさか、食ったりしないよね……？

　そのまさかだった。

　食っている。

　そうとうな勢いで貪むさぼり食っている。

　食い争っている。

　ユメが「食物連鎖やなあ……」とかなんとか呟つぶやいたが、そういう問題なのか。なんか違わない？

「……うう」シホルは杖にしがみついて、今にも卒倒しそうだ。

　メリイは吐き気を催したのか手で口を押さえた。モグゾーは呆ぼう然ぜんとしている。

「むしろ、好都合じゃねーか」ランタだけは変にニヤニヤしながら凄せい惨さんな光景を見物している――んだけど。「いくらぶっ殺しても、死体は豚鼠どもが処理してくれるっつーことだろ。まあ、この豚鼠どもはいずれコボルドの胃袋に収まるわけだから、そう考えると微妙にきもいけどな。つっても、オレらが共食いするわけじゃねーし、知ったこっちゃねーよ。ははははは……」

「脚、ちょっと震えてね？」

　ハルヒロが指摘すると、ランタは「あ、ああん？」と凄すごんでみせたが、さっぱり怖くない。顔色がよくないし。

「ふ、震えてねーよ。ど、どこが震えてんだよ。お、おまえが震えてっからオレが震えてるようにみ、見えるんじゃねーのかい？」

「かいって何だ」

「うっせえ！　かいは……かいは、えーとそうだ、は、破壊のかいだ！」

「気持ち悪いんだったら、無理して見なきゃいいだろ……」

「ヴァ、ヴァーカ。気持ち悪くなんかねーっつーの。このくらいなんともねーよ。逆に大好物だっつーの。暗黒騎士にエロとグロはツキモノなんだからな」

「グロはともかく、エロは関係なさそうだけどな」

「そこは関係あってほしいだろ、男子的に！」

　ともあれ、この死体処理方法はどうかと思うし、突然のご馳ち走そうにハッスルしている豚鼠たちの様子をうかがいにきたのか、数匹のエルダーが駆けつけてきたので、また身を隠す必要に迫られた。隠れるだけじゃなくて、ここから離れないとまずい。

　ただ、移動しようにも、豚鼠や豚蚯蚓みみずの囲いがある一帯は柵さくが高くて隠れやすいとはいえ、見回りのエルダーがぐっと増えた。

　さりとて闇茸や鬼羊歯、ヒカリバナの農園は、柵なんかなくて見通しがいいし、けっこうローワーカーやワーカーが畑仕事をしていたりする。

　ハルヒロたちは結局、追いやられるように四層の隅っこのほう、まだ中で生き物が飼われていない空っぽの囲いだけがある一角まで、こそこそと逃げてきた。

「……四層って、もしかしてやりづらい？」

　柵に背をもたれさせてハルヒロが訊きくと、メリイは少し考えてから、

「条件はよくない、かも。わたしたちも――あ……」

　そこで、しまった、という顔をしたのは、自分とかつての仲間を「わたしたち」と表現したことで、今の仲間、つまりハルヒロたちが気分を害するのではないかと心配したのだろう。

　ハルヒロが、気にすることない――と言おうとしたら、先を越された。

「んだよ。いちいち気にするなって、そんなこと」

　よりにもよって、ランタに。

「オレらがそんなに心の狭い連中に見えるか？　どっちかっつーと、ワイドサイズなほうだろ。オレはついでにワイルドでもあるけどな。惚ほれんなよ？」

「うん。惚れない」メリイは即答した。

「ずこーっ」

　ベタベタなずっこけを披露するランタを見て、メリイはくすっと笑った。

　なんだか胸がもやっとして、ハルヒロは、あれ、と思った。――おれ、ひょっとして、嫉しつ妬としてる？　しかも、ランタに嫉妬するって……。

　ハルヒロは咳せき払ばらいをして気をとりなおした。「――じゃあさ、五層はどうなんだろ」

　メリイは慎重に答えた。「四層よりは、たぶん」

「ほーほー」とユメが軽くうなずいた。

「……だったら」シホルがおずおずと言った。「五層に……下りる？」

　モグゾーが鼻から、すーん、と息を吐いた。

　ランタがニヤッと笑った。「決まりだな」
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　井戸の縄なわ梯ばし子ごを下りて五層に到達したとき、最初に感じたことは――暑い。四層まではどちらかというとひんやりしていたのに、この五層は違う。明らかに温度が高い。

　理由はすぐにわかった。五層には、坑道に沿って大小の炉がずらっと並んでいる。採掘された鉱石を運びこみ、ここで製錬しているらしい。五層は製錬所なのだ。

　もちろん、稼働している炉ではコボルドワーカーたちが忙しく立ち働いている。そうはいっても、ぜんぶがぜんぶ稼働中なわけじゃない。動いていない炉もあるし、ワーカーの休憩所みたいな場所もあるようだ。コボルドだらけのところもあれば、閑散としているところもある。たまにふらっとエルダーやワーカーが現れる。そんな義勇兵にとっては穴場的なスポットもあったりする。

　メリイがいくつか穴場を知っていたので、ハルヒロたちはそのうちの一つに陣どってみることにした。

　そこは坑道の端なのだが、行き止まりじゃなくて、なぜか道がぐるっと円を描いている。稼働している炉まではけっこう距離があって、ワーカーの休憩所とエルダーの監視所がそう離れていない場所にある。気分転換に散歩でもしているのか、ときおりコボルドが姿を見せるらしい。

　ハルヒロたちはコボルドを待ち構えた。

　……なかなかこない。

「んあぁぁーッ！」

　痺しびれを切らして、ランタが変な声を出した。

　ユメがため息をついてみせた。「そんなに待つのがつらいんやったら、そのへんで眠ってたらいいのとちがう？」

「そうやっておまえ、オレが寝たらこれ幸いとばかりに置き去りにするつもりだろ」

「よくわかったなあ」

「わかんだよ、ちっぱい。おまえの考えそうなことなんてな。お見通しだ！」

「ちっぱいゆうな！」

「言うなっつわれて言わねー馬ば鹿かがどこにいるんだよ。ちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちーっぱいっ」

「むううううううう……」

「ユ、ユメ……」シホルがユメの背中を撫なでた。「あの、ユメはちっぱいなんかじゃ、ないと思うから……」

「うゅー。おっぱいほんとにおっきいシホルにゆわれるとなあ」

「え……あ、あたしは太ってるだけで……でも、ご、ごめんなさい……」

「んーん。ユメこそごめんなあ。気にしないで。シホルのおっぱいは、シホルがおっきくしたわけじゃないもんなあ。ユメのおっぱいやって、ユメがちっさくしたわけじゃないし。それにな、ユメ、狩かりゆ人うどやからなあ、弓矢たまあに使うやろ。そのときにな、おっぱいおっきかったら邪魔かもなあって、少し思うやんかあ」

「……それは――そうかも、ね……」

「なあ。狩人はやっぱり、ユメの天職なんかもなあ」

「おいおいおいおい、そんな理由でかよ……」

　ほんのちょっとだけランタに共感しないでもなかったが、この話題にはふれないでおいたほうがいい。ここはスルーだ。スルー。スルー。

　じっとスルー・スキルの経験値をためてレベルアップを目もく論ろんでいると、何かが近づいてくる気配がした。

　五層の大部分はかなり騒がしいのだが、この穴場周辺は静かだ。坑道なので、物音もよく響く。

　足音らしきものが聞こえる。

　たぶん、コボルドだろう。

　ハルヒロは手をあげて、人差し指で向こうを示した。それから親指を立てて、下に向ける。サイリン鉱山に通うようになってから決めた、敵が接近、準備しろ、の合図だ。

　ユメが弓に矢をつがえて目をつぶり、深呼吸をした。モグゾーはバスタードソードを、ランタはロングソード、シホルは杖つえを、そしてハルヒロはダガーを構える。メリイも錫しやく杖じようを握りしめた。

　見えた。

　エルダーだ。

　ユメが目を開ける。特殊な眼球運動と暗示で遠目がきくようにして、さらに動体視力を向上させるスキル、速はや目めを発動させたのだ。

　矢を放つ。

「がぅっ」

　当たった。

　エルダーの顔面だ。

　身み悶もだえるエルダーの後ろから、もう一匹きた。あれもエルダーだ。エルダーが二匹。手負いのエルダーＡと無傷のエルダーＢ。

「モグゾーは無傷のやつを……！」

　ハルヒロが指示を出す前にモグゾーは駆けだしていた。

　ランタはエルダーＡに襲いかかる。「――ころーす……！」

　ユメは弓を置いて剣鉈を抜いた。

　シホルが呪じゆ文もんを唱える。「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　影鳴りシヤドービートだ。杖の先から黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが発射された。

　エルダーＢが幅広の剣でモグゾーのバスタードソードを受け止める。その瞬間、影のエレメンタルがやつの腹に命中した。ぶるんっ、とその全身が震える。

「ふんなぁーっ！」モグゾーはエルダーＢの剣を押しきって、そのまま頭にバスタードソードを叩たたきこんだ――が、エルダーＢがとっさに身をよじったので、頭ず蓋がいをかち割ることはできなかった。側頭部を斬きり裂かれながら、エルダーＢが跳び下がる。

「うおらあァァ！」ランタがエルダーＡを突き倒して、胸の真ん中あたりにロングソードをぶちこんだ。

　ハルヒロとユメがモグゾーに加勢しようとすると、エルダーＢが回れ右した。

「逃がさないで……！」とメリイが叫んだ。

「にゃー！」ユメが剣鉈を左手に持ちかえ、右手で投げナイフを抜くなり投げた。

　星ほし貫ぬきのスキルだ。

　投げナイフはエルダーＢの肩の下あたりに突き刺さった。でも、エルダーＢは倒れない。逃げてゆく。モグゾーがどたどた走って「うがーっ！」とバスタードソードを振りおろしたが、届かなかった。

「任せろ……っ！」ハルヒロは脚を速めてユメを引き離し、モグゾーを追い越した。

　エルダーＢはハルヒロに背中を向けている。必死に逃走しているから無警戒だ。負傷しているので、足あし許もとがちょっとあやしい。これなら追いつける。

「蜘蛛殺しスパイダー……！」

　組みついて、一気にダガーで首を掻かき斬った。

　すぐに突き放す。

　エルダーＢはしばらくじたばたしていたが、やがてばったりと倒れた。

　ハルヒロは、ふう、と息をついた。「……やった」

「悪徳ヴアイスゲェーツッ！」とランタが野蛮な喚声をあげた。

　どうやら、エルダーＡも絶命したようだ。

「なんか――」ハルヒロは口許がゆるむのを止められなかった。

　決してきれいな形ではなかったけど。

　でも、なんか――悪くなかった、ような。

　神官のメリイに余計な負担をかけることなく、みんなそれぞれ持ち味を発揮して、サクッと終わらせることができた。これぞ連係、みたいな。

「けっこうよかったよね？　今の。いい感じじゃなかった……？」

「ぼ、ぼくも」モグゾーがバルビュートを被かぶった頭を何度も上下に動かした。「そう思った。なんとなく、だけど」

「そやなあ」ユメが小鼻をふくらませて、左手で自分の右上腕を叩いてみせた。「ユメの矢ぁと、それから、星貫もさくれつしたしなあ。えるだあには悪いけど、ユメなあ、気持ちぃーかったっ」

　シホルも顔をほころばせている。「……テンポがよかった……ような。次に誰だれが何をするか、自然とわかって……ちゃんとそのとおりになる、みたいな……」

「ええ」メリイが微笑ほほえんでくれた。「よかったと思う」

「すべてオレのおかげだけどな！　まさにッ！　オレ・イズ・マイン！」

　……ランタだけは相変わらず、か。

　まあ、スルーすればいいだけの話なのだが、我慢できなかった。

「オレ・イズ・マインっておれはおれのものってことだから、すげーあたりまえっていうか、おまえがおまえのものじゃなかったら、いったい誰のものなんだよ……」

「ち、違った！　オレ・イズ・マインじゃねえ、えっと、オレじゃなくてワールドだワールド！　ワールド・イズ・マイン！　ちょ、ちょっと間違っただけだろうが！　世界はオレのもんだってことを言いたかったわけ！」

「あっそ。よかったな」

「さてはぜんぜんいいと思ってねーな？　そういう言い方だな？」

「思ってる思ってる。おめでとう」

「ありがとう！」ランタは地面を蹴けった。「――って、なんでハルヒロごときに礼なんか言わなきゃならねーんだよ！」

　いつもならランタが何をしようが頭にくるだけなのだが、不覚にも微妙におかしくて少しだけ笑ってしまった。なごやかな雰囲気の中で戦利品の回収にとりかかろうとしたら、何か違和感のようなものを覚えて、ハルヒロはあたりを見まわした。

「どうし――」

　たの、とメリイは言おうとしたのだと思う。

　言い終える前に、ハルヒロと同じものを目撃したのに違いない。

　弧を描いている坑道の向こうで、何かが顔を出している。

　何かというか、コボルドだ。

　ハルヒロとメリイの視線に気づいたのか、コボルドは顔を引っこめた。

「おォ？」ランタはエルダーＡの死体からタリスマンを剥はぎとって、「こいつ、よさげなモン持ってんな。おまえら見てみろよ、これ――」

「待って」ハルヒロは手をあげてランタを黙らせ、メリイと目を見あわせた。「……どう、思う？」

「あ？」ランタは首をひねった。「何がだよ？」

「どうかしたん？」ユメはエルダーＢの死体の前で片膝をついている。

　その隣にしゃがんでいるシホルが、ハルヒロのほうを見てまばたきをした。「……え？　な、何……？」

「ぬぅー……」モグゾーは腰を落とした。

　メリイは顎あごに指をあてて、「……どう、って――」




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




　声が聞こえた。犬の遠とお吠ぼえに似ている。似ているというか、聞こえた感じではそのものだ。でも当然、声の主は犬じゃないだろう。

　コボルドだ。

　エルダーかワーカーかはわからなかったが、さっきのコボルドか。

「お、おい……」ランタは唾つばをのみこんで、手で口をこすった。「な、何だ？　や、やばくねーか、今の……」

　メリイが目を見開いてうなずいた。明らかに焦っている。「まずい、あれは――」




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




　遠吠えが連鎖した。

　一匹の声じゃない。最初のコボルドが吠ほえて、それを聞いて別のコボルドが吠え、そしてまたそれを聞いた別のコボルドが吠えて――何匹ものコボルドが吠えている。

「に、逃げよう！」

　ハルヒロは即断した。ユメとシホルの腕をつかんで「た、立って！　ほら！」と立ちあがらせる。逃げる。そうだ。逃げるんだ。でも、どっちに？　一瞬、わからなくなった。落ちつけ。一緒じゃないか。そうだ。ここは坑道の端で円を描いている。どっちに行っても同じなんだ。だけどその先は？　五層はそれなりに入り組んでいる。道はわかるか？　迷わずに四層への井戸まで行けるだろうか。道を覚えるのはそんなに苦手じゃない。大得意ってわけじゃないけど。たぶん、なんとかなる――ような気がする。自信はそんなにない。やっぱり、動揺しているし。

「きて……！」メリイが走りだした。

　そうか。

　メリイなら。メリイについてゆけば。メリイはここに通ってたんだから。

「い、行こう、みんな……！」

　言わなくてもわかるようなことを言って、ハルヒロはメリイのあとを追った。ちょっと走ってから振り向いた。全員ついてきていることを確認して、だめだ、これじゃ、と痛切に思った。リーダーなのに。ほとんど我先に逃げている。瞬間、仲間のことを忘れていた。情けなくて、恥ずかしい。ユメとかシホルなんか、完全に泡を食っているのに。安心させてやらないと。安心……？

　この状況で？　どうやって？

「大丈夫、だから……っ！」

　ハルヒロは噛みそうになりながらそんなことを言って、どこが大丈夫なんだよと自分で自分にツッコんだ。少なくとも、ハルヒロは大丈夫じゃない。笑えるくらい、いや、笑う余裕なんてとてもないが、テンパっている。

　後ろを向いたままでは走れないから、前を向いて走る。揺れる。視界が揺れる。なんでこんなに揺れるんだっていうくらい揺れる。心臓がバクバクバクバクいっている。こういうのか。心臓が口から飛びだしてきそうって。

　間もなく円の部分を出た。しばらく行ったところに監視所がある。それから、休憩所。きたときは監視所も休憩所もがらんとしていた。今は違う。休憩所からワーカーらしいコボルドが出てくる。どんどん出てくる。

「やばいやばいやばい……！」

　思わず口走ってしまった。頭の中が「やばい」と「どうしよう」で埋めつくされる。メリイが脚をゆるめた。つられてハルヒロも速度を落とす。そっか。そうだよ。向かう先にはコボルドがいるのだ。このまま進んだらコボルドの群れに突っこむことになる。でも、引き返したって逃げ場はない。突っこむしかない。だけどメリイが突っこんだら。

「モ、モグゾー！」ハルヒロは振り返った。「ま、前に！　先頭！　雄叫びウオークライ……！」

「うなぁーっ！」モグゾーはやけくそっぽい声で答えて、ドタドタドタドタすごい勢いでハルヒロとメリイを追い抜いていった。

　十匹か、もしかしたらそれ以上のコボルドたちが、何か火かき棒的なものを振りあげてモグゾーに殺到する。

「ふぬっ……！」

　モグゾーは急停止した。何本かの火かき棒がモグゾーをバッツバツ殴打する。モグゾーは怯ひるまず、両足を踏んばって絶叫した。

「るおおおおおおおおおぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉぉぉん……！」
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　戦士のスキル、雄叫びウオークライだ。独特な発声法でとんでもない大声を出して、敵を威嚇する。何の準備もなくまともに聞いたら、人間だろうと他ほかの種族だろうと怪物だろうと、まず身がすくんでしまうだろう。

　あるコボルドは跳びあがった。またあるコボルドは腰を抜かした。あとずさって頭を抱えたコボルドもいる。

「今だ……！」とモグゾーが妙に男らしい声で言った。

　ハルヒロは懸命に脚を動かした。「一気に……！」

「うっひょーぉっ！」ランタが奇声を発した。

　メリイはハルヒロの隣を走っている。

　ユメは？　シホルは？

　ハルヒロはちらっと後ろを見た。いる。二人とも。

「は、走れ！　走れ！　走れ……！」

　こんなことしか言えないなんて、すっげーしょぼい。ハルヒロとメリイはすぐモグゾーに追いついてしまった。モグゾーは足が速くないのもあるけど、鎧よろいがとにかく重いから。ガシャガシャガシャガシャ鳴りまくっているし。ハルヒロが前に出てしまったほうがいいのか。いや、よくない。だめだ。行く手にまたコボルドが。というか、コボルドたちが。何匹いるのか。よくわからない。

「す、すぐには、無理！」とモグゾーが懸命に脚を動かして、荒い息をしながら言った。

　雄叫びウオークライは連発できない。

　どうすれば？

　ハルヒロは叫んだ。「つ、突っこむしか……！」

　声が裏返ってしまった。突っこむ？　いいのか、それで。だって、他に方法がないじゃないか。誰だれかに八つ当たりできるのならしたい。それどころじゃないわけだけど。

「おお！　おお！　おおおおお……！」

　モグゾーの掛け声は悲壮だった。

　コボルドたちとモグゾーが、ぶつかる。

　ズガグシュオッ――みたいな感じのひどい音がした。

　三匹か四匹のコボルドが吹っ飛んで、モグゾーはつんのめった。転ぶ。転んでしまう。モグゾーはすっ転んで、転がる。その勢いのまま、ひゅいっと起きあがった。

「……むお？」

　モグゾーは自分でもなんでそうなったのかわからないようで、不思議そうにしている。

「止まるな、モグゾー！」

　すかさずハルヒロがうながすと、モグゾーは「ふぉっ!?　ふぉんっ！」と応じてまた走りだした。ふぉんって何だ、ふぉんって。

「そこを右……！」メリイが道を示した。

「くんな、こらぁっ！」ランタの声が聞こえた。

　シホルが「きゃっ」と悲鳴をあげた。ハルヒロは振り返った。シホルのローブの裾すそがコボルドにつかまれている。

「はちょーっ！」とユメがコボルドの手首に剣鉈を叩たたきこんだ。コボルドの手がちょんぎれて、おかげでシホルは引き倒されずにすんだ。

「うなーっ、うなぁーっ！」モグゾーはバスタードソードを振りまわして、コボルドを追い散らしながら走る。

「っ……！」メリイも接近してきたコボルドを錫しやく杖じようで押し返した。

　うっわー。

　――何っにもしてねーよ、おれ。

　逃げてるだけだよ。まあ、逃げる以外にできることがないんだけど。

　なんでこんなことになってしまったのか。いい感じだったのに。そう。いい感じだったんだ。すごく感触がよくて、雰囲気もよかった。みんな浮き立っていた。もしかして、調子に乗っていた……？　いや、おそらくそこまではいかない。調子に乗ろうとしていた。調子に乗る一歩手前くらいだった。

　油断していたのか。

　否定はできない。

　実際、コボルドに気づかなかった。というか、気づいたときにはもう遅かったのだ。遅かった？　本当に？

　ハルヒロは何もしなかったが、何かできたかもしれない。対処のしようがまったくなかったとは言いきれない。

　結局、浮かれていたのだ。

　図に乗ると、ろくなことが起こらない。マナトを失ったときだって、いけるだろ、みたいな気持ちが仇あだになった。それなのに、同じ失敗を繰りかえした。マナトが命と引き替えに与えてくれた教訓を活かせなかった。

「何やってるんだよ、おれ……！」

　最悪だ。ひどすぎる。どうしようもない。だけど自分を責めても状況がよくなるわけじゃない。何をしたってこの状況が好転するとは思えない。

　無理だ。逃げきれない。終わった。終わりだ。

　だって、すごいコボルドだ。ものすごい数のコボルドじゃないか。まっすぐ進めば前にも後ろにもコボルドがいる。曲がればその先にもコボルドがいる。コボルドだらけだ。自分たちはどこにいるのか。ハルヒロにはさっぱりわからない。ただメリイについていっているだけだ。

　モグゾーが目に見えて遅くなっている。でも、抜いたらハルヒロが先頭に立つことになってしまう。できない。できないよ。先頭なんて。自分にはできないと思うけど。

　モグゾーは、ひい、ひい、ひい、と息をしている。そうとう苦しそうだ。それでもバスタードソードをぶんぶんぶんぶん振りながら走る。というか、走ろうとしている。死にものぐるいで、モグゾーはがんばってくれている。――ごめん。

　ごめん、モグゾー。

　ハルヒロは泣きたくなった。何が、できない、だ。できなくてもやるしかないだろ。少しでもいい、休ませなきゃモグゾーが脱落してしまう。モグゾーがいなくなったら、どっちにしても逃げられないのだ。

「モグゾー、おれが前に出るから……！」

　怖えっ。

　泣きそう。

　どうにでもなれ。

「うわあああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ハルヒロは思いきってモグゾーを追い越し、突っかかってきたコボルドに飛び蹴げりを食らわせた。ああでもコボルドばっかりじゃんコボルドしかいないじゃん何これモグゾーよくやってたな怖すぎだってこれありえねーって無理だって死ぬってもうあああああああ。

　痛かったりもしたのでたぶん、殴られるか斬きられるかしたのだろうが、どこを怪け我がしたのか不明だ。自分がどうやってコボルドを押しのけたり突き倒したりしているのかも、ちょっと把握できていない。なんかもう、本能？　みたいな？　ていうかおれ、進めてるのかな？　どうなんだろ。とりあえず一つだけ、これだけは間違いない。

　目の前にいるコボルド――おそらくエルダーが剣を振りあげて、ハルヒロの頭にそれをぶちこもうとしている。

　ハルヒロにはどうしてか、その光景が静止して見えていた。

　音も聞こえない。

　変に静かだ。

　どこか、知っているような、知らないような場所、部屋のようなところで、椅い子すに座っている自分の姿が見えた。

　――あんなところで、何やってんだろ、おれ。

　また別の場所で、知っているような、知らないような人たちに囲まれている自分。笑っている。

　今度は何か乗り物みたいなものに乗っている。どこかに行こうとしているらしい。その乗り物には自分以外の人も乗っている。誰だろう。知ってる――ような。でも、わからない。それが誰かは。

　ぼんやりと光る大きな箱みたいな物の前に、自分がしゃがんでいる。隣に誰かが立っている。ボブカットの女だ。




　――チョコ。




　ハルヒロがボブカットの女をそう呼んだのだ。

　チョコ。

　誰……？

　知らない。チョコなんて。でも――、

　知っている……ような気もする。

　誰……なんだ？

　どこで会った？

　どこかで会った？

　今、見えた、あの場所で……？

　あれはどこなんだ……？

　チョコ。なあ、チョコ。きみは誰なんだ？　おれのこと、知ってる？　おれはどこにいたんだ？　いつ？　いつか――そこで、おれはチョコのことを、知ってた……？

　わからない。

　思いだせない。――違う。

　そうじゃなくて、思いだそうとすると、消えてしまう。チョコの顔。チョコの背恰かつ好こう。だけど、チョコ。その名前だけは覚えている。それだけは――消えずに残った。

　だけど、さ。

　無意味だよな。

　――おれ、もう死ぬし。

　なんか、なぜかコボルドの動きがやたらとゆっくりだけど、さっきまでみたいに止まってはいないし。動いてるし。なのに、おれは動けないし。よけられないし。おれはモグゾーみたいに兜かぶとを被かぶってるわけじゃないから、あんな剣、頭に食らったらまず助からない。死ぬ――と思う。

　これってひょっとして、あれ？

　走馬灯ってやつ？

　てことはやっぱり、おれ、死ぬんだろうな。

　チョコ、おれ、死ぬみたいだよ。

　会いたかったな。

　名前しかわからないけど、会いたかった。

　でも、無理みたいだよ。

　抵抗はしてみるつもりだけど。よけよう。なんとかして。よけられそうな気は微み塵じんもしないけど。

　だって、急に速くなったし。

　コボルドの剣がくる。降ってくる。ハルヒロは腕を上げる。どうにか受け止めようとする。間に合わない気がする。

「憤慨突アンガーァァァァァァ……ッ！」

　間に合わなかったと思う。

　ランタが飛びだしてきてコボルドの喉のど元もとに突きを見舞わなければ、ハルヒロはきっと頭をかち割られていた。

「うらあああ！　ランタ様のお通りだっつーの……！」

　よくもまだそんなに動けるものだ。

　ランタはロングソードを振る。身体からだを回転させるようにして、ロングソードをぶん回す。不意にくるっと反転して、「排出系イグゾーストォォ……ッ！」

「なっ……」ハルヒロは呆あつ気けにとられた。

　ヒップアタックだ。ランタは排出系イグゾーストでドーンッと急速後退して、そっちにいたコボルドを体当たりならぬ尻しり当たりでぶっ飛ばした。「ウハハハハァ！　オレ、すげえ……！」

「どぅもー……っ！」

　間髪を容れずモグゾーが憤怒の一撃レイジブローでコボルドを一匹沈めれば、メリイが錫杖の強打スマツシユで別のコボルドを転倒させる。ユメが「うややややぁー……っ！」と剣鉈で怯ひるませたコボルドを、シホルが杖つえで一撃する。「――えい……！」

「ハルヒロォッ！」ランタは兜でコボルドの火かき棒を弾はじきつつ、そのコボルドの腹にロングソードを突き刺した。「おまえは弱ぇーんだから、気をつけろヴァカッ！　おまえまで死んだら――困るんだよ……！」

「……わかってるよ！」

　おまえに言われなくたって。

　ランタ。

　おまえには、おまえにだけは言われたくないけど――言われてもしょうがない。

　完全にあきらめていた。破れかぶれに近かった。これじゃだめだ。リーダーなんだ。無能だけど。たしかに弱いけど。弱くたって、あきらめないことはできるはずだろ。冷静になれ。冷静になんかなったって無駄だ。無駄でも、やるんだ。弱気になるな。

　敵はコボルドたちか？

　違う。

　弱すぎる自分自身だ。

「メリイ！　井戸までは……!?」

「もう少し！」

「よし！　がんばれ、みんな！　行ける！　もっと壁にくっつこう！　やばくなったら壁を背にして！　前後左右から囲まれるより、三方向のほうがましだから！　ランタ、先頭、頼む！　モグゾーは後ろに！　ユメとメリイは横を！　シホルは無理するな！　少しずつでも進もう……！」

　手傷を負っていない者なんて一人もいない。みんな傷だらけだ。でも、へこたれてはいない。ハルヒロだけは一度、くじけそうになったが、もう大丈夫だ。

　よく見ると、コボルドたちの包囲は決して厚くない。ハルヒロたちは十重二十重に囲まれているというわけではないのだ。数はたしかに多いが、統率がとれていない。動きがバラバラだし、こっちが反撃するとけっこう怖おじ気けづいて逃げる。ひょっとすると、コボルドたちは圧倒的多数なので、いまいち本気になれないのかもしれない。遊んでいるわけではもちろんないだろうが、ハルヒロたちを押し包んで殺そうとしているというよりも、囃したてて追いたてているようにも見える。もちろん、こっちは本気も本気の大本気だから、邪魔するコボルドは容赦なく殺す。コボルドにしてみれば死んではたまらないから、逃げる。結果的に囲みが甘くなって、おかげでハルヒロたちはなんとか逃走を継続することができている。

　怖いことは怖い。でも、必要以上に怖がることはない。脅威を実際以上に見積もってパニックに陥ったら、本当はできることもできなくなってしまう。

「井戸だ……！　シホル、先に梯はし子ごを上がって！　次、メリイ！　ユメ、おれ、ランタ、モグゾーの順で……！」

　ランタが、それからメリイとユメ、ハルヒロが井戸までの道を切り開いた。この井戸は小さくて、縄梯子が一つしか据えつけられていない。シホルが縄梯子に手と足をかけた。ちょっとまごついているが、急せかしたら逆効果だろう。

「大丈夫！　急がなくていいから！」ハルヒロはシホルにそう声をかけて、瞬間――あのぼんやりと光る線が見えた。たまたまこっちに背を向けているコボルドがいたのだ。ハルヒロの身体はなめらかに動いて、コボルドの背中にすっとダガーを埋めこんだ。

　メリイも縄梯子を上がりはじめた。ユメもつづこうとしている。

「行け、ハルヒロ……！」ランタはへこみまくったバケツヘルムを脱いで、コボルドめがけて投げつけた。「おりゃあ！　排出系イグゾーストォッ！　憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！」

　排出系イグゾーストで後ろのコボルドにヒップアタックを浴びせて、すぐさま憎悪斬ヘイトレツドで跳んで前のコボルドに一ひと太た刀ち浴びせるなんて、また大胆で器用な真ま似ねを。

「るおおおおおおおおおぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉぉぉん……！」

　モグゾーが雄叫びウオークライで周囲のコボルドたちを威圧した。今だ。

　ハルヒロはするすると縄梯子をのぼった。こういう作業はわりと得意だ。

「次！　こい、ランタ……！」

「――いや！　モグゾー、先に行け……！」ランタはそう言うと、なんとモグゾーの背中をロングソードで叩たたいた。「早くしろ！　おまえはとろいんだからよ……！」

「ふぁ、ふぁいっ!?」モグゾーは納得したというよりもびっくりして、つい従ってしまったようだ。モグゾーがのぼってくるので、ハルヒロも止まれない。のぼるしかない。

「ちょっ――ランタ……！　急げ……！」

「おう！」

　返事は聞こえた。でも、一向にのぼってこない。ランタは。

　ランタじゃなくて、コボルドが縄梯子をのぼってきた。

「く、そっ！」モグゾーがそいつを蹴け落おとしたが、また別のコボルドがくる。

「一回のぼれ！」ハルヒロは四層に上がって、モグゾーを引っぱりあげ――ようとしたのだが、重い。重すぎ。「おおお……!?」

「手伝う！」メリイとユメ、シホルが手を貸してくれて、なんとかモグゾーを四層に引きあげることができた。それはいいとしても、ランタ。ランタが。ランタじゃなくてコボルドたちがどんどん縄梯子を上がってくる。

「ランタァ……ッ！」

　呼んでみたが、ランタは答えない。――いや。

「先に行ってろ……！　オレはあとから……！」

　コボルドたちの吠ほえ声に交じって、かすかにそんな声が聞こえた。

「あとからって……！　モグゾー、上がってくるコボルドを……！」

「ふもぉーっ！」モグゾーが縄梯子をのぼってくるコボルドめがけてバスタードソードを突きだした。「ふもっ、ふもっ、ふもーっ……！」

　一匹のコボルドが顔面をめちゃくちゃにされ、他ほかのコボルドたちを巻き添えにして落ちた。コボルドたちは下でギャンギャン叫んでいるが、二の舞を恐れているのか上がってこようとしない。

「……梯子！」と、シホルが縄梯子をつかんだ。

　そうか。縄梯子を引きあげてしまえば。

「わかった！」ハルヒロは急いでシホルと一緒に縄梯子を手繰りよせはじめたが、途中で手を止めた。「……で、でも」

　ユメが井戸の縁に手をかけて下をのぞいた。「ランタ……っ！」

「とりあえず……！」とシホルが言った。

　ハルヒロはうなずいて縄梯子を引きあげた。そうだ。コボルドたちがあきらめてどこかに行ったらまた下ろせばいい。この状況だとランタもこの井戸には近づけないだろうし。

　ランタ。逃げたのか。うまく逃げられたのか。正直、そうは思えない。ランタはわりと悪運が強いほうだが、これはいくらなんでも。

「あいつ！」ハルヒロは地面を殴った。「先に行けとか、かっこつけて……！　らしくないんだよ！　かっこ悪いくせに！　何だよ……！」

　誰だれも、何も言わない。

　下ではまだコボルドたちが騒いでいる。

　――あー。

　どうしよう。どうすればいいのか。

　ハルヒロたちは無事だ。満身創そう痍いではあるものの、歩けないほどの怪け我がはしていない。

　ランタ以外は。

　もしランタもここにいたら、何も考えないで鉱山を出る。まっすぐ外を目指すだろう。

　ランタがいれば。

　たぶん、ランタなしでも、外に出ることはできる。

　ランタを置き去りにして。

　助けに行く？　別の井戸から五層に下りて、ランタを捜す？　もちろん、危険だ。だいたい、ランタがまだ生きているかどうかもわからない。もう死んでいるかもしれない。ランタが死んでいたら、何をしたって骨折り損だ。

　――何、考えてんだ、おれ。

　ランタが死んでいたら、なんて。

　でも、現実問題、その可能性はある。あれだけの数のコボルドに、しかもたった一人で追われて逃げきれるとはちょっと思えない。少なくとも、ハルヒロなら無理だ。たぶん、どこかであきらめてしまう。

　ランタは……どうかな。

　あきらめない、かもしれない。

「ハル」

　メリイに声をかけられて、ハルヒロは我に返った。

　やっべ。

　すっげー考えこんでた。

「え、な、何？」

「敵！」

「うそ――」だと思いたかったが、事実だった。

　メリイが指し示す方向に目をやると、コボルドたちが走ってくる。エルダーだ。ワーカーも引き連れている。

「いっぱいいるやんかあ！」ユメが泣きそうな声で叫んだ。

「ど、ど、ど……」モグゾーはうろたえている。

　シホルはいやいやをするように首を振って、「に、逃げ、逃げ……ないとっ」

　一瞬、頭の中が真っ白になった。ほんの一瞬だ。悩む余地なんてない。ハルヒロは立ちあがった。「――逃げよう！」
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　――オレ、すごくね？

　つーか、明らかにすごすぎだろ。天才だよな。神に選ばれちまってる？　神って何なに神しんって感じだけどな。やっぱ暗黒神か？　スカルヘルか？　とにかく、やばくね？

　何しろ、生きてるしな。

　いやー……と、ランタはため息をついた。

　さすがのランタ様も、これはちょっときついかもなーとか思わなくもなかった。ひょっとしたらダメかもなー的な。ダメじゃねー要素があんまねーよなーとか。これはジ・エンドなパターンっぽいわーみたいな。正直、思わなくもなかった。

　ちびりかけた。

　本当にちびりはしなかったが。

　まあ、もう少しでちびるところではあった。

　ほんのちょびっと、ちびってしまったかもしれない。

　でも、ランタは生きている。それが一番重要なことだ。ものすごいことだ。誰にもなしえないことをランタはなしとげた。誇っていいと思う。自分を褒めちぎってあげたい。全世界の知的生命体はランタ様を褒め称たたえるべきだ。

「……なあ。おまえもそう思うだろ、ゾディアックん」

　ランタは自分の顔のすぐ横に浮いている黒っぽい紫色の悪霊デイモンに向かって尋ねた。

　悪霊デイモンは暗黒騎士の暗黒魔法、悪霊招来デイモンコールによって呼びだすことができる暗黒神スカルヘルの眷けん属ぞくだ。

　召喚主の暗黒騎士が悪徳ヴアイスを積むことによってその姿は変わるのだが、ランタのゾディアックんは首がない人間の上半身みたいな形をしていて、胸にあたるところに穴ぼこのような目が二つあり、その下に裂け目みたいな口がある。

（思わない思わない……思わない……思わない思わない……ちっとも思わない……）

　ゾディアックんがしゃべるとき、その口がしゅわしゅわしゅわわっと動く。悪霊デイモンの声はまるで何人かの子供がいっぺんに囁ささやいているようで、慣れるまでけっこう気持ち悪かったりする。

　じつは慣れても若干気味が悪くて、聞くたびに鳥肌が立つ。

「つってもな。一人でいるよりは……」

（弱虫弱虫弱虫……弱虫毛虫……弱虫弱虫弱虫……毛虫毛虫……毛虫毛虫毛虫毛虫……）

「おい、最後のほう、毛虫だけになってんぞ……」

（毛虫毛虫毛虫……きひひひひひひ……毛虫……きひひひひひ……毛虫毛虫毛虫……）

「もうええわっ」

　ビッと手を振りあげてツッコミを入れようとしたら、ゾディアックんはふわっと浮きあがってランタの手をよけた。

（いひひ……いひひひひ……いひひひひひ……毛虫毛虫毛虫……いひひひひひひひ……）

「……くっそ。ゾディアックんめ……」

　ランタは膝ひざを抱えこんで、ぐすん、と泣くふりをしてみた。

　むなしいので、やめた。

「それにしても、よく四層までこれたよなあ……」

　――そう。

　ランタは五層の製錬所じゃない。四層の農場にいる。

　いったいぜんたい、どうやってあの修羅場を切り抜けたのか。自分でもよくわからないのだが、モグゾーを先に行かせてあとはひたすら逃げに逃げまくっているうちに別の井戸にたどりついた。井戸の縄なわ梯ばし子ごをのぼりながら、何匹ものコボルドを蹴落としたことは覚えている。五層のコボルドたちのうち、少なくとも一部は四層まで追いかけてきたが、たまたま生き物を囲っている柵さくの門になっているところが開いていた。ランタがそこに駆けこむと、中にいた豚鼠たちが暴れて囲いの出入口に殺到した。あれで相当数の追っ手を攪かく乱らんすることができた。まあ、さすがにぜんぶとまではいかなかったが、この手は使える、と思った。

　ランタはその後も豚鼠や豚蚯蚓みみずの囲いの中に入ったり出たりして少しずつ追っ手のコボルドを引き離し、とうとう最後の一匹も振りきって――ここにいる。

　豚蚯蚓の囲いの中に。

　周りは豚蚯蚓だらけだ。

　ランタとゾディアックんは豚蚯蚓に取り囲まれている。

「いやーしかし……」

　すぐそばにいる豚蚯蚓を、ちょいちょい、とつついてみた。

　反応は、ない。

　それではとばかりに、掌でぴたぴたと叩たたいてみた。

　やっぱり豚蚯蚓は反応しない。

「上等じゃねーかっ」

　だったら――と、ランタは豚蚯蚓の分厚い皮膚をつねりあげてみた。

　そうしたら、豚蚯蚓が垂れ下がった瞼まぶたに半分埋もれている黒い瞳ひとみでランタを睨にらんで、ぐふうー、と鳴いた。

「……お、怒った……のか？」

「ぐふうー。ぐふうー」

「うおっ、やめっ、ちょっ、顔、こすりつけんじゃねーよ、キモッ……」

「ぶふー。ぶふふー。ぐふうー」

「おまっ、今、舐めっ……!?　つーか、何だその舌ッ。ザラザラしすぎて痛ぇーぞ!?」

「ふー。ぐふー。ふふー。ふー。ふー」

　豚蚯蚓がランタにすりよってくる。押しのけようとしてもだめだ。すごい力だ。逃げられない。ついに豚蚯蚓はランタに身体からだを巻きつけた。ランタが身をよじると締めつけてくるが、じっとしていると豚蚯蚓もおとなしくしている。

「……マジか。くつろいでんじゃねーのか、こいつ。マジかよ……」

（毛虫毛虫毛虫……きしししししし……毛虫毛虫……きしししししし……毛虫……）

「ゾディアックんはいじめるし……」

（死ね……死んじゃえ死んじゃえ……スカルヘル様に抱かれるのだ……抱かれよ……）

「怖ぇーこと言うんじゃねえッ」

（弱虫……弱虫弱虫……弱虫毛虫……いひひひひひ……毛虫毛虫毛虫毛虫毛虫……）

「……結局、毛虫なのかよ」

　ランタは一人じゃない。ゾディアックんがいるし、一匹の豚蚯蚓にもなぜか懐かれてしまった。

　でも、孤立無援だ。

「こいつ、臭くせぇーし……」

　何とも言えないというか、言えないことはない、はっきり言ってしまうと豚蚯蚓は糞ふん尿によう臭い。豚蚯蚓の囲いの中は環境としては最悪だが、外に出れば見回りのエルダーに見つかるかもしれない。エルダーが相手でも、一対一ならやってやれないことはないだろう。勝てる。自分の力なら。とはいえ、少し疲れている。無理はしたくない。実力を発揮すればエルダーの一匹や二匹余裕なのだが、ちょっと休みたい気分だ。勇猛果敢な恐るべき暗黒騎士にも休息は必要なのだ。

　充分、きっちり身体を休めたら、行動開始だ。

「一人で外に出ねーと」

　モグゾー。ユメ。シホル。メリイ。

　そして、ハルヒロ。

　一人一人の顔を思い浮かべてみる。

　――だめだ。

　頼りにならない。

　というか、頼りにはできない。

　ランタは、へっ、と笑った。

「……オレだって、わかってんだよ。おまえらがオレのこと嫌いだってことくらい」

　どうしてなのか。昔のことは覚えていないので、理由なんてわからない。

　とにかくランタはいいふりができないのだ。人にやさしくするとか、思いやるとか、考えただけで虫酸が走る。思ってもいないようなことは口が裂けても言えない。たとえ思っていたとしても、言えないことが山ほどある。こんな態度をとったら、相手はむかつくだろうな。そんなふうに考えないわけじゃない。たまには考えることもある。ないわけじゃない。だからといって、自分を押しとどめることはできない。なんかそれって違わね？　だって、オレはオレだし。嘘うそをついたり善人を装ったりしてまで人によく思われたいとか、ねーわ。そういうの。

　無理をしてまで好かれたくはない。

　好かれていなくたって、平気だ。

　嫌いたければ嫌えばいい。

　わかるやつにはわかるんだよ、とも思う。オレのこと、わかるやつだってどっかにいるんだよ。何？　オレの価値？　とか。正当に評価して、認めてくれるやつも、おそらくいる。だから、いいんだよ。わかんねーやつはわかんなくて。

　そうはいっても、仲間は仲間だ。ランタはパーティの一員だ。ランタなりにパーティに貢献してきたつもりだし、これからもそうする気でいた。あいつらもそのうちわかるだろ、と思っていた。ランタ様のありがたみに気づくだろ。みんながランタの重要性を認識すれば、態度だって変わるはずだ。

　まだそこまでいっていなかったことは、ランタも自覚している。

　時期尚早だった。

　ついアレをやってしまった。

　――ここはオレに任せて、おまえたちは先に行け……！

「そりゃなー……」

　やるだろ。

　チャンスがあったら。男なら当然、やる。やらざるをえない。やらないやつは男じゃない。女でもまあ、やるかもしれない。ランタが女だったら、たぶんやる。

　だから、後悔はしていない。ランタはやるべくしてやったのだ。しょうがなかった。

　ただ、そのチャンスがもっとあとにきてくれていたら、との思いはある。

　仲間たちがランタのすごさを思い知って、パーティに必要不可欠な人材なのだと身に染みてわかってからチャンスが到来してアレを実行していたら、きっとすさまじいことになっていた。ハルヒロのヴァカは号泣。モグゾーは慟どう哭こく。女どもはみんなランタに惚ほれていただろう。そして、僕たち私たちのランタ様を見捨てるわけにはいかない！　捜しにいくぞ、みんな！　おーっ！　という展開に必ずなっていたはずだ。

　早すぎたのだ。

　そのときが訪れるのが。

「時代がオレに追いついてねーってことか」

　違うか、とランタは呟つぶやいて、深いため息をついた。

　仲間たちはあてにできないだろう。誰だれも助けにきてはくれない。独力で脱出するしかないということだ。

（死ね……きひひひひひ……死ね毛虫……死ね……きひひひひひ……毛虫毛虫毛虫……）

　ゾディアックんの悪態が、ずん、と胸にこたえた。

　でも、暗黒騎士ギルドの導師マスターが言っていた。悪霊デイモンは召喚主の鏡のようなものだと。悪霊デイモンは暗黒騎士の似姿なのだ。

　こいつがかよ。

　――と思わずにいられないが、ランタの導師マスターキドニー・アグロはめちゃくちゃ怖い。今ここに導師マスターがいるわけではないのに、導師マスターの言葉を疑ったら殺されるんじゃねーかと考えてしまうほど恐ろしい。

「つまり、罵ののしる程度のパワーは残ってるってことだろ」

　ランタはニヤッと笑ってみた。大丈夫だ。いける、と思った。見てろよ、ハルヒロ。オレは一人でも脱出してやる。あとで驚け。ついでに、ひざまずけ。
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　三層に上がってやっと人心地がついたと思ったら、エルダーのフォアマンとフォロワ二匹に見つかってあっという間に乱戦になった。

「くっ、おっ、うわ……！」

　ハルヒロはダガーでフォロワＡの剣を弾はじく、弾く、ひたすら弾く。蠅叩スワツトのスキルでしのぐことしかできない。まともにやりあったらこんなものだ。こうなったら相手の武器とその挙動に集中しないといけないので、周りの状況なんかとても確認できない。どうなってるんだ。みんな、大丈夫なのか。気になる。でも、気にしている場合じゃない。時間を。稼ぐんだ、時間を。少しでも、こうやって。敵を一匹引き受けて。

　今のモグゾーなら、フォアマンとでもタイマンを張れる。ユメは物もの怖おじしない。堂々とフォロワＢと渡りあってくれるはずだ。そして、シホルがいる。メリイがいる。ハルヒロがフォロワＡをしっかり止めてさえおけば、なんとかなるはずだ。

　あくまで、止めておければ、だ。

「うぉるん……！」

　フォロワＡがいきなり背を向けた。尻尾しつぽの動きに目がとまって、まずい、とハルヒロは思った。

　フォロワＡはくるっと回って剣を大振りした。あれはたぶん、弾けない。ところが身体が勝手に反応した。蠅叩スワツトのしすぎだ。攻撃されると蠅叩スワツトする癖がついていた。

「ぅお……っ！」

　案の定だった。ハルヒロのダガーはフォロワＡの剣に押し返された。ハルヒロがバランスを崩したところに、フォロワＡが攻めかかる。

「うぉる！　うぉる！　うぉる！　うぉる……！」

「っ！　っ！　ふぉっ！　くっ……！」

　蠅叩スワツトする余裕がない。ハルヒロはフォロワＡの剣をかわす。最小限の動作で、なんて気どったことはできない。思いっきり身をよじって、跳んで、かわす。これじゃもたない。そんなことは自分でもわかっている。冷静になりたい。だけど無理だ。どうしても焦ってしまう。

「――かっ……」

　斬きられた。左腕だ。肘ひじの少し上あたり。

　浅い。大丈夫だ。すぐさま自分にそう言い聞かせる。いやでも、血が出てる。けっこう出ちゃってる。痛い。何だよもう。頼むって。何に頼んでるんだか。よくわからない。しいて言えば、フォロワＡ？　そんなにいじめるなって？　もちろん、頼んだところで聞き入れてはくれないだろう。

「うぉるん……！」

　フォロワＡが背を向けた。さっきと同じ技だ。とっさに、よければいい、とハルヒロは思った。見え見えだ。わかっていれば、あんな技は怖くない。ハルヒロはそうした。跳び下がって、よし、ここならフォロワＡの攻撃は届かない――そのはずだったのに、フォロワＡが突然、後ろ宙返りをして飛びかかってきたものだから、仰天してしまった。

「なっ――」

　剣じゃない。

　蹴けられた。胸をドーンと。

　ハルヒロは吹っ飛ばされて、尻しり餅もちをついた。

　フォロワＡが追い討ちをかけようと躍りかかってくる。

　まずい。

　やられる。

「咎光ブレイム……！」

　光。

　メリイの魔法だ。

　まばゆい光がフォロワＡを直撃した。フォロワＡはのけぞって、よろける。

　ハルヒロが立ちあがっている間に、メリイがフォロワＡに詰めよった。

「強打スマツシユ……！」

　錫しやく杖じようを大きく振って、フォロワＡの横っ面を痛打する。

　咎光ブレイムに強打スマツシユを繋つなげる連続技コンボ。華麗だ。

　――って、感心してるだけじゃなくて……！

　フォロワＡはふらふらしている。ハルヒロはすっとフォロワＡの背後に回りこんだ。組みついて、ダガーを顎あごの下にガッと突き入れる。蜘蛛殺しスパイダー。すぐさま離れ、瞬間、目があったメリイに「助かった！」と礼を言って、あたりを見まわす。モグゾーはフォアマン相手に優勢。ユメはフォロワＢに苦戦している。どうやら怪け我がもしているみたいだ。手を貸さないと。

　その後はシホルが影縛りシヤドーボンドの魔法でフォアマンを足止めして、動けなくなったフォアマンをモグゾーが一方的に攻めて倒すと、あとはみんなでフォロワＢを袋ふくろ叩だたきにするだけだった。ハルヒロたちはコボルドたちの死体からタリスマンだけ手早く回収し、メリイに傷の手当てをしてもらってから、今度こそひと息ついた。

「ランタいなくても、なんとかなったなあ」

　ユメがそう言ってちょっとだけ笑った。でも、笑顔に疲れがにじんでいる。それに、ハルヒロと同じく、ユメもさっきの戦いで負傷した。なんとかなった、というよりも、なんとかなるにはなった、といったほうが正確かもしれない。

「……だけど、あぶなかった……と思う」とシホルがうつむいて言った。「やっぱり、ユメとか、ハルヒロくんとかは、前衛向きじゃないから……あ、これはべつに、けなしてるとかじゃなくて……」

「わかってるよ」ハルヒロはシホルに笑いかけた。苦笑いになってしまった。「シホルの言うとおりだし。おれとユメは、ちゃんと敵を引き受けてがんばれるっていうタイプじゃない。まあ……とくに、おれは。なんていうか、こう――どうしても、悪くすると敵に振りまわされちゃうしさ。よくても、敵を振りまわしてなんとか粘るっていうか、そういう感じになるからね。そうなると、後ろにいるメリイとかシホルにとっては、ちょっとやりづらいだろ。戦場がごちゃっとするっていうか。状況が把握しづらくなっちゃうと思うんだよね」

「ランタもかなり動きまわるけど」

　メリイはフォローするつもりでそう言ってくれたのかもしれないが、ハルヒロとしては首を横に振らざるをえない。

「そうだけどさ。ランタの場合、敵を引っぱっていって一対一に持ちこもうとするだろ。手を出そうとしたらキレたりするし、アホなんだけど、放っとけば一匹は確実にキープしてくれるのって、やっぱり大きいよ。あと、あいつ……」

　認めたくはないんだけど。フェアじゃないよな。事実なんだから、認めないと。

　ハルヒロは一つ息をついた。「――確実に、強くなってる。前よりも、ずっと。スキルも、使いまくってるからか知らないけど、すっげー連発できるようになってるし。戦力にはなってたよ。間違いなく」

　――もしかしたら、おれなんかよりも。

　そう言ってしまいそうになったが、ハルヒロはこらえた。自虐はやめよう。何ももたらさない。

「た、助けに……」モグゾーが言いかけて、口をつぐんだ。

「あのな」ユメは上目遣いでハルヒロを見た。片方のほっぺたがふくらんでいる。「あのな、ユメなあ、みんな知ってると思うけど、ランタのこと嫌いやんかあ。ランタにちっぱいゆわれて、ユメ、すっごい傷ついたし、やめてってゆってもな、ランタはやめてくれないしなあ、そういう人のこと、好きになれってゆわれてもむつかしいからな」

「うん」ハルヒロはうなずいて先をうながした。

「それでな」ユメは下を向いて、今度は両方のほっぺたを、ぷう、とふくらませた。「それで、ランタのことは嫌いなんやけどなあ、ユメたち、ランタ一人いなくなっただけでな、けっこうきつくなってるやんか。でもランタはな、ハルくんとモグゾーとシホルとメリイちゃんとユメでな、五人やんかあ。いっぺんに五人いなくなったら、どんなにきつくなってるやろってな、考えたらなあ……」

「ユメ……」シホルがユメの肩を抱いた。

「考えたらなあ」ユメは涙ぐんでいる。「もし、ユメがな、こんなとこで五人もなあ、みぃーんないなくなってしまったらな、むっちゃ心細いやんかあ。ユメきっと、一歩も歩けないと思うやんかあ。ランタどうしてるかなあって、考えたらなあ……」

「まず」

　ハルヒロは一度、唇を引き結んで、鼻で息をした。

　こうやってシリアスに考えなきゃならないのって、つらいな、と思う。

　頭がおかしくなりそうでも、なんとかして冷静に判断しないといけない。

　できるのか。

　そんなことが、自分に。

　正直、やってみないとわからない。やってみたところで、やっぱりわからないかもしれない。自分は本当に冷静なのか。それをどうやって見極めたらいい？　誰かに訊きく？　おれ、今、冷静だと思う？　そんなふうに尋ねてみる？

　できないよな。

　みんながハルヒロに注視して、次の言葉を待っている。

　ハルヒロは頼られているのだ。

　やるしかないだろ。

「ランタが無事かどうかは、何とも言えない。でも、おれはあえて、無事だってことにして行動したい。そうしないと、行動する意味がなくなっちゃうし。だから、ランタはまだ生きてる。生きてるなら、おれはランタを助けたい」

　こんな状況だし。誰だれかに押しつけるわけにもいかない。ぜんぶ放り投げて逃げるってわけにもいかないしさ。

「まず四層に下りる。行ければ五層まで行く。ただし、危険は冒さない。ランタはおれたちを逃がすために残った。その行為の是非はともかくとして、あいつのためにおれたちが全滅したりしたら、本末転倒だろ」

　自分はひどい、とハルヒロは思う。

　こんなこと、口には出せないが、もしこれがランタじゃなくて他ほかの仲間だったら、もっと迷っていたかもしれない。

　ランタ。

　――おまえだから、たぶんおれ、そこそこ冷静になれてるよ。

「無茶は絶対にしない。おれたちの安全を最優先して、やばそうだったら引き返す。とりあえず外に出て、それからのことはそのあとで考える。反対の人は？」

　誰かが手をあげるだろうとは、露とも思わなかった。

　実際、そのとおりだった。

　今、決断したのはハルヒロで、みんなはそれに同意しただけだ。もっと責任とか不安とか恐怖とか、ものすごく重たいものがのしかかってきてがんじがらめになり、身動きがとれなくなるんじゃないかとハルヒロは心配していた。ところが、そうでもない。むしろすっきりしてさえいた。もうやるって決めたんだ。開きなおるしかないし。あるいは、うまく開きなおることができているのかもしれない。

「よし、じゃあ行こう。ランタが待ってる」
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　いつまでも豚蚯蚓みみずの囲いの中にいるわけにもいかない。

　というか、あまりにも豚蚯蚓に懐かれすぎて、いいかげん気持ち悪くなってきた。

「名残惜しいけど、な」ランタはくっついてくる豚蚯蚓に別れを告げた。「……いや、ぜんぜん名残惜しくはねーけども。ついてくんじゃねーぞ、おまえ。ついてきたら丸焼きにして食っちまうからな。わかったか」

　言っても無駄のようだ。豚蚯蚓はぶひーぶぶー鳴きながら身をすりよせてくる。

「未練な豚蚯蚓め。さらばだ！」

　ランタは追いかけてくる豚蚯蚓を振りきって、柵さくを乗り越えた。

　付き従うは、悪霊デイモンゾディアックんのみ。

（弱虫毛虫……いひひひひ……毛虫毛虫……きひひひひひ……毛虫毛虫毛虫毛虫……）

「……おまえ、ちょっと黙っとけ」

（そっちこそ黙れ……きししししし……永遠に……）

「死ねってか!?」

（いししししししし……）

「引っこめるか、ゾディアックん……」

　いや、だがしかし。

　ゾディアックんが突然、ランタの耳みみ許もとに裂け目のような口を近づけた。

（いるぞ……いる……いひひひひ……きさまを殺さんとするものが……）

「何!?」

　ランタは慌てふためいて周囲を見まわした。

　いる。

　あれはエルダーだ。鉄鞭と鉄線を持っているタイプ。さいわいこっちに顔を向けていないが、近づいてくる。

　ランタは少し逡しゆん巡じゆんしてから、さっきのとは別の豚蚯蚓の囲いに飛びこんだ。豚蚯蚓たちの中に突っこんでしまえば、ぱっと見ではわからない。付近には豚鼠の囲いもあったのだが、何しろやつらがコボルドの死体を貪むさぼり食う様子をバッチリ目撃しているので、そっちはちょっと遠慮したい感じだ。食われたらアレだしな。

　そうして豚蚯蚓と戯れて――いやいや、戯れてたわけじゃねーよ、ただくっついてただけだっつーの――また一匹、それどころか今度は二匹の豚蚯蚓に懐かれてしまい、さんざん顔を舐なめられて、豚蚯蚓の舌はザラザラしているものだから、痛い。血が出るのではないかと怖くなるほど痛い。

　やばい。

「……モテモテだな、オレ」

（モテモテ……モテモテ……きひひひひ……モテモテ……いひひひひ……モテモテ……）

「ゾディアックん、おまえ……」

　いつかぶちのめす、とランタは固く心に誓った。

　もっとも、それは今じゃない。

　ランタと同じように豚蚯蚓に揉まれているゾディアックんは、ただ暗黒騎士のそばにいるだけの悪霊デイモンではない。暗黒騎士が積んだ悪徳ヴアイスの数次第で、特殊な能力を発揮する。

　悪徳ヴアイス０～10、ランク１では敵が近くにいると教えてくれる。

　気が向いたら。

　悪徳ヴアイス11～40のランク２になると、それに加えて敵の耳許で囁ささやいて妨害してくれる。

　気が向けば。

　悪徳ヴアイスが41を超えてランク３になったら、敵の手足を引っぱったりして、行動を妨害してくれる。

　もちろん気が向いたら、だが。

　また、これらは陽が落ちて暗黒神スカルヘルの天敵、光明神ルミアリスの力が弱まっている時間帯のことで、ランク１だと昼間はそもそも悪霊デイモンを呼びだせない。ランク２以降だと、日中はランクが１つずつ下がる。

　ランタは現在、ランク３だ。

　鉱山の中にいるのでよくわからないが、まだ夕方にもなっていないだろう。それでも、ゾディアックんはランク２の働きをしてくれる。

　……気が向いたら。

「悪徳ヴアイス積めば積むほど悪霊デイモンがパワーアップして、思ったとおりに動いてくれるようになるとか、導師マスターは言ってたけどな……」

（本当か？　本当にか？　きしししし……本当に言ってたか？　いししししし……）

「言ってたっつーの」

（騙だまされてる……騙されて……いひひひひ……騙されてるぞ……きひひひひひひ……）

「縁起でもねーこと言うな」

（不吉……不吉……不吉……きひひひひ……おまえは今日、くたばる……いひひひ……）

「……くっそ。だからゾディアックん、あんまり出したくねーんだよ……」

　とはいえ、さっき敵の接近を知らせてくれたように、役に立つこともあったりする。それに――一人きりだと、さすがにちょっとばっかし寂しかったりもするしな。

　いや、とランタは頭を振った。

「……寂しくなんかねーよ。寂しいわけねーし。つーか、寂しいとか、オレの辞書には載ってねーっつーの」

（やせ我慢……いきききき……やせ我慢やせ我慢……きひ……きひひ……骨我慢……）

「オレはやせ我慢なんてしてねーし、骨我慢ってなんだーっ」

　まあ、しかし、いちいち腹が立ってしょうがないが、ゾディアックんのおかげで退屈しないことだけはたしかだ。ランタはウンウンとうなずいた。

「それって地味に重要なファクターだよな。ファクター。かっこいいな。要因とかじゃなくてファクターとか言うと。それとも、オレが言うからかっこいいのか？　つまり、オレがかっこいいってことかよ。わかりきったことだけどな。フッ……。おい、ゾディアックん、ツッコんでくれてもいいんだぞ？」

（……………）

「なんでこういうときにかぎって黙ってんだ？　何とか言えって」

（…………………）

「なあ、ゾディアックん」

（…………………………）

「なあって。なあ？　ゾディアックん？」

（………………………………）

「ちょっ、え？　何だよ？　どうかしたのか？　ゾディアックん？　大丈夫かっ!?」

（……………………………………）

「ゾ、ゾディアックん!?」

（やーい……騙された……きひひひ……だーまさーれたー……）

「このやろ……っ！」

　ゾディアックんを殴りつけてみたがボヨォーンみたいな手て応ごたえで、ランタの鉄てつ拳けん制裁が効果を及ぼした様子はこれっぽっちもない。

（暗黒騎士のくせに……悪霊デイモンにダメージを与える方法も知らんのか……きししし……）

「バ、バカ、そうじゃねーよ。だって、ゾディアックんはオレの悪霊デイモンだろ。オレがゾディアックんにダメージ与えてどうすんだよ」

（……おまえ……きひ……それ……本気で言っているのか……？）

「あたりまえだろ。本気じゃなきゃこんなこと言えるか」

（…………百万回くたばれ）

「なんでだよ!?」

（きひひひ……きひ……きひひひひひひ……きひひ……きひひひひひひひひひひ……）

　だめだ。こんなところでゾディアックんと夫婦漫才にも似たコントを演じていてもしょうがない。ちょっぴり楽しくなってきたが、それどころではないのだ。

「……じっとしてんのはやっぱ、性に合わねーな。だいたい、隠れてたってしょうがねーわけだろ」

　ここにいても、助けがくるわけじゃない――と思う。

　こねえ……か？

　きたりしねえ……よな？

　こねえよ。くるわけねーだろ。

　――何、期待してんだ、オレ。みっともねーぞ。男だろうが。

「見つかったら、そのときはそのとき、だろ」

　ランタは自分にそう言い聞かせて、賭かけに出ることにした。そのほうが自分らしいし、すっきりする。

　豚蚯蚓を押しのけて、囲いから飛びだした。先は長い――といいなあと思っているので、全力疾走はしない。駆け足で囲いと囲いの間の道を突き進む。

「なーんだ。余裕じゃねーか」

　だいたい、闇やみ茸きのこだの鬼おに羊し歯だだのヒカリバナだのの畑にはワーカーが大勢いて、見通しがいいし危険だ。でも、豚鼠と豚蚯蚓の囲いが集中している一帯は、エルダーだのワーカーだのがたまに見回りをしにやってくる程度だから、そうでもない。

　囲いの柵だってけっこう高いから、姿勢を低くしていればそう目立たないのだ。警戒しすぎだったか。

「スキップしちまうぞ、ウヘヘッ」

　調子に乗って本当にスキップをしていたら、向かって左の囲いと囲いの間からワーカーが出てきて衝突した。

「うごっ」「ぎゃっ」

　びっくりした。とか言っている場合じゃない。ランタはワーカーにむしゃぶりついた。ロングソードを抜く間を惜しんでそうしたのだが、これからどうすれば……？　ピキーンと閃ひらめいた。最近、ハルヒロが蜘蛛殺しスパイダーというスキルをたまに使う。あれだ。やり方とかは知らねーけど、あんなの見様見み真ま似ねでなんとかなるだろ。

「う、動くなっ」ランタはまず、ワーカーを羽交い締めにする体勢に持ちこんだ。もちろんワーカーは、暴れて抵抗した。ものすごい力だが、こっちだって必死だ。両腕で相手の両腕を封じる。相手の下半身に脚を絡からめようとしたらうまくいかなくて、ワーカーごと倒れこむ羽目になった。「――くっ……！」

　ワーカーと一緒に転げまわっている間に、頭を何度も打った。脇わき腹ばらを肘打ちされて、わりと痛かった。この技、簡単そうなのに意外とそうでもない。とりあえず、このままワーカーの両腕を拘束していても始まらないような気がする。

「首、を……！」両腕は放っておいて、ランタはワーカーの首を絞めにかかった。左右の腕でぐいぐい絞める。息ができなくなると、ワーカーはよりいっそう激しく身をよじってランタを振りほどこうとした。振りほどかれてたまるかよ。「うおらあああ……！」

　顔面を引っかかれた。

　口に指を突っこまれた。

　唇の端が裂けた。

　ランタはワーカーの指を噛かんで、首を絞めつづけた。「ふんぬうううううううううああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　やっと――ようやくだ。

　ワーカーがぐったりした。

「……やった、か？　いや！」

　信じられなくて、ランタはさらに五秒か十秒、ワーカーの首から腕を離さなかった。

　もう大丈夫か。

　息をしているか確認してみた。していない。事切れているようだ。

　ランタはワーカーの死体を突き放した。起きあがろうとしたが、身体からだに力が入らない。

　ゾディアックんがふわふわ浮いてランタを見おろしている。

（きしし……何をやっているのだ……未熟者……未熟……未熟なグレープ……きひ……）

「……グレープって何だ」

　しっかし、やばかったな。

　いや？

　ぜんぜんやばくなかったけど？　完全無欠に平気だったよな？

「――ってことにしておくか」

　ランタは、よっこらせ、と起きた。死体をどうするか。その前にタリスマンをゲットしておいた。それで少し気分がよくなったので、よっしゃ、とばかりにワーカーの死体を豚鼠の囲いの中に放りこんだ。

「これでよし、とぉ……!?」

「うぉん！」

「うおるうっ！」「がぅん！　がおぉぉんっ！」「がるうぅぅっ！」

　コボルドだ。というか、コボルドたちだ。何匹ものコボルドたちが向こうからこっちめがけて駆けてくる。

（戦え……暗黒騎士……きしししししし……戦うのだ……きしししししし……）

「いや、戦わねーよ!?　あれは無理だろ、どう考えても！」

（弱虫毛虫……毛虫毛虫毛虫……いひひひひひ……）

「クッソ、ゾディアックんめ……！」

　ランタは踵を返して走った。身体が重い。それから、顔中が、とくに唇の裂けたところが痛い。どれくらい裂けているのか。まずい。口裂け男になっていたらどうしよう。いい男が台無しだ。心配するポイントはそこじゃねーか。

　振り返ると、コボルドたちがすぐそこまで迫っているように見えた。

　泣き言を言いたくなったが、ゾディアックんに混ぜかえされるのがオチだ。今の精神状態だと、ゾディアックんの毒舌に耐えられないかもしれない。ランタは後ろを見ずに黙って力のかぎり駆けることにした。
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「……なんかあっちのほう、騒がしくない？」

　ハルヒロが遠くを指さすと、みんなそっちに視線を向けた。

「ほぇー？」ユメは両手を双眼鏡みたいにして目のところにあてて、「……んー。柵さくでよく見えないけどなあ、頭みたいなのがぴょこぴょこ出てるっぽいなあ」

「コボルドの吠ほえ声も聞こえる」メリイは耳を澄ましている。「そうとうな数のコボルドがあのへんにいるみたい」

「……もしかして」とシホルが言って、杖つえを握りしめた。

　モグゾーがうなずいた。「ラ、ランタくん……かな？」

　ハルヒロたちは四層の農場にいる。

　三層から四層に下りて、五層への井戸までもう少し、というところでハルヒロが異変に気づいたのだ。

「あいつ、あの五層から一人で四層に上がってきたのか……」

　しぶといやつだと思ってはいたが、それは偉業とまでは言えないまでも、なかなかすごいことかもしれない。少なくとも、生命力は人並み外れている。そういう粘り強さはハルヒロたちが持っていない資質だ。

「行こう！」

　全員で目と目を見交わして、ハルヒロたちはコボルドたちが暴れている一帯へと向かった。急いではいるが、あくまで用心しつつ、だ。ハルヒロたちまで敵に見つかって追いまわされでもしたら、元も子もない。

　でも、多数のコボルドたちが駆けずりまわっている場所に、見つからないで近づくなんて不可能なんじゃないのか……？

　ハルヒロはみんなを後ろに控えさせて、囲いの端からほんの少しだけ顔を出した。

「……お」

　いる。

　うじゃうじゃいる。

　コボルドたちが、あっちに行ったりこっちにきたりそっちに行ったり、柵を越えて囲いの中に入ったり出てきたりしている。

　わんわんわんわん犬みたいに吠えまくっている。

　ハルヒロはしばらく様子をうかがっていた。コボルドたちはハルヒロがいるほうには見向きもしない。それはいいんだけど。

　ハルヒロは顔を引っこめた。

「……無理」

　そう判断するしかない。

　この先に進めば必ずコボルドに発見される。見つかることを覚悟してコボルドたちを引きつけ、たぶんまだ逃走しているか、身を隠すかしているのだろうランタを援護するとしても、ぜんぶのコボルドを誘いだせるかどうかはわからない。

　それに、五人いるハルヒロたちよりも一人きりのランタのほうが、小回りがきいて意外と逃げ隠れしやすい、とも考えられる。

　ハルヒロたちが今度、コボルドたちに追われるようなことになったら、全員無事に逃げきれる保証はない。というか、無事に逃げきれるなんて思わないほうがいい、そんな脳天気な考えは捨てるべきだろう。

　やっぱり、コボルドには見つかりたくない。見つからないでランタのためにできることは、ハルヒロにはちょっと考えつかない。優先順位。

　優先順位だ。

　今、何を一番大事にするべきか。次は何か。

　一番は――、

　ハルヒロたち五人の安全。

　ランタの救出は、その次だ。

　この順番は覆せない。覆してはいけない。

　たとえば、救出の対象がランタじゃなくて、ユメやシホル、モグゾーやメリイでも、ハルヒロは同じ決断をしないといけないのだ。それがリーダーの役割だと思う。

「ここから離れる」ハルヒロはそう言ってから、首を縦に振った。「ランタがこのあたりにいることは間違いない。でも、おれたちまでコボルドに見つかって騒ぎが大きくなったら、状況はもっと悪くなる。コボルドって、そんなに根気がある感じはしないだろ。わりとすぐあきらめる。あいつらも仕事しなきゃいけないだろうし。だから……そのうち落ちつくと思う。ランタを捜すのは、それからにしよう」

「……その、前に」シホルがおずおずと言った。「……その前に、ランタくんが、コボルドに捕まったら……あ。ごめんなさい、あたし……」

「そうしたら」ユメは唇をぎゅうっと噛んで顔をしかめた。「……そうしたら、少なくとも、生きてるランタとは会えないやろな」

「そうね」メリイは顔色が悪い。

　モグゾーが大きく、深く、息を吐いた。

「こうするって、決めたのは」ハルヒロは腿ももを強くつかんだ。「――おれだからさ。どうなっても、責任はおれがとるよ」

「ちがうやろ」ユメが頭をぶるるんっと振った。「ハルくんだけの責任じゃないもん。そういうのは、みんなで――」

「いや。違わないよ」

　声が震えなくてよかった。情けない姿は、できるだけさらしたくない。

　なんでもないときならべつにいいのかもしれないが、今は。

　こんなときくらいは。

「おれが決めたことにみんなが従ってくれるなら、責任はおれがとる。なんていうか、うまく言えないけど、そうしないとだめなんだよ。みんなに支えてもらわなきゃ、おれはとてもやってけないけどさ。でも、ただ支えあうだけじゃ弱いと思うんだ。芯しんっていうか大黒柱みたいな、そういうのがパーティには必要なんだよ、きっと。問題は、それ、おれがやるの、できるのってとこなんだけど……まあ、やってみるつもりではいるよ。がんばる。だから、おれに背負わせてほしいんだ」

　いきなりユメが、ばんっ、とハルヒロの背中を叩たたいた。「ハルくん、男の子やなあ」

「……お、男だよ？　おれ。前から」

「そういう意味じゃなくってな、うんとな、えーとなあ……うーん、よくわからんけどな、男の子やなあと思った。ユメ、ハルくんについてくよ」

「え。あ。うん。ありがと――って言うのも、なんかあれだけど……」

　ついてく、とか。

　どきっとしてしまった。

　女の子にそういうことを言われると別の意味にとってしまいそうで、ちょっと心臓に悪い。もちろんユメは、とりあえずリーダーとして認めてくれただけだろうけど。

「あの……」シホルがなぜか頭を下げた。「ハルヒロくん、今後ともよろしく……」

「よ、よろしく。……なんで？」

「……なんとなく」

「そっか」

「ふぬっ」モグゾーがビッと親指を立ててみせた。

　どうしようかちょっと迷ってからハルヒロが親指を立て返すと、メリイが無言で手を差しだしてきた。ハルヒロは慌てて掌をマントでぬぐってから、メリイの手を握った。めっちゃくちゃさらっとしてるなあ、と思った。メリイの手。すべすべだ。

　ハルヒロはもう一回、ランタがいるとおぼしき一帯を確認した。状態はさっきと変わっていない。やっぱりあそこに突っこむのは自殺行為だ。

「ぎりぎり様子がわかりそうなところまで下がろう」ハルヒロはみんなに向かってそう言ってから、「――ランタは大丈夫だよ。こんなので死ぬくらいだったら、あいつ、もう何回も死んでるって」と付け足した。

　当然、気休めにすぎない。仲間だってそんなことはわかっているだろう。それでも、みんなうなずいてくれた。ありがたかった。

　――おまえが化けて出てきたりしたら、最悪だからさ。

　その場を離れる前に、ハルヒロは胸の裡うちで呟つぶやいた。

　死ぬなよ、ランタ。
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「……あー、いて……」

　右腕でロングソードを抱えこんだまま、右手で左腕を押さえた。ためしに左手に力をこめてみたら「おぉぅ……」という声がもれた。だめだ。

　声を出してはいけない。

　ランタは隠れているのだ。

　相変わらず、豚蚯蚓みみずの囲いの中――というより、豚蚯蚓どもの中と言ったほうが正確だろう。

　豚蚯蚓様々たちに匿かくまってもらっている、と言えばもっと正確だ。

　ランタはとある囲いの隅のほうに集まっている豚蚯蚓たちの真っ直中で息をひそめていた。一人で。

　今は本当に一人きりだ。

　悪霊デイモンゾディアックんにはお引きとり願った。悪霊デイモンを呼びだす暗黒魔法、悪霊招来デイモンコールの効果はもともと時限的だ。呼びだしてから三十分もすると、暗黒神スカルヘルの御み許もとへと帰還してしまう。いなくなったゾディアックんをふたたび召喚する気力がランタにはなかった。どうせ悪態つかれてヘコまされるだけだしな……。

　百万匹の――ランタにはそう思えた――コボルドどもに追いかけられ、華麗に、巧みに逃げまくって、さすがのランタ様もへとへとのへろへろなのだ。

　怪け我がもした。それはもうたくさんの手傷を負った。

　とりわけ左腕は、ろくに動かすこともできないほど傷が深い。負傷した他ほかの箇所の痛みがよくわからないほど、左腕がやたらと痛い。傷の具合や血の出方を確かめたくないほど深刻に痛い。

　左腕全体が脈打っているように感じられる。それにあわせて、血がどくどくだくだく流れている。

「ひぃ……ひぃ……ひぃ……」

　気がつくと、ランタはそんな声をもらしていた。

「な、泣いちゃうぞ★」

　――と、かわいい感じで言ってみたが、これっぽっちも慰めにならない。

　裸踊り。裸踊り希望。すっげー美人に目の前で裸踊りをしてほしい。いや、全裸はだめだ。全裸よりある程度は着ていたほうがいい。下着だけとか。メリイ。――むーん。ちょっとな。メリイは美人すぎてな。想像力が追いつかないっつーかな。やっぱシホルか。巨乳だしな。いいな。巨乳。ユメも悪くねーけどな。チチはでかいに越したことねーけど、それだけじゃねーしな。顔とかは地味にユメのほうがタイプなんだよな。うん。

　……なんか、よくねーな。

　リアルすぎるっつーか。仲間だしな。いっつも一緒にいるしな。いたしな。そういう対象として考えると、微妙に気まずいっつーか。

　でも、いいか。もう。

　あいつらはこない。まあ、あたりまえだ。そりゃそうだ。くるわけねーっつーの。期待してねーし？

　ランタは一人で鉱山を出るしかない。

　出られるのか？

　さっきまでは出る気満々だった。いける、と信じていた。少なくとも、信じようとはしていた。

　今はちょっと、厳しいかな、と思っている。

　痛い。

　痛い痛い痛い。

　これだと左腕は使い物にならない。というか、走ったりして身体からだを激しく動かすと、傷に響く。おうっ、おうっ、おうっ、みたいに呻うめいてしまう。ズグン、ズグン、ズグン、と脳を震わせるあの痛みは、我慢しようにも我慢できない。

　――行けないっす。これ以上、進めないっす。にっちもさっちもいかないっす。

　んなことねーよ！

　……と、弱気を吹き飛ばしたい。できるものなら、そうしている。

　なんでこんなことになってしまったのか。

　かっこつけたからだよな。先に行けとかモグゾーに言って。やめりゃーよかったよな。しなきゃよかった。なんであんなこと、したんだろうな。一度やってみたかったから？　憧あこがれのあの台詞せりふを言いたかった？　マジで、本当にそれだけなのか？

　違う、よな。

　――オレ、認められたかったんだよな。

　ああやって、自己犠牲？　的なことをすれば、ランタすげーみたいに思ってもらえるだろう。そんな気持ちもどこかにあった。

　オレはオレ、人は人、人にどう思われようと、オレはぜんぜん平気だ――なんて、そんなの嘘うそだ。できることなら、よく思われたい。好かれたい。大事にされたい。どうすればいいかわからないわけじゃない。きっと、あれだろ？　いいやつっぽく振る舞えばいいんだろ。みんなのこと考えて、気遣いとかして。あと、顔もよかったら言うことねーよな。ハッ。それ、マナトじゃねーか。なれねーよ。ランタはマナトじゃない。マナトみたいにはなれっこない。今さら、だしな。もう遅ぇーよ。誰だれもランタをよくは思ってくれない。好いてはくれない。大事になんかしてくれない。
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　でも、あれはよかったよな。モグゾー、先に行け、は。あれであいつらがうまいこと助かってたら、もしかすると、ありがとうランタおまえのおかげだ、みたいにあいつらも思ってるかもだよな。あー。かっこよかったな。あのときの自分。

　もう、いいかな。

　最後にいいことをして――仲間を助けて、ランタ、サイリン鉱山に死す。

「……おまえら、オレのこと、たまには思いだしてくれるか？」

　呟くと、豚蚯蚓どもがぶひーぶひー鳴きながらさかんに顔をこすりつけてきた。

「いや、ちょっ、おまえらって、おまえらじゃねーよっ。おまえら違いだっつーのっ」

　せっかくセンチメンタルになっていたのに、ぜんぶ豚蚯蚓のせいでぶち壊しだ。もっとも、それでよかったのかもしれない。

　死ぬにしても、豚蚯蚓に押し包まれて圧死するのはいやだ。もっとましな死に方をしたい。ガンガン戦って華々しく死ぬべきだろう。

「……だな」

　ランタは豚蚯蚓どもを押しのけて柵さくを乗り越えた。

　ちょっと前――どれくらい前かは正直、よくわからないが――まではコボルドだらけだったのに、閑散としている。

「やつら、もうあきらめやがったのか……？」

　根性なしどもめ。ランタはニヤッと笑った。――これなら、いけるんじゃねーか？

　右手一本でロングソードを振ってみる。多少左腕に響くが、なんとかこらえられなくもないレベルの痛みだ。

「ま、このオレがそう簡単にくたばるわけねーよな。考えてみたら」

　鼻歌交じりで歩いていたら、不意に疑問がわいた。――あいつら、マジでオレのこと見捨てたのかな？

　あいつらはヘタレだけど、なんつーかそれなりに、そこそこ人は悪くなかったりするし。オレのことは嫌いだろうけど仲間だし、サクッと見捨てたりとかはしないんじゃ？　つーか、したくてもそれはいくらなんでもみたいな感じで、できないんじゃね……？

　ひょっとしたら、仲間たちはランタを捜しているかもしれない。

　その可能性もゼロではないだろう。

「やめてくれよなぁー……」

　ランタはため息をついた。――おまえらヘタレなんだからよ。オレのために危険を冒すとか、そういうのは似合わねーだろ。それはたとえば、オレみたいな男にこそふさわしい行為だろ。

　もし仲間たちが自分を捜そうとしていて、その間に誰かが命でも落としていたら――、

「冗談じゃねえ」

　寒気がして、ランタは身を震わせた。だめだ。それは絶対、だめだ。そんなことで大きな借りを作りたくない。やめてくれ。

　今、離れた場所にいるだろう仲間に声が届くなら、自分のことはいいから、さっさと鉱山から出ろ、と伝えたい。

　まあ、オルタナに帰れ、とまでは言わないが。

　できれば外で待っていてほしい。

「……っと」

　ランタは柵に身を寄せた。一瞬、左腕がズキンッと疼うずいたが、このくらいはどうということもない。

　ちょっと先の角から、コボルドワーカーが出てきたのだ。まだこっちに気づいていないようだが、時間の問題だろう。やるしかない。

　決断すると、ランタは迅速に動いた。傷にこたえるので、走りはしない。滑るような足どりでワーカーに近づいてゆく。

　二メートルくらいまで接近した。

　ワーカーがこっちを向いた。その瞬間、ランタは踏みこんだ。

「ッ……！」

　憤慨突アンガー。

　いや。

　ただの憤慨突アンガーじゃない。

　憤慨突アンガーバージョン２〝静かなるサイレント憤慨突・アンガー〟。

　ランタのロングソードはワーカーの喉のどを物の見事に貫いた。ワーカーはじたばたしているが、喉をやられているので声は出せない。ランタはロングソードをねじりながら、ワーカーに足払いをかけた。転んだワーカーの頭を踏む。踏みつける。ワーカーはすぐに動かなくなった。ランタはしゃがんだ。――痛え。左腕。いってええええ……。

　でも、じっと我慢しているうちに痛みは弱まってきた。

　ランタはワーカーの死体から鼻飾りのタリスマンを引きちぎって、よし、と力強くうなずいた。

「やってやるぜ。一匹ずつだ」
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　目に見えて、じゃなくて、耳に聞こえて、と言うべきなのかもしれない。

　静かになった。

　ハルヒロたちは豚鼠も豚蚯蚓みみずも飼われていない囲いの中に身を隠していた。ランタがいると思われる一帯からはだいぶ離れているが、さっきまではそっちのほうが明らかに騒がしかった。今は違う。ほとんど何の音もしない。

　ということは、どっちかだ。

　ランタが捕まったか、逃げおおせたか。

　逃げたとしたら、三層に上がったかもしれないんだよな。唐突に思いあたって、その可能性をまったく考慮に入れていなかったことにハルヒロは動揺しかけた。

　もっと頭がいい人だったら、考えられうるすべてのケースがパッと浮かんで、その中で一番確率が高いものをサックリ選んで――みたいなことができるのだろうか。

　残念ながら、そういう明敏さが自分に備わっているとはハルヒロには思えない。

　やれる範囲でやるしかないか。

「動こう。ランタを見つける。見つかる……」と思う、たぶん、と言いそうになって、ハルヒロは口をつぐんだ。

「いいの」メリイが肩を、ぽん、と叩たたいてくれた。「ハルはハルらしくやればいい」

「そうやそうや」ユメはどういうつもりか、ハルヒロの頭を撫なでた。「ハルくんはハルくんでハルくんだから、ハルくんなんやしなあ」

　何を言っているのか意味がわからないというか、そのまんますぎて意味がないんじゃないのと思わなくもなかったが、なでなでされて恥ずかしいような気持ちいいような感じなので、まあいいか。

「うしっ」とモグゾーが自分に気合いを入れて立ちあがった。

　シホルは「ふぅー。ふぅー」と深呼吸をしている。

　ハルヒロたちは行動を開始した。

　まずはランタがいる――かもしれない場所へと向かう。

　やっぱり、コボルドが少ない。というか、いない。静かだ。

　静かすぎる。

　豚鼠や豚蚯蚓の囲いと囲いの間を歩いていると、悪い予感が頭をよぎった。

　いくらなんでも、こんなに静かすぎるのはおかしい。ランタはコボルドに捕まってしまったんじゃないか。

　ハルヒロは、ランタ、と名を呼びたい衝動に駆られた。呼ばないけど。きもいし。そういう問題でもないか。大声を出すのはまずい。

　表情からすると、仲間たちもそれぞれ思うところがあるようだ。きっとよくない結果を想像しているのだろう。

「まだわからない」とハルヒロは呟つぶやくように言って、言い方が弱かったかな、と反省した。どうせなら、あいつは無事だと断言したほうがよかった。中途半端なんだよな。仲間が自分らしくやればいいと励ましてくれるのは嬉うれしいし助かるが、悪いところは直さないと。直るのかな。人間って、そう簡単に変われるものなのか。




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




「――今の」とメリイが足を止めて言った。

　ユメがあたりを見まわした。「……ユメたち、見つかってしもうたん？」

「違う」シホルは目を見開いて、かすかに頭を振った。

　モグゾーがバスタードソードを抜いて構えた。「ランタくん」

　どこだ。向かって左のほうか。あの特徴的なコボルドの呼び声は一度きりだったが、そっちのほうから吠ほえ声が聞こえてきた。でも、数はそんなに多くはない――ような気がする。少なくとも、まだそこまで大きな騒ぎにはなっていない。

　どうする？

　ハルヒロは駆けだした。「行こう！」

　いいのか。みんなを危険な目に遭わせてしまうかもしれない。間違いじゃないのか。やばそうだったら戻ればいい。そうだ。決定的な状況に陥ったわけじゃない。こんなふうに言い訳ばっかり考えてしまう、ぐずぐずしている自分がもどかしい。果断なリーダーになりたい。なれないかな。無理なら無理で、せめてそう見えるだけでもいい。果断なふりをしたい。なんか、そっちのほうがかっこいいし。みんなも安心できるだろうし。

　いた。

　コボルドたちが走っている。

　三匹か、四匹。いや、五匹か。五匹だ。エルダーは一匹で、残りはワーカーみたいだし、たいした数じゃない。

　コボルドたちは誰だれかを追いかけている。というか、もう取り囲んでいる。

　一人の武装した人間がコボルドたちに囲まれている。

　そいつはロングソードを右手だけで振りまわしている。コボルドたちを追い散らそうとしているが、てんでうまくいっていない。

　そいつはぐんっとまっすぐ跳び下がって、コボルドたちと距離をとる。とろうとしたのだろうが、すぐに追いつかれてしまう。

「ランタ……！」

　ハルヒロが叫ぶと、ランタはまるで幽霊でも見たような顔をした。いや、それ、こっちの台詞せりふだよ、とハルヒロは思ったが、考えてみるとランタは何も言っていない。台詞じゃなくて――何だ？　何でもいいか。それどころじゃないし。

　仰天して動きが止まったランタに、一匹のワーカーが躍りかかって押し倒した。

「うお……ッ!?」

「今、助ける……！」

　一匹はランタを組み敷いている。あとの四匹もランタ狙ねらいで、こっちに注意を払っていない。これならいける。

「全員で攻撃！　一気に……！」

　そう言ったときにはもう、ハルヒロには例のぼんやりと光る線が見えていた。

　線は、ハルヒロのダガーから一匹のワーカー、そしてエルダーの背中までぐねぐねとのびている。

　こりゃまた長い線だな、とハルヒロは思った。

　頭で考えなくても、誰かに操られているかのように身体からだが動く。

　まずワーカーの背中を一突き。それから、エルダーにダガーを刺した。この急所を衝ついたときの手て応ごたえはなんとも言えない。くっと胸が狭まるような感覚。うん、やったんだな、とわかる。

　ハルヒロがあっという間にワーカーとエルダーをしとめたときには、モグゾーが得意のどうも斬でワーカーを一匹斬きり伏ふせていた。メリイが錫しやく杖じようでもう一匹のワーカーを一撃して、シホルが影鳴りシヤドービートを叩きこむ。ユメが刈り払いから斜め十字へと繋つなぐ連続技コンボで追いこんだところに、モグゾーがどうも斬。

「くっ、そ……ッ！」

　ランタはまだワーカーに押さえつけられている。

　ハルヒロは無言でそのワーカーに駆けよると、背中に組みついて後ろに引き倒しながら顎あごの下にダガーを突き入れた。蜘蛛殺しスパイダー。

「治療を……！」メリイがランタを助け起こして、すぐさま光魔法で治療しにかかった。

　ランタは肩で息をしている。横目でハルヒロを睨にらんだ。「……いきなり人の名前、呼ぶんじゃねーよ。びっくりして死にかけただろうが、ボケッ」

　しかし、ひどいざまだ。メリイはとくに深そうな左腕の傷から治しているが、顔もけっこうすごいことになっていて、なんだか腹も立たない。

「悪かったよ」

　ハルヒロが素直に謝ると、ランタはそっぽを向いた。

「おぉー？」ユメはランタが顔を向けたほうに回りこんで、目を丸くした。「ランタ、泣いてるのとちがう？」

「泣いてねーよ！」

「目えがうるうるしてるけどなあ」

「あちこち痛ぇーんだよ！」

「そんな怒ることないやんか。せっかくこうやって、生きて会えたんやからなあ」

「会いたかったよ！」ランタは慌てふためいて、「――ち、ちがっ！　そうじゃねえ、あ、会いたくなんてなかったっつーの！　おまえらになんかなあ！　に、二度とそのツラ拝むこともねーんだなとか思ったら、む、胸が、胸が……」

「胸がどうしたん？　張り裂けそうだったん？」

「う、うっせーぞ、ちっぱい！」

「ちっぱいゆうな！」

「言ってやるわ！　百万回でも言ってやるわ！　ちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱい」

「ちょっと」メリイがランタの顎をつかんだ。「黙って、じっとしてて。それとも、治さなくてもいいの？」

　メリイは無表情で、口調も平板だ。そのせいでかえって迫力がある。

「……い、いえ」ランタはすっと背筋をのばした。「……ごめんなさい」

「怒られたあ」

　ユメにからかわれても、ランタはねめつけるだけで、微動だにしない。よっぽどメリイが怖かったのだろう。

「……よか……った……」シホルがしゃがみこんだ。

　モグゾーは、ふぁあ、と息をついて、「だねえ」

　ふと、気が抜けちゃってるな、とハルヒロは思った。こういうときだ。

　こういうときこそ、用心しないといけない。最大の敵は油断をふくめたミスだ。

　ハルヒロは周囲に目を配った。ほら、きた。きたよ。遠くの囲いの中からコボルドが何匹か飛びだしてきた。二匹。三匹か。あれくらいなら片づけられるが、あの三匹ですむ保証はない。

「メリイ、ランタは？」

「もう終わる」

「ここから離れよう。ランタ、立て。走れるよな」

「あたりめーだろうが！　誰に言ってんだ、クズ！」

　誰がクズだよ、ていうか礼ぐらい言えって。そう思わないと言ったら大おお嘘うそになってしまうが、ランタはランタでランタだからランタなんだし、もうしょうがない――と、ユメみたいなことを考えてスルーすることにした。




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……。




　案の定、間もなく一匹のコボルドが呼び声を発したが、ハルヒロたちはその前に逃げだしている。とはいえまた追われる身となったわけで、おっかないことはおっかない。でも、過剰反応は禁物だ。

「三層へ……！　ごめん、メリイ！　道、自信がない！　一番近い井戸まで先導して！」

「了解！」

「ランタ、モグゾーの横につけ！　最後尾！」

「おう！　おまえごときに命令とかされるとむかつくけどな！」

「いちいちうっさいわ！」

　すかさずユメがハルヒロの気持ちを代弁してくれたので、さしてむかつかずにすんだ。

　メリイの案内は正確で、的確だ。不意にハルヒロは思った。メリイはここに戻ってきたかったのかもしれない。それで鉱山の様子や構造を何度も反はん芻すうしていたのかもしれない。

　乗り越えたい、とメリイは言っていた。

　ここに何かやり残したことでもあるのか。いつかそれを成し遂げたいと、ひそかに願ってでもいたのだろうか。やっぱりそれは復ふく讐しゆうなのか。あるいは――。

　井戸に到着した。女性陣から先に行かせて、ランタ、モグゾー、ハルヒロが最後に縄なわ梯ばし子ごをのぼった。

「もう残ったりしねーっつーの！」とかなんとかランタは文句を言っていたが、信用できないというよりも、とらなくていいリスクはとりたくない。

　コボルドたちは三層までは追いかけてこなかった。さすがに疲れたので、ヒカリバナもあまり咲いていないひっそりとした場所で一度、休憩することにした。

　そう――するつもりだったのだ。

　そこは、暗い。とても暗い。何も見えないほど暗い。闇やみの吹ふき溜だまりのように暗い。

　ハルヒロは立ち止まった。「……待って。何か、音が」

「……音？」シホルが首をかしげた。

　耳をすます。

　聞こえる。

　かちかち。

　かちゃかちゃ。

　かちかち。

　小さな音だ。でも、何かが動いている。

　コボルドじゃない――ように思える。

「待ってろ」ランタが踵を返した。すぐに戻ってきた。その手には、ヒカリバナ。

　ランタは二つかみほどのヒカリバナを、丸めて闇の奥に投げつけた。

　ヒカリバナの塊が、その足あし許もとに転がった。

　――足許。

「おっ、おっ……」モグゾーがあとずさった。「……お、おばっ……」

「ひやぁっ」ユメが跳びあがってランタに抱きつき、すぐに突き飛ばした。「――な、何するねんなあ！」

「お、おまえがしがみついてきたんだろうが！」

「……ひょっとして……」シホルは杖つえを握って、はあはあ息をしている。「……ス、スケルトン……？」

「そう」

　メリイが前に出た。

　錫杖の柄つか頭がしらで地面を叩たたくと、シャン、と澄んだ音が鳴った。

「不死の王ノーライフキングの呪のろいで、仮初めの、偽りの命を吹きこまれた屍しかばね。――それが朽ち果てた姿。スケルトン」

「まさか……」ハルヒロは絶句した。

　ヒカリバナの塊のほのかな光に照らされている、それは――いや、彼らは――、

　一人じゃない。

　三人いる。

　思い思いの武器、防具、衣類を身につけているが、露出している肌は――いや、肌なんてものはない、骨だ。少し黄ばんだ白い骨がのぞいている。

　一人は鎧よろいを身につけ、剣を提げている。

　もう一人は、ハルヒロと似たような恰かつ好こうで、ダガーを携えている。

　あとの一人は魔法使いのローブを着て、杖を持っている。

「久しぶり」とメリイは言った。

　メリイはハルヒロより前にいる。だから、顔が見えない。メリイは今、どんな表情をしているのか。でも、メリイの声は揺れていなかった。本当に昔むかし馴な染じみと再会して挨あい拶さつをするときのような口調だった。

　たぶん、覚悟していたのだ。

　メリイはここで、このサイリン鉱山で、三人の仲間を失った。遺体を捜索しにきたという話は聞いていない。ちゃんと弔ってやりたくても、そんなことは不可能だっただろう。放置せざるをえなかった。そして、このグリムガルの辺境で死んだ者は、長くても五日、短ければ三日の間に火葬しないと、不死の王ノーライフキングの呪いで動く死体と化してしまう。かつての仲間たちがそんな哀れな末路をたどっただろうことを、メリイは予期していた。

「ミチキ。オグ。ムツミ」

　メリイは彼らの名を呼んでから、そっと言った。

「――ごめんなさい」

「準備！」とハルヒロは叫んだ。

　スケルトンの魔法使いムツミが杖を持ちあげるのを見たからだ。でも、骨なのに。骨しか残っていないのに、なんで声が。

「……デルム……ヘル……エン……」

　まるで風の音のような、正直、不気味な声だったが、そんなことは言っていられない。

　メリイが「よけて……！」と言いながら横っ跳びした。間髪を容れず、ハルヒロたちも左右に分かれる。

「……ヴァン……アルヴ……」

　風だ。すごい風が押しよせてきた。

　ただの風じゃない。

　熱風だ。

「あっつ……!?」ハルヒロはとっさに腕で顔を守った。だけど火傷やけどするほどじゃないか。熱いけど。そうとう熱いんだけど。目を開けていると眼球がとけそうだ。とけないとは思うけど。

「わたしが解呪デイスペルで、忌まわしい呪いから解き放つ！」メリイはいつもと違って、積極的に前に出るつもりみたいだ。「――近づかないと……！」

　止められない、とハルヒロは思った。危ないからやめろなんて言っても、こればっかりは無理だ。メリイの好きなようにやらせるしかない。そのために、援護だ。

「モグゾー、戦士を！　ランタは盗賊……！」

「ぬはーっ！」モグゾーがスケルトンの戦士ミチキに斬りかかった。

「オレに任せろ！」ランタはスケルトンの盗賊オグに躍りかかる。

「ユメっ！」ハルヒロはユメに目配せをした。メリイはたぶん、まずムツミに解呪デイスペルをかけるつもりだ。ユメと二人でメリイに手を貸さないと。ユメはすぐさま「うんっ！」とうなずいた。

「おおおおおおおおおお……！」

　相手はスケルトンだし無駄かもしれないが、ハルヒロはあえて大声を出して真正面からムツミに突っこんでいった。ユメも一緒だ。ムツミが魔法を使うそぶりを見せたら回避する。さっきのはおそらく、熱風ホツトウインド。炎熱魔法アルヴマジツクの一種だろう。炎熱魔法アルヴマジツクは攻撃的、破壊的な魔法がそろっているはずだから、まともに浴びたらやばい。

「……デルム……ヘル……エン……」

　きた。

　ムツミが杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えだした。

　デルム・ヘル・エン。そこまではさっきと同じ。炎熱魔法アルヴマジツクだ。

「逃げろ……！」

　ハルヒロは左へ、ユメは「うにゃっ……！」と右へ、思いっきり跳んだ。

「……リグ……アルヴ……」

　何だ。

　燃えあがる。炎。

　炎だ。ムツミの前に炎の壁が出現した。

「――火炎壁フアイアウオール……！」シホルがびっくりしたように叫んで、呪文を唱える。「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホルの魔法は影縛りシヤドーボンドだ。ちょうどオグが移動した先の地面に影のエレメンタルが固着する。オグは影のエレメンタルを踏んで動けなくなった。

「ナイスだ、シホルゥ……ッ！」ランタが嵩かさにかかって攻めたてる。「ぅぉらうぉらうぉらうぉらうぉらうぉらぁぁ……！　ぬぅお……っ!?」

　でも、オグはハルヒロと同じ盗賊だ。蠅叩スワツト。ダガーでランタのロングソードを弾はじく。弾く。弾く。モグゾーの斬ざん撃げきくらいの重さがあると厳しいだろうが、ランタの攻撃ならハルヒロでもおそらく、なんとか防げる。ランタではオグを倒せないかもしれない。

「むうお！　ふおおおおおっ……！」

　一方のモグゾーはミチキと鍔迫り合いバインドになっている。すさまじい押しあいだ。モグゾーとしては相手の剣を巻きこんで巻撃ウインドを繰りだしたいところだろうが、互いに戦士で手の内がわかっていると、そう簡単にはいかないか。とりあえず、モグゾーが苦戦していることは間違いない。

「どっ、どうしたらっ……!?」ユメは炎の壁の前で立ちすくんでいる。

　ムツミはその向こうだ。炎のせいで、姿も見えない。

「ど、どうって――」ハルヒロはのけぞった。「お……っ!?」

　だしぬけに炎の壁から小さな光弾が飛びだしてきて、ハルヒロの顔面を直撃したのだ。一瞬、死んだかと思ったが、ちゃんと生きている。グーで殴られた程度のダメージではあっても、痛いことは痛い。――これって、魔法の光弾マジツクミサイル……!?

「ひゃあっ!?」ユメもどこかに食らったようだ。

　光弾がびゅんびゅん飛んでくる。

　ハルヒロは炎の壁から離れて光弾をかわすことしかできない。こんな魔法の使い方があるなんて。

「ふぐ……っ」

　モグゾーが、やられた……!?

　いや、紙一重でよけたようだ。ミチキ。あの技。ハルヒロは一瞬しか見えなかったが、ミチキは今、前方宙返りをしながら剣を振りおろさなかったか。戦士のスキルか。あんな曲芸みたいな技もあるんだ。

　モグゾーはすかさず反撃しようとしたが、ミチキは素早く跳び下がって、また五分五分になってしまった。あの戦士、強い。ミチキ。敏びん捷しよう性やテクニックはモグゾーより上だ。力だって互角かもしれない。

　一対一だと、いずれモグゾーは劣勢になる。もう押されはじめている。

　もしモグゾーがやられたら、誰だれもミチキを抑えられない。頭数はこっちのほうが多くても、一人ずつ倒されていって――負ける。モグゾーをサポートしないと。

　ハルヒロがそう思った瞬間、シホルが魔法を発動させた。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　影鳴りシヤドービートだ。黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルがミチキの肩にあたる。でも、それだけだ。ミチキは小揺るぎくらいはしたかもしれないが、見た目ではわからなかった。ようするに、スケルトンには影鳴りシヤドービートが効かないということか。

「シホル、影縛りシヤドーボンドだ……！」

　ハルヒロが言うのと同時に、ランタが「――こっち、魔法とけちまったぞ……！」と怒鳴った。

　見ると、たしかにオグが自由に動きまわってランタを翻ほん弄ろうしている。

　影縛りシヤドーボンドの持続時間は二十五秒間くらいのはずだ。もう二十五秒経たったのか。いや、経っていない気がする。ハルヒロもくわしくは知らないが、魔法には効きやすいとか効きづらいとかいろいろあって、効いても精神力だとかいろんな条件で効果や威力が弱められることもあるらしい。

「い、今……！　オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホルは影縛りシヤドーボンドでもう一回、オグを嵌めようとしたが、見え見えすぎたか。オグは地面に固着した影のエレメンタルを跳び越えて、ランタに迫る。

　その間にも炎の壁から光弾がびゅんびゅん飛んでくるし、飛んできたらやっぱりよけないといけないし――どうしたらいいんだ……!?

「ムツミ……！」と、メリイが仲間の名を呼んだ。

「……え」ハルヒロは呆あつ気けにとられた。「ちょっ、メリイ――」

　何を。

　いったい何を考えているのか。

　メリイは炎の壁に突撃したのだ。嘘うそだろ。

　燃えるよ。

　そんなことしたら、燃えちゃうって。

　制止できるものならしたかったが、とうてい間に合わなかった。メリイは炎の壁の向こうに消えた。

「――光よ！　ルミアリスの加護のもとに……解呪デイスペル……！」

　メリイの声が聞こえた。

　程なく炎が衰え、またたく間に消えてしまった。

　メリイはうずくまっている。

　彼女の足あし許もとには魔法使いのローブと帽子、杖つえが転がっている。

　それから、灰が。

「――っ……」ハルヒロは何か声をかけようとしたが、言葉が出てこなかった。

「大丈夫！」メリイは立ちあがった。

　どこがだよ。

　大丈夫なわけ、ないのに。

　髪の毛が少し焦げてるし。顔とか、火傷で赤くなってるし。もちろん、それだけじゃない。メリイは、仲間を――おそらく友だちでもあっただろう仲間を、自分の手で。ぜんぜん大丈夫じゃないだろ。

　だけど慰めるのはあとだ。

「ユメ、シホル！　モグゾーを……！」

「うんっ！」

「は、はい……！」

　モグゾーのサポートを二人に任せて、ハルヒロはオグの背後をとろうとした。でも、さすがに盗賊だ。すばしっこく動いてランタを牽けん制せいしながら、ハルヒロのこともちゃんと警戒して後ろに回られないようにしている。自分より腕が立つ、とハルヒロは思った。運動神経がハルヒロとは違う。スケルトンなのに。きっと能力は生前のままなのだ。

　たぶん、オグと差しでやりあったら、ハルヒロは勝てない。あっさり負けるかもしれない。――でも、ごめんな、オグ。知りあいじゃないのに馴なれ馴なれしくオグ呼ばわりして悪いけど、メリイのよしみっていうか、そういうのもあるからさ。おれ、オグより弱いけど、一人じゃないんだ。

「ランタッ！」

「おう！」

　ハルヒロはランタと入れ替わった。こういうときは妙に察しがよかったりするんだよな、ランタって。勘がいいのだ。

　オグはちょっと戸惑ったみたいにランタを捜すようなそぶりを見せた。隙すきあり、とばかりに、ハルヒロは突きかかる。オグは蠅叩スワツト。反撃してきたので、今度はハルヒロが蠅叩スワツト。こっちが攻めれば相手が蠅叩スワツトして、相手が攻めてきたらこっちが蠅叩スワツトする。

　四度目に蠅叩スワツトしたとき、ハルヒロはひやっとした。オグがダガーの角度を工夫してきて、危うく弾きそこねるところだったのだ。

　やっぱり、ハルヒロはオグに勝てない。勝てなくたっていい。

　ハルヒロは「すっ……！」と踏みこんで、ダガーを突きだした。

　蠅叩スワツトはあくまで相手の攻撃をしのぐ、防御が目的のスキルだ。少なくとも一瞬は、相手の挙動に全神経を集中させないといけない。

　慣れるとそれを反射的に、ほとんど自動的にやってのけられるようになる。

　もしくは、やってしまう。

　オグはハルヒロのダガーを蠅叩スワツトした。

「うおらぁ……っ！」

　まさにそのタイミングで、ランタが斜め後ろからオグの右脚にロングソードを叩たたきつけたのだ。

　正直、ハルヒロは震えた。打ちあわせしたわけでもないのに、ランタ、おまえ、よくわかったな。むしろ、気持ち悪いほどだ。

「オグ……！」

　片脚をへし折られて立っていられなくなったオグに、メリイが駆けよる。

「光よ！　ルミアリスの加護のもとに……解呪デイスペル……！」

　その光景を、見てもよかったのか、見ないほうがよかったのか。

　ハルヒロはわからない。

　でも、オグが強烈な光に包まれて、次の瞬間、その身体からだが、というか骨が、さらさらと崩れてゆくさまを目にして、ハルヒロは胸が苦しくなった。ちょっと泣きそうになりさえした。仲間だったメリイが呪のろいから解き放ってくれたのだから、よかったのかもしれない。よくなんかない、とも思えた。メリイにとっては残酷すぎる。

　メリイはがっくりと膝ひざをついて、オグだった灰を手ですくった。

　握りしめても、それは指の合間からこぼれ落ちた。

　メリイは下を向いて、うなずいた。「……あとはミチキだけ」

「おい！」ランタが何を思ったか、メリイにロングソードの切っ先を向けた。「おまえにはオレらがついてんだからな！　忘れんじゃねーぞ、そこんとこ！」

　いや、言いたいことは、なんとなくわからなくもないけどさ。もっと丁寧っていうか正確を期した表現の仕方がありそうなものだし、だいたいなんで剣とか向けるんだよ。

　まあ、でも、メリイが顔を上げて、「ええ」と――微笑ほほえみすら浮かべて答えたので、いいのか。

「ハルヒロくん……！」とシホルが叫んだ。

「やるぞ！」ハルヒロはミチキに向きなおった。

　ミチキはモグゾーを追いこみつつある。ユメもシホルもあまり手を出せずにいるみたいだ。影縛りシヤドーボンドも、モグゾーが踏んでしまったりしたら大惨事だし、難しいか。

「ここで、オレ登場……！」

　ランタが側面からミチキに打ちかかった。これはたやすくミチキが剣で防いだが、やばくなっていたモグゾーがその間に息をつける。

　ハルヒロは背後を狙ねらうことにした。ミチキはモグゾーより機敏だが、オグほどじゃない。ランタは躊ちゆう躇ちよしないでガンガン攻めるし、モグゾーは器用なところがあって、仲間と呼吸をあわせるのもけっこう上手だ。いける。

　――ここ。

　今だ。

　ハルヒロはミチキの背中に組みついた。骨だから、ダガーで突いても刺しても無駄だ。

　首をとった。

　両腕を絡からめて、頸けい椎ついから頭ず蓋がい骨こつをもぎとる。

　直後、モグゾーがミチキの右腕にバスタードソードをぶちこんだ。「ふんなあ……！」

　ミチキの右手と剣が弾はじけ飛んだ。

「光よ！　ルミアリスの加護のもとに……！」

　メリイがくる。

　五本の指を額にあてて、五ご芒ぼう。それから中指で眉み間けんを押さえ、光明神ルミアリスの象徴、六芒を完成させる。

　メリイは掌をミチキに向けた。

「解呪デイスペル……！」

　まばゆいが、それはどこか悲しい光だ。

　ハルヒロの腕の中で、ミチキが潰ついえてゆく。

　こんなふうに、身につけていたものと灰しか残らないなんて、あんまりだ。

　でも、マナトだってそうだった。みんな同じだ。死んだらこうなる。死ぬって結局、こういうことなんだ。

　光が収まって、ハルヒロはその場にへたりこんだ。何も言えない。何も考えられない。何一つ浮かんでこない。

　メリイはミチキだったものの前にしゃがんでいる。

　モグゾーとランタは立ちつくしていた。ユメも。シホルは帽子を押さえて、肩で息をしている。

「……片づいたな」ランタがぽつりと言った。

「そうね」メリイはミチキの灰をすくって目を閉じた。「――終わった。ようやく、これで。わたしがやらなきゃいけなかったことができた。みんなのおかげで。ありがとう」
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「強かった」モグゾーはため息をついた。「強かったよ、ミチキさんは。ぼく、もっと強くならないと」

　シホルはこくっとうなずいて、「……あたしは、もっと攻撃力が欲しい。新しい魔法を、覚えたい。覚えなきゃ……」

「フーム」ランタは思案顔で顎あごをつまんだ。「オレはオレにふさわしいオリジナルの必殺技でも開発すっか」

　また馬ば鹿かなことを言っている。スルー決定だ。

「ユメは狼おおかみ犬けんが飼えたらいいなあ。一ゴールドで、子犬を譲ってもらえるんやって。おっきく育つまで、時間はかかるみたいなんやけどなあ」

「……それまでどうするの？」

　ハルヒロは試しに訊きいてみた。

　ユメは、にゅーん、と首をかしげて、「一緒にいないと懐かないらしいし、ポッケにでも入れて連れて歩くしかないかなあ」

「入る？　ポケットに……」

　メリイが尋ねると、ユメは上着のポケットをさわった。

「むぅー。どうやろ。ちょおーっと入らないかもなあ。子犬入れのバッグとか買ったらいいんかなあ」

　ランタはランタのくせにランタの分際でドン引きしている。「……おまえ、それ、けっこうな大荷物だぞ」

「ユメが持つんやから、べつにいいやろ。あ、ゆうとくけどな、ランタにはぜぇーったいさわらせたげないから」

「なんでだよ。撫なでるくらいさせてくれたっていいだろ。オレが撫でてやったら、きっと強くなるぞ」

「ならないもんっ」

「なるっつーの」

「なーらーなーいっ」

「なるッ！」

「なるわけなぁーいっ」

「なりまくるわ、ハゲッ」

「あのさ、捕らぬ狸たぬきの皮算用って言葉があって……」ハルヒロは苦笑いをして、一つ息をついた。「まあ、いいけど」

　強くならないと、か。

　――強くなる。

　ハルヒロはどうだろう。

　いくつか習得したいスキルはあるが、それで劇的に強くなれるとは思わない。背面打突バツクスタブや蜘蛛殺しスパイダーに磨きをかけても、限界があるだろう。自分自身の戦闘能力を高めるのも重要だが、リーダーとして成長することでパーティ全体の力を底上げできるかもしれない。とはいえ、それはそれで目に見えて成果があがるわけじゃなさそうだ。

　所しよ詮せん、ハルヒロには地味な役回りが似つかわしいということか。

「メリイ」

「何？」

「いいの？　なんていうか……形見みたいなもの、持ち帰らなくても」

「ああ」メリイは虚を衝つかれたように少しだけ目を瞠みはった。「考えてなかった。そうね。何か持って帰る。オルタナに戻ったら、ハヤシにも教えてあげないと」

「うん。だね。きっとハヤシさん、安心するんじゃないかな」

「だといいんだけど」

　メリイはミチキが残した装備を調べはじめた。怪け我がも治したほうがいい、と言おうとしたが、やめておいた。メリイは愛いとおしむようにミチキやオグ、ムツミの遺品を検あらためている。邪魔しちゃ悪い。

「……今日は、疲れた」とシホルが呟つぶやいた。

　ユメが両腕をゆっくりと回しながら、「ほんとうやなあ」

「まだ終わってないよ」ハルヒロはきつい言い方にならないように注意した。「気をゆるめるのはオルタナに帰ってからってことで。まあ、さすがにもう何もないと思うけどね」

「わかんねーぞ」ランタが、ニヒヒ、といやらしい笑い方をした。

　やめろよな、そういうの。

　そんなこと言うから、こういうことになったりするんだよ。

　背筋がぞくっとした。

　ハルヒロは振り返った。「――デッ……」

「あぁ？」ランタも振り向いた。「おっ……」

　モグゾーが「やばい」と言った。

「ふえ？」ユメはぼんやりしている。

　シホルは「ゃっ……」と短く小さな悲鳴をあげた。

「嘘うそ……」とメリイがもらした。

　なんでだよ。

　よりにもよって、どうしてこんなときに。

　どんなときでも迷惑だけど。大迷惑すぎるけど。

「逃げっ――」ハルヒロはそこまでしか言えなかった。

　きた。くる。きちゃう。マジで？　やめてくれよ。どうなってるんだよ。なんで。

　黒と白、斑まだらの被毛。コボルドとは思えない巨大な体たい躯く。手には大きすぎる分厚い出刃包丁みたいな剣。

　死の斑。

　デッドスポットが、ハアハアハアハア荒い息をしながら、だらだら唾だ液えきを流して撒まき散らしながら、血のように真っ赤な両眼をギラギラさせて駆けてくる。

　やつは三匹のエルダーらしい手下ミニオンを従えていて、そいつらは鎧よろいを着て兜かぶとを被かぶり、剣と円い盾を持っている。だめだ。

　勝てるわけがない。

　でも、背を向けたら。それもだめだ。

　あいつらに背中を見せたら、全員あっという間に殺される。

　やりたくない。やるしかない。やるからには、負けることを考えちゃだめだ。

　勝たないと。勝つために。

「ごめん、モグゾー、デッドスポットを！　あとは他ほかのを……！」

　みんなの返事なんか聞こえなかった。ハルヒロは慌てている。しょうがないじゃないか。とにかく、できるだけ早くミニオンを片づける。すべてはそれからだ。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」シホルが影縛りシヤドーボンドの魔法を飛ばして、ミニオンを一匹、足止めした。おかげでハルヒロはちょっとだけ落ちついた。

「ランタ、一匹やれ……！　おれとユメで一匹……！」

「やってやらぁ……！」「んにゃーっ！」

「わたしも……！」メリイも錫しやく杖じようを持ってハルヒロたちについてくる。ハルヒロは止めようとして、思いとどまった。ミニオンをやるまでは、メリイも前に出てもらうか。ミニオンを倒したら下がらせる。よし。これでいく。

「どぅもー……っ！」モグゾーが放った渾こん身しんのどうも斬を、デッドスポットは軽々と包丁剣で弾はじき返した。そして、すぐに反撃に転じる。怒ど濤とうの勢いだ。包丁剣がモグゾーに襲いかかる。モグゾーは「ふがっ、ふがっ、がぁっ！」となんとか受けているが――一発でも受けそこねたら、鎧の上からでも致命傷を受けてしまいそうだ。怖い。でも、ハルヒロよりモグゾーのほうがもっと怖いはずだ。恐怖に耐えて、防ぎ止めている。どうにかして、その間に。どうにかして、じゃない。絶対やるんだ。

　二匹のミニオンがデッドスポットとやりあっているモグゾーを無視して、ハルヒロたちめがけて押しよせてくる。

「憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！」ランタがミニオンＣに躍りかかって怯ひるませた。

「おれが……！」ハルヒロはユメを追い抜いて、ミニオンＢに突っこむ。といっても、攻める気はない。ミニオンＢが剣を振る。蠅叩スワツトだ。ダガーで弾く。弾いて、弾いて、弾いているうちに、ユメとメリイがミニオンＢの両サイドに回りこんだ。

「斜め十字……！」「強打スマツシユ……！」ユメとメリイが左右から同時攻撃。ミニオンＢは剣と盾で防いだが、体勢が崩れている。今だ。

　ハルヒロはミニオンＢの背後をとって、蜘蛛殺しスパイダー。背中に組みついて兜の面めん頬ぼおを上げ、右目にダガーを突っこむ。ねじって引き抜き、飛び離れた。

　まだ息があるミニオンＢをメリイが錫杖で痛打して、ユメが「えいっ！」と蹴けり倒した。ミニオンＢはもう起きあがってこない。あと二匹。

　影縛りシヤドーボンドで足止めされているミニオンＡか、ランタが引き受けているミニオンＣか。ハルヒロは躊ちゆう躇ちよせずにミニオンＡへと向かう。ユメとメリイもきてくれた。ミニオンＡは動けないから楽だ。ユメとメリイに引きつけてもらって、ハルヒロは背後に回る。蜘蛛殺しスパイダー。ミニオンＢをやったときと同じ手順で息の根を止めたら、ミニオンＣへ。

　でも、モグゾーはどうだろう。だいぶきつそうだ。今、包丁剣をバスタードソードで防いだとき、膝ひざをつきそうになった。どうにか立てなおしたが――あれだともう、一人じゃもたない。

「こいつはオレ一人でいい……！」とランタが叫んだ。

　ハルヒロは迷わなかった。「――頼む！」

　信じる。仲間を。ハルヒロは「メリイは下がって！」と指示して、ユメと二人でデッドスポットの横と後ろを押さえにかかった。だけど、押さえるっていうか。

　何なんだ、この威圧感。

　デッドスポットはハルヒロに背中を向けている。やつはこっちを見もしない。それなのに、どうやって攻めればいいのかまったくわからない。どう攻めても無駄なような気がする。無駄でも何でも、やるしかないだろ。そうだ。やるしか。

　ハルヒロは背面打突バツクスタブを決めようとした。そのはずだ。

　ところが、気がついたら地べたに転がっていた。

　何だ？

　もしかして、後ろから距離を詰めようとしたら、デッドスポットに蹴られた、とか？

　なんとなくだが、そんな記憶がないでもない。身体からだは？　ハルヒロは起きあがった。あちこち痛いし、若干ふらつく。よくわからないが、たぶん大丈夫だ。

「せやせやせやせやせぃやぁ……！」と、ランタが目にもとまらぬ連続攻撃でミニオンＣの剣と盾を吹っ飛ばし、「うおらぁ……！」と体当たりを食らわして突き倒した。なんて強引な。でも、功を奏したみたいだ。ランタは剣先でミニオンＣの兜を撥はね飛ばし、喉のどにロングソードを深々と埋めこんだ。「――わはは！　悪徳ヴアイスゲェーッツ……ッ！」

　こんなときにまで悪徳ヴアイスかよ。その人間性はどうかと思うが、頼もしいことは頼もしい。

「残りはデッドスポットだけだ……！」

　ハルヒロはあえて大声で言った。みんなを少しでも励ましたい。

　無理かなあ、とも思う。

　デッドスポットは「うぉっがはははっ。うぉっがはははっ。うぉっがははははぁっ」みたいに聞こえる叫び声をあげながら、モグゾーを完全に圧倒している。

　ハルヒロも、ユメも、それからランタも、もちろんモグゾーを助けたいのだ。でも、近づけない。なぜだ。威圧感とか、そんな漠然としたものだけが理由なのか。

　違う。

　デッドスポットの身のこなしだ。やたらとダイナミックで、脚にバネでも仕込まれているみたいに飛んだり跳ねたりしながら、包丁剣を振るう。やつは片時も止まっていない。そのせいで狙ねらいをつけられないのだ。

　だけど、癖とかパターンくらいはあるはずじゃないのか。それを見極めれば。

　いや、そんな悠長なことはしていられないか。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　シホルが影鳴りシヤドービートの魔法を発動させた。絶妙なタイミングに思えたが、だめか。

　デッドスポットは「ふぉん……！」と包丁剣を軽く振って、黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルをあっさり斬きり消してしまった。

　ただ、それで一瞬、隙すきともいえないような隙ができた。

「ぐもぉーっ……！」

　防戦一方だったモグゾーが攻勢に転じる。すでに息があがっているし、手傷も負っているはずだが、これ以上やられっぱなしだと確実に押しきられる。一か八かの勝負に打って出るしかない。モグゾーはそう判断したのだろう。間違っていないとハルヒロも思う。どう考えてもそうする以外にない。でも、そうしたところで。

「ぐぉっははぁっ……！」

　デッドスポットはモグゾーのバスタードソードを、包丁剣じゃない、なんと左腕で払いのけた。

　何だよ、それ。そんなのありかよ。

　ハルヒロでも呆ぼう然ぜんとしたのだ。モグゾーのショックはその比ではなかっただろう。というか、べつにショックなんか受けなくても、結果は同じだったかもしれない。

　デッドスポットはモグゾーの左肩に「ごぁっはぁぁっ……！」と包丁剣を叩たたきこんだ。包丁剣は肩の装甲をぶち破って、鎖骨のずっと下まで達した。

「モグゾォォォーッ……！」

　ランタがデッドスポットに飛びかかった。やばいって。不用意すぎる。ランタはあやうくデッドスポットが返す刀で繰りだした包丁剣にぶった斬られるところだったが、紙一重のところで「ひぃ……っ!?」としゃがんでかわした。でも、ナイスだ。おかげでモグゾーは、転がるようにしてデッドスポットから離れることができた。

　そうとう血が出ているし、かなり重傷っぽいけど。

「メリイ、モグゾーを……！」

　ハルヒロが言うまでもない。メリイはさっそくモグゾーを治療しようとしている。時間だ。時間を稼がないと。

　ユメがいつの間にか弓矢を構えていた。「んりゃっ！」と矢を射る。かなりの近距離からだ。当たった。デッドスポットの脇わき腹ばらに。デッドスポットは「ふがおっ！」と吠ほえてユメに向きなおった。

「よそ見してんじゃねーぞ……！」

　ランタが攻める。でも、デッドスポットは包丁剣で無造作にランタのロングソードを弾いて、ユメを猛襲する。ユメはもちろん、逃げる。

「こわこわこわぁ……っ！」

　弓を放り投げ、穴鼠のスキルを駆使してぐるぐる転がって逃げまわる。

　ハルヒロはデッドスポットを追いかけているのだが、手がつけられない。というか、そもそもデッドスポットに追いつけない。「――くそ……！」

「暗黒よ、悪徳の主しゆよ……！」ランタが呪じゆ文もんを唱えた。「悪霊招来デイモンコール……！」

　どこからか、黒っぽい紫色の首がない人間の上半身みたいなものが現れた。穴ぼこみたいな目が二つ。その下に裂け目のような口。悪霊デイモン。ゾディアックんだ。

「よーし行け、ゾディアックん……！」

（……いやだ……絶対いやだ……きひひひ……きしししししし……いひひひひひひ……）

「チィッ、やっぱりだめか……！」

　……何やってんだよおまえ、この非常時に。

　呆あきれて物が言えない。のんびり物を言っているような場合でもない。

「あだぁ……っ！」ユメがデッドスポットに足あし蹴げにされてぶっ飛ばされた。

「ぬぇーい、こい、この……！」ランタはゾディアックんの腕をつかんで引っぱってゆく。そんなこともできたりするのか。そしてランタは、デッドスポットに向かってゾディアックんを投げつけた。「ずぉぉぉぉぉぉぉぉりゃああああぁぁぁぁぁぁぁ……っ!?」

（……よくも……よくもよくもよくもぉぉぉぉおおおぉぉおおぉぉぉおぉぉぉぉぉ……）

　ゾディアックんはデッドスポットにぶつかった――というより、やつの顔面にしがみつくような恰かつ好こうになった。すぐに引っ剥ぱがされてぶん投げられてしまったが、その間にランタがデッドスポットに接近していた。「憤慨突アンガーァァァァ……ッ！」

　首だ。でも、デッドスポットが身をよじったので、ランタが突きだしたロングソードはやつの首を被毛ごと何センチか削っただけだった。そうはいっても当たった。血も噴きだすほどではないが出た。

　やった、とハルヒロは思った。

　何をしても、どうやっても勝てない相手では決してない。やれる。やりようによっては戦える。勝てるかもしれない。そう感じたのも束つかの間まだった。

「ふっしゅるるるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……！」

　デッドスポットの目の色が変わった。その双眼に宿る輝きがさっきまでとは違う。

「――のあ……っ」

　ランタは一瞬でぶちのめされた。

　だけど今の――何がどうなったんだ……？

　ハルヒロには見えなかった。とにかくランタは血ち塗まみれでひっくり返っている。デッドスポットが包丁剣を振りかざして、ランタにとどめを刺すつもりか。

　その右腕に、すがりつくものがあった。

　黒っぽい紫色の――ハルヒロは目を瞠みはった。「ゾディアックん……!?」

（きひひひ……きひひひひひひ……いきききききき……きししししししししし……！）

「うぉごぉんっ！」デッドスポットは、邪魔だ、とばかりにゾディアックんをわしづかみにして地面に叩きつけた。ゾディアックんはシュオンッと蒸発するように消えてしまったが、おかげでランタは命拾いした。

　デッドスポットがランタめがけて包丁剣を振りおろす。そこにモグゾーが飛びこんできて、バスタードソードで「ふんぼぉーっ！」と受け止めた。

　もしゾディアックんがいなかったら、デッドスポットを妨害しなかったら、どうなっていたことか。おそらくモグゾーは間に合わなかった。ランタはゾディアックんに救われたのだ。

　ユメはシホルに助け起こされたところだが、腹を押さえている。そうとう痛そうだ。

　モグゾーはデッドスポットに押しまくられながらも、倒れて身動きもできないランタからやつを引き離そうとしている。

「デッドスポットは、傷を負えば負うほど手強くなる……！」メリイがランタに駆けよってゆく。「――ハル！　わたし、もうすぐ魔法が使えなくなる！　あと二回！　無理しても、三回が限度……！」

　ハルヒロは息を吸いこんで、歯を食いしばった。

　モグゾー。傷をメリイに治してもらっても、体力まで回復するわけじゃない。早くもあっぷあっぷの状態だ。

　傷つけば傷つくほど強くなる、だって？　やつを追いこめば追いこむほど、追いこんだこっちがやばくなるってこと？　何だよ、それ。そんなのどうすればいいんだよ。

　どうするもこうするもない。

　逃げる。

　それしかない。

　でも、逃げられるのか？　逃げられるんだったら、最初から逃げていた。いや、あのときはミニオンが三匹いたわけで、状況が違う。今はデッドスポットだけだ。だけど全員、無事に逃げきれるだろうか。デッドスポットは速い。追われたら、まず間違いなくつかまる。背中から襲われたらひとたまりもないだろう。おそらく一瞬で殺やられる。一瞬で一人、殺られたら、二人目も、三人目も――だめだ。みんなで逃げる。そうしたいが、現実的じゃない。それだと何人も犠牲者が出て、うまくいけば何人か逃げおおせるといったところが関の山だ。悪くしたら、全滅する。

　一人。最低でも一人は残らないといけない。一人がデッドスポットを足止めする。まさしく命懸けで。その一人は死ぬ。一人死んで、他ほかの五人を生かす。

　これしかない。わかっている。やるんだ。迷っている間にモグゾーが倒されるかもしれない。そうなったら終わりだ。総崩れだ。みんな死ぬ。全滅だ。全滅はだめだ。一人、殺す。五人が生き残るために。でも、誰だれが？　いったい誰が足止めを？　言わなきゃならないのか？　みんなは逃げるから、その間、頼むって。死んでくれって。たとえば――たとえば、モグゾーに。

「――っし！」ランタが跳び起きた。治療が終わったらしい。

　ハルヒロは目をつぶった。「……ごめん、みんな」

　こんな情けないリーダーで。

　だけど、無理なものはやっぱり無理なんだよ。

　ハルヒロはモグゾーを打ち負かそうとしているデッドスポットの背中に組みついた。拍子抜けまではしなかったが、意外と簡単にできた。なんかもう覚悟とか決まってて、恐怖心とか感じないから、とか？　何でもいい。デッドスポットはハルヒロを振りほどこうとする。させないって。離れるものか。必死にしがみついて、ハルヒロはデッドスポットの頭をダガーの柄つか頭がしらで殴打する。何度も何度も殴る。殴りながら叫ぶ。「――モグゾー、ランタ！　メリイ、ユメ、シホル……！　今のうちに、逃げろ……！」

「で、で、でも……！」と言ったのはモグゾーだと思うが、よくわからない。

「いいから……！」ハルヒロは無我夢中だった。ダガーで殴る。殴りまくる。デッドスポットは、そうはいってもコボルドで、身体からだの構造的に人間よりも腕を後ろに回しづらいようだ。それでも、肘ひじだの何だのでハルヒロをどつく。包丁剣で、斬ることまではできないようだが、ハルヒロの背中やら後頭部やらを叩く。やばい。弱音を吐いてしまいそうだ。弱音を吐く前に力が抜けそうだ。抜かないけど。「――おれの命、無駄にするのかよ！　おれ、もう助かんねーよ！　こんなボコボコにされて！　もうだめだよ！　頼むから、逃げろって！　なあ、頼むよ……！」

「――行くぞ……！」とランタが叫んだ。

　ああ、ランタ。

　いいんだ、それで。それでこそランタだ。おまえはパーティにいてくれなきゃ困る。そうやって、みんなを引っぱっていってくれよ。それはおまえにしかできない。頼むよ。

　ちらっと、ユメがこっちを見ている姿が目に入った。でも、ユメは身体をあっちに向けて、顔だけ振り返らせていた。行こうとしていた。ちょっと安心した。ユメが逃げてくれれば、シホルもそうするだろう。ユメ、ユメにさ、頭、撫なでてもらったとき、あーいいなって思ったよ。シホル、マナトのこと、引きずりすぎるなよ。

「ハル……！」とメリイに名を呼ばれた。行け。行ってくれ。おれ、ちょっとだけメリイのこと好きになりかけてたし、メリイには生きてほしいし、だから、行ってくれ。

「ぬもおおおおぉぉぉぉぉぉ……！」モグゾーの声が遠ざかってゆく。よかった、とハルヒロは思う。逃げろ、モグゾー。おまえは強い。ちゃんと強くなってる。もっと強くなる。モグゾーはさ、パーティの核なんだよ。おれたちはモグゾー次第っていうかさ。

　でも、おれたち、じゃないんだな。

　おれはそこから抜けちゃうんだよな。

　一人だよ、おれ。

　しょうがないけどさ。自分で選んだことだし。

　こうするしかなかったんだ。誰かに死んでくれなんて、言えなかった。それくらいなら、自分が死んだほうがマシだって思っちゃったんだ。

　みんな、きっとつらいよな。おれを犠牲にして生きのびたとか、いやだよな。そんなふうに考えてほしくないけど、やっぱり考えちゃうよな。でも、乗り越えてほしい。なんていうか、乗り越えてくれないと、こんな馬ば鹿かな真ま似ねをした甲か斐いがないし。

　ミチキ。オグ。ムツミ。

　ここで死んだら、おれもあんたたちと同じふうになるのかな。

　そうしたら、メリイに解呪デイスペルしてほしい。

　おれを灰にしてくれ。

　そのときはもしかしたら、おれに代わって誰かがパーティに入ってたりするのかな。

　それって、なんか――すっげー寂しくて、悔しいよ。

　そんなこと、想像しなければよかった。

　もしくは、単に限界だったのか。

　ハルヒロの身体が、浮いた。まずい。

　離れた。

　デッドスポットから離れてしまった。

　地面に落ちる。デッドスポットは走ろうとしている。ハルヒロを殺さないのか。死にぞこないのハルヒロなんか放っておいて、仲間を追うつもりなのか。そんな。そんな、そんな、そんな、そんな、そんな。

　ハルヒロはどれくらい時間を稼いだのか。仲間はどのくらい逃げてくれたのか。体感的にはけっこう時間が経たったような気がする。でも、それほどでもないのか。わからない。

「おい……！」

　ハルヒロは立ちあがる。デッドスポットは振り向かない。

　行かせない。行かせるかよ。

　冗談じゃない。――そのとき、あの線が。

　ぼんやりとじゃない、もっとはっきり、くっきりと光る線が見えて、ハルヒロは動いた。遅いな、と思った。なんでこんなに遅いのか。ただ、自分だけじゃなくて、デッドスポットも遅い。それならいいか。

　追いつけたし。

　ここか。

　デッドスポットの背中。きっと内臓か何かなんだよな。

　飛びついて、そこにダガーを突き刺す。

　スッ……と入って、達した。

　ハルヒロは微み塵じんも疑わなかった。

　これで終わりだ。

　デッドスポットはつんのめって、そのまま倒れた。
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　ハルヒロはしばらくの間、デッドスポットの汚れまくった被毛に顔を埋めていたが、やがてごろんと横に転がった。声を出そうとしたら、おぉぉ、という変な音が喉のどの奥からもれた。顔やら首やらをさわってみると、血だらけだった。痛みもあった。不意に、このまま置いていかれたらどうしよう、と思った。それはちょっと勘弁してほしい。でも、動けそうにない。

「おぉーい……」

　ハルヒロはなんとか声を上げて仲間を呼んだ。

　きてくれるはずだと信じた。

　そのとおりになった。







[image: ]

「いよっ、ハルっち！　聞いたよ聞いたよお、デッドスポットしとめるなんてチョーゴイスゥーッ！　俺ちゃん思わず嫉しつ妬としちゃう！　ジェラシー・イエェーイッ！」

　シェリーの酒場で飲んでいたらキッカワが寄ってきて、うるさいの何の。ランタが言いふらしているせいで、ハルヒロたちがあのデッドスポットを倒したことは早くも知れ渡りつつある。

　まあ、べつにいいんだけど。運がよかっただけとはいえデッドスポットをしとめたのは本当だし、ゴブリンスレイヤーと呼ばれつづけるよりは気分がいい。

「あぁー。でも、よかったなあ」ユメは卓に突っ伏してため息をついた。「ほんとにもう、だめかもしれないって、何回も何回も思ったもんなあ」

「う、うん」モグゾーはちょっと眠そうだ。「ものすごく、あぶなかった……」

　シホルは恨みがましい目でハルヒロを見て、「……約一名、無茶するし」

「いや、あれは、さ……」ハルヒロは頭を掻かいて、咳せき払ばらいをした。「――はい。反省してます。ごめんなさい」

「え……」シホルは気まずそうにうつむいた。「じょ、冗談だから。責めてるとか、ないし。それは、本当に……」

　ユメは、んー、と唸うなって、「ハルくんがテトラポット止めてくれなかったら、ユメたち全員、もろだおれしてしまってたかもしれないもんなあ」

「……ユメ。共倒れね。もろだおれじゃなくて」

　ハルヒロがツッコミを入れると、ユメは首をかしげた。

「ふぇ？　ほもだおれ？」

「や、違う。ほもじゃなくて、とも。あと、テトラポットじゃなくてデッドスポット」

「あ。そうなん？　ややこいなあ」

「だ、だ、だけど！」モグゾーが脇わきに挟んでいる包丁剣を示してみせた。「よかったよね、結果的には。終わりよければ、すべてよしっていうし……」

「そやなあ。モグゾー、新しい武器ゲットできたしなあ」

「うん……」シホルはうなずいた。「バスタードソード、だいぶボロボロだったし……」

「そ、そうなんだよね」モグゾーは相好を崩した。「どうしようかな、この剣の名前。何かつけようかなって、思うんだけど。思いつかなくて……」

　ユメが、包丁くん一号、とか言いだして、シホルが控えめに反対した。モグゾーはかっこいい名前をつけたいみたいだ。でも、かっこいいってどういう感じだろう。エターナルブレイズエクサキューショナーとか、そんなの？　思いついた名を、ハルヒロは口には出さなかった。いくらなんでもこれはひどすぎる。何かいいのないかな。

　ランタはキッカワと一緒にはしゃいでいる。二人して、義勇兵たちにデッドスポット絡みの武勇伝を話して聞かせているらしい。なんとなくキッカワもその場にいたみたいな雰囲気になっていて、いいんだか悪いんだか。

　メリイはしばらく前に、ハヤシに会いに行くと言って二階席に上がっていった。これで少しは心の整理がついたりするかな。

　ハルヒロはビールを一口飲んで、かすかに顔をしかめた。苦いな。

　誰だれも死ななくてよかった。生き残ることができて、ほっとしている。でも、心の底からは喜べない。あれでよかったのか。自分は誤りを犯さなかったか。もっといい方法が、マシな選択があったんじゃないのか。最善だと、あのときは思った。今、同じ状況に置かれたら、やっぱり同じことをしてしまいそうな気もする。だけどそれでいいのかな。あんなふうに切羽詰まらないように、何か手を打つことだってできたんじゃないのか。

　反省ばかり浮かんで、とても喜んでなんかいられない。みんなはそうでもなさそうだ。どうしてだろう。なんでおれだけ？　ハルヒロはリーダーで、他ほかの仲間は違う。だからなのか。ギャップがある。埋められないのか。この先も、ずっとこうなのかな……？

「どうしたの」と、肩に手を置かれた。見ると、メリイだった。

　けっこう距離が近くて、どきっとした。

「……あ。戻ってきたんだ？」

「ええ。今。何かあった？」

「な、なんで？」

「ちょっと様子が変だったから」

「そう？　そんなことないと思うけど。べつに、何もない……よ？」

　メリイはそっと笑った。「ハルは、嘘うそがへた」

「……かな」ハルヒロが少し椅い子すをずらすと、メリイは隣の席に腰を下ろした。

　ユメとシホルとモグゾーは、まだ包丁剣の名前について熱心に議論している。

　メリイに話してしまいたくなった。数日前なら悩みを打ち明けていたかもしれないが、もうしない。たぶん、自覚があるからだ。適性がなくても、能力がなくても――おれはこのパーティのリーダーなんだ。おれがしっかりしないと、みんなを死なせてしまう。

「ほんとに、なんでもないよ」ハルヒロは笑って付け足した。「まあ、嘘なんだけど、嘘じゃない」

　メリイはもう一度、ハルヒロの肩にそっと手を置いた。メリイのやわらかな手はすぐに離れてしまったが、ハルヒロはそれだけで報われたような気分になった。

　そんな単純で安っぽい自分を嘲あざけることはしない。喜べるときは喜んでおけばいい。楽しい時間はいつまでもつづくわけじゃないのだ。すぐに終わるかもしれない。

「おい、ハルヒロ！」

　ランタがキッカワと肩を組んでスキップしながらこっちに近づいてきた。

「他のやつらも！　ちょっとこい！　暁連DAY BR隊EAKERSのケムリさんがたまたま飲みにきてて、デッドスポットしとめたオレらに一杯奢ってくれるんだってよ！」

「これってまたとないスーチャンだよハルっち！　スーチャンスーチャン！」

「……何だよ、スーチャンって」ハルヒロは肩をすくめてため息をついてから、何度かまばたきをした。「え？　暁連DAY BR隊EAKERSって、あのソウマの？」

「ほぉー」とユメが目を丸くした。

「……なんか、すごいことに……」シホルは縮こまっている。

　モグゾーは立ったり座ったりしながら、「ど、ど、ど、どうしよう」

「せっかくだし」メリイは平然としているように見える。「行ってみる？」

　ハルヒロは即座にうなずいた自分に少し驚いた。昨日までだったら、最終的にどうするにせよ、まずはためらっていただろう。昨日の自分と今日の自分とは違うのだ。明日の自分はどうなっているだろう。今日死ななければ、明日の自分に会える。ひょっとするとそれは、とてもすばらしいことなのかもしれない。

「行こう、みんな」
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あとがき







　自分にとって理想のゲームとはどんなゲームなのだろう、ということをたまに考えます。ＲＰＧをたくさんプレイしてきたので、やはりその種のゲームなのでしょうか。個人的に強く印象に残っているのは、ドラゴンクエストⅢとⅤ、ファイナルファンタジーⅡとⅣとⅦ、それからロマンシングサ・ガ、あとはＭＭＯＲＰＧのUltima OnlineやEverQuestといったあたりなのですが、前者のＲＰＧと同系統、発展形のゲームは今も生みだされつづけながらも、進化より深化、あるいは細分化の道を歩んでいるように思われます。また、ＭＭＯＲＰＧについてはWorld of Warcraftが世界を席せつ巻けんし、後発のゲームがその欠点を補ったり洗練させたりしつつも、ほぼ完成形と限界が見えた感があります。

　ドラゴンクエストやファイナルファンタジー、初期のＭＭＯＲＰＧにふれたとき、僕は目の前にまったく新しい世界が広がったような感覚に襲われました。ちっぽけな自分の狭苦しい世界が一気に広がって、そこに足を踏み入れてゆく。見るもの聞くものすべてが新しくて、僕はそこから出たくありませんでした。実際、そこに閉じこもっていた時期もあります。

　どんなゲームが登場したら、またあのときのような体験ができるのでしょう。それは技術の進歩によってもたらされるのでしょうか。それとも、既存の要素と要素を組みあわせて何か新しいタイプのゲームが生みだされるのでしょうか。誰だれも想像だにしなかったようなゲームをつくりだす人が彗すい星せいのように現れたりするのでしょうか。

　いくら考えても、僕には答えが見つかりません。もしかすると、ゲームによって僕の世界が押し広げられることはもう二度とないのかもしれない。

　でも幸い、僕には小説があります。僕のような者に書けることなどたかが知れていますが、非才未熟の身ゆえ何を書こうとしてもままならず、一歩どころか半歩進むのも手探りです。ある小説を書こうとするとき、僕はいつも怖おじ気けづきます。自分に書けるだろうか。無理なのではないだろうか。それでもなんとか書き進める、その間はただ必死ですが、書き終えて振り返ると、そこに道ができている。自分はこんなところを歩いてきたのだと知ることができます。

　紙数が尽きました。編集Ｋさんと白しら井い鋭えい利りさん、ＫＯＭＥＷＯＲＫＳのデザイナーさん、その他、本書の制作、販売に関かかわった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に心からの感謝と胸一杯の愛をこめて、今日のところは筆をおきます。またお会いできたら嬉うれしいです。


十じゆう文もん字じ　青あお
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